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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







ポー姫「ハーイ、皆の者注目なのじゃ。この巻では、な、な、なんと……ついに我が騎士ローズバドクラウゼラがジャスコに行くのじゃ！」

麟りん一いち郎ろう「わざわざ予告するほどのことじゃない」









「思えば、果てなき戦いじゃった……。まさか、これほど長い時間がかかるとはのう。しかし、これが我ら最後の戦いくさとなろう！」

　イース神聖連合王国王位継承権第二位、ポーリリファ・ルーカ・アデルベーン・ジャッセン。

　通称、ポー姫。魔法地平シーズベツドではその美しさから〝金きん鳳ぽう花げの君〟の二つ名で称たたえられた姫君だ。

「「──ポー姫さま万ばん歳ざい！　ポー姫さま万歳！」」

　彼女を称える民衆の声に包まれながら、黄金の髪の姫君は高らかに告げる。

「この決戦で我らは勝利し、そして全すべてを手にするのじゃ。この──ヘイケ町にジャスコを建てるための戦いに！」

「「──オオオオ！　ポー姫さま万ばん歳ざい！　ポー姫さま万歳！」」

「我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウゼラよ、汝なんじの力をアテにしておるぞ」

〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟クラウゼラ・ルー・コトヴィック──ポー姫の傍かたわらには、常にこの女騎士の姿があった。

　弱冠一六の乙女でありながら、剣を振るえば天下に並ぶ者は無く、その力は比ひ喩ゆや誇張抜きで一騎当千。重装歩兵一〇〇〇人分にも匹敵する。

　さらには、その美び貌ぼう。まるで戦場に咲く大輪の百ゆ合り。長い髪が風にそよげば、敵兵すら皆その目と心を奪われた。

　まさに国家の誉れ。王都の守護者。最も敬けい虔けんかつ最も忠節あふれる騎士ローズバド。

　そんな彼女に、主あるじたる金髪の姫君は命じるのだ。

「行け、我が騎士ローズバドよ！　妾わらわとジャスコのために戦うのじゃ！」

　だが〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟の返事は、こう──。

「あ……いえ、無理です、姫殿下」

「……なぬっ？　どういうことじゃ？」

「私はもう騎士ローズバドでなく専セン業ギヨー主シユ婦フですので。戦いくさなんてしないのです」

「な……なんじゃとおおおおおっ!?」

　姫の『なんじゃとお』の声は、周囲の山々にまで木霊こだました。

　時間は、二日ほど遡さかのぼる……。







　ちなみに、この町の名は平へい家け町ちよう。

　岐ぎ阜ふ県東端の山間部にある小さな町で、岐阜と長なが野のと愛あい知ち、三つの県の県境近く──つまりは三つの県から辺境扱いされている、ザ・田舎とでも言うべき土地だ。

　総人口はたったの八七五人。面積も四一・六七平方キロメートルと狭い上に、そのほとんどが山だの山林だの川だので、人間が住んだり農地にしたりできる場所はさらに少ない。当然ながらおしゃれな店や遊ぶところなどはなく、テレビは局数半分。携帯電話も使えない。そんな、ないないづくしの田舎町。

　──その一方、亡命政府は八つもあった。






第一章







ポー姫「さあ、ついにこのシリーズも四巻目！　二巻目で予告したクラウゼラのビキニ鎧よろいまであと一冊！　あと一冊でビキニ鎧なのじゃ！」

麟りん一いち郎ろう「そんな強引な宣伝があるか」










　　１






「ふむ……？　リンイチローよ、どうなっておるのじゃ？」

「なにがだよ？」

　皆で水ミナ神カミさんのお見合いを妨害した翌日のこと。

　夜九時過ぎの居間で、ポー姫は座布団にあぐらをかきながら俺に訊たずねた。

「『なにが』ではない。この〝あずきボー〟とかいうアイスのことに決まっていよう。とんでもなく硬いのじゃ。これでは食べられぬ」

「そういうもんなんだよ。昔から硬いので有名なんだ。慌あわてて嚙かむと歯が欠けるから、しばらく待ってるかペロペロ舐なめてろ」

「そのくらい、さっきからやっておるのじゃ。もう一時間はペロペロしておるのに、ちっとも柔らかくなる様子を見せぬ。もしかすると、これは地球チーキユで一番硬い物質かもしれぬのう……」

　そんなわけがあるか。

「汝なんじ、もしかして妾わらわが棒状の茶色っぽいものをペロペロ舐めておるのを見たくて、こんなアイスを出したのではないか？　このエロス人め」

「人聞き悪い！　そんなわけがあるか！」

「なかなか溶けぬからジュルジュルとエロゲー声優さんのような音が出てしまうし、アイスにつかないよう髪をかき上げる仕草を自然としてしまうのじゃ。なんというか『もしこれがラノベなら挿絵に最適の光景』じゃな。口絵のカラーイラストや、一発目のツカミの挿絵にちょうどいい感じと言えよう。もちろん製菓メーカーが特定されぬようアイスにはモザイクがかかるじゃろうし」

　いいから黙って食べてろ。しかし、この姫はノンキなものだ。

　俺──瀬せ田た麟一郎（一六歳、高二）は、こんなにも悩んでいるというのに。

（ショックだ……。まさか、祖ば母あちゃんがエルフだったなんて……）

　事実を知ってから、そろそろ二四時間が経過する。しかし、心の傷はまだ癒いえない。昨夜は一睡もできなかった。

　当の祖ば母あちゃん──瀬せ田たトメ子（七二歳）は今、町の大人たちの寄り合いで出かけて留守だったが、目を閉じればあのときの顔が浮かんでくる。

　昨夜、俺が祖母ちゃんに、

『──祖母ちゃん、ポー姫のやつが〝祖母ちゃんはエルフだ〟って言ってるんだよ。さすがにウソだよな？』

　と訊たずねたところ、あのババア、動揺する俺に、

『──なにを言ってるんだい、アタシはエルフに決まってるじゃないか。見て分からなかったのかい？』

　と、アッサリした感じで答えやがった！

　どうやら秘密にしていたとかではなく、ただ俺が気づいてなかっただけらしい。町中の誰でも知っていた家族の秘密を、俺一人だけ知らなかったなんて……。

「リンイチローよ、まだウジウジと悩んでおるのか？　というか汝なんじ、祖母殿のこと本気で気づいておらなかったのじゃな」

「ああ、考えたこともなかった。言われてみれば、うちの祖母ちゃんは余よ所その婆ばあさんたちと比べてシワとかなくて肌がツルッとしてるし、七〇過ぎなのに見た目も一〇歳前後っぽいし、ババアっていうかむしろ美少女っぽい外見してるとは思っていたが……。あと、耳が尖とがっているなとは思ってた」












「だから汝なんじ、普段ツッコミ役なのにいきなりボケ役になるのはやめるのじゃ。七〇過ぎなのに見た目が一〇歳前後で耳が尖っておるのに、なぜ人類ヒユームでないと疑わぬ？」

「平へい家け町ちように住んでるからに決まってるだろ！『若作りで耳尖ってるだけの普通の人間の婆ばあさん』だと思うよ！　カッパやロボットに比べれば！」

　しかし、まさかエルフとは……。

「やれやれなのじゃ。汝はつまらぬことで悩むのう？　そもそもエルフだからなんだと言うのじゃ？　どんな種族であろうと祖母殿は祖母殿じゃろうに。汝と過ごした時間も噓うそではない。ならば、それでよかろう？　祖母殿の孫であるのはそんなに嫌か？」

「そんな、いきなり普通の意見を……」

　しかも、ちょっといいこと言ってる気もする。

　たしかに俺がショックだったのは、祖ば母あちゃんがエルフだった事実そのものではない。急に俺の知らない真実を聞かされて、しかも俺ひとりだけ知らなかったということがショックだったのだ。祖母ちゃんの孫であるのが嫌なわけじゃなかった。

「そうだな……。祖母ちゃんは祖母ちゃんか」

「うむ。それに種族的な意味でも気にする必要ないのじゃ。エルフと人類ヒユームの間に生まれた子供はハーフエルフという交配種になるのじゃが、そのハーフエルフと人類ヒユームの間に生まれる子供は普通の人類ヒユームになる。したがって汝は普通の人類ヒユームじゃ。昔読んだ『ソード・〇ールドＲＰＧスタート・ブック』にそんな感じのことが書いてあった。たぶん」

「お前、なにを参考にしてエルフ語ってるんだよ！」

　ファンタジー世界の住民のくせに、なんで日本のゲームでエルフ知識仕入れてやがる。

　しかも『たぶん』ってなんだ。うろおぼえで話をすんな。

「駄目だ、また混乱してきた……。もういい。ちょっと風呂入ってくる」

　シャワーでも浴びて、頭を少しすっきりさせよう。

　俺はタオルと着替えを手にして風呂場に向かう。

　ちなみに先ほども述べたように、祖母ちゃんは町の寄り合いで、今夜はもうしばらく帰らない。今、家にいるのは俺とポー姫と女騎士クラウの三人だけだ。

（……そういや、クラウのやつ居間にいなかったな？　どこ行った？）

　夕飯の洗い物は俺がやったし、もう三〇分近くあいつの姿を見ていない。

（どこかに『入る』とか言っていたような……。よく聞いていなかったが──）

　そんなことを考えながら、俺は脱衣所で服を脱ぎ、風呂の曇りガラスの引き戸を開けると……、




「ギャーッ！　り……リンイチロー、なにをしている!?」




　いた。

〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟と呼ばれた女騎士クラウが。

　風呂場で──一糸まとわぬ生まれたままの姿で！

　つまりは裸で！　全裸で！

　全身、すっかり丸見えの状態で！

　あとコイツ、悲ひ鳴めいが可愛かわいくない。なんだよ『ギャーッ』て。

「ク……クラウ、なんでそんな恰かつ好こうを!?」

「馬鹿者！　風呂場なのだから裸で当たり前だ！　クッ、殺せ！」

　それもそうか。理に適かなっている。

　これで、クラウの裸を見るのは二度目だ。コイツがこの家に来た日に一度見た。

　クラウはあのときと同じアスリー乳にゆう。

　女性アスリート特有の貧乳だった。よく『カモシカのような脚』などと言うが、彼女の場合は全身がそう。腕も肩も腰も太ももも、全すべてがすらりと引き締まっている。鍛え抜かれた女騎士ならではの造形美と言えるだろう。

　しかも肌は透き通るように白く、すべすべとし、風呂の湯でほんのりと上気して……。

（いい裸だ……。前回は首を絞められていて、しっかり見ることができなかったが──今回は違う！　ベストコンディションと言っていい。よく見える！）

　そのなのに……クッ、なぜだ!?　肝心な部分がよく見えないぞ？

　なぜか不自然に湯気が出て、しかも照明がまぶしく乱反射して、よく見えなくなっていた。乳首とか。下の方とか。どうなっている？　うちの風呂場、普段からこんなに光っていたか？

　下の方は……まあ、仕方あるまい。そんなところまで見てしまってはさすがにクラウが気の毒だし、そもそも一六歳の俺には少々刺激が強すぎるというものだろう。

　だが！　それならばせめて乳首を！　せめて乳首だけでも見せてくれても！　なだらかなアスリー乳の双そう丘きゆうに咲く花のつぼみのようなピンク色の宝石を、この機会に見せてくれてもバチは当たらないのではなかろうか！

「おいっ、リンイチロー！　おいっ！」

　……ん？　なんだクラウ？　乳首見せてくれるのか？

「貴様、いつまで人の裸を見ているのだ!?　クッ殺せ！」

「あ、そうか……。いや、すまない、つい……あまりのことに目が離せなくて……」

　突然のことでパニックを起こし、つい凝視したまま固まっていた。

　しかし年頃の男子ならば当然のことだ。こんな状況ならば誰でもそうなる。今も凝視しながら固まったままだった。

「いいから、見るな！　クッ殺せ！　それと、貴様も隠せ！　いつまで裸を見せている！　……だが、貴様さえよければ、ゆっくり見せてくれてもいい！　その股こ間かんを隠す手をどけろ！　ただし、まずは私に心の準備をさせてからだ！　クッ殺せ！」

「クラウ、落ち着け。お前、狼ろう狽ばいしてワケ分かんないこと口走ってるぞ」

　あと、『クッ殺せ』って言い過ぎて語尾みたいになってるぞ。

「否いな！　狼狽はしているが『ワケ分かんないこと』ではない！　同い歳どしの男子が全裸で風呂に入ってくれば、見たいと思うのは当然のことだ！」

　理性的ではないが理論的だ!?　それならお前も乳首見せろよ！

「とにかくクラウ、もっと落ち着け。俺もがんばって落ち着くから。冷静に。もっと落ち着かないと──」

「落ち着かないと、どうなるというのだ……？」

「……出血多量で死ぬことになるぞ」

　鼻からの出血多量で。

《魔法地平シーズベツド》の人間は、興奮しすぎるとマンガのように鼻血が出る。これは生物学的にそうなっているからなのだが──クラウは今まさに出していた。

　鼻血を、それはもうドバドバと。

　風呂場の床は、鮮血で真っ赤に染まっていた。





　　２






「汝なんじ、我が騎士ローズバドにとんでもないことをしてくれたのう？」

「い……いや姫、これは事故だ。わざとじゃないんだ」

　祖ば母あちゃんのことでボーッとしていたんだ。いつもなら風呂場の電気がついてる段階で『誰か入っている』と気がつく。脱衣所の洗せん濯たくカゴにはクラウの鎧よろいも入っていたし。

　ともあれ、クラウが鼻血を出しながら気絶したため（いきなりバタッと気絶するのも《魔法地平シーズベツド》人の生物学的特徴の一つだ）、風呂場はちょっとした殺人現場のようになっていた。

　俺は脱衣所で、オロオロしながらポー姫に弁明をする。

「とにかく、クラウが起きたら謝る。一発くらい殴られるかもしれないが、そのときは大おお怪け我がしないよう姫の方から口添えをしてくれ」

「なかなか男らしい覚悟じゃのう？　しかし、汝がしなければならぬ覚悟はそれではないのじゃ。これは我が神聖連合王国イースの法律で定められておることなのじゃが──」

　姫は一拍、芝居がかった間を取って、大おお袈げ裟さな口調で俺に告げた。

「汝は責任を取って、クラウゼラと結婚しなければならないのじゃ！」

「……なんだと？　結婚!?　俺とクラウが？」

「うむ、女性騎士ローズバド特有の掟おきてでのう……。ハダカを見られた女騎士は、相手を殺すか愛するかせねばならぬのじゃ。女騎士法の第四条で定められておる」

「ウソだ！　お前、適当言ってるだろ！」

　女騎士法ってなんだよ!?　しかも第四条とか。そんな序盤でずいぶんどうでもいいこと決めてるな？

　だいたい裸と言っても、乳首すら見えていなかったのに……。

「裸見られただけで結婚してたら大変だろ？　なにかのはずみで見られることもあるだろうし……。俺だって、前にも一度事故で見てる」

「だから、そのへんも掟で細かく決まっておるのじゃ。ええと、たしか──女騎士法第四条の二項『ちょっとハダカを見られただけで結婚するのは大変だろうから、一度見られた相手にもう一度見られた場合とかでなければＯＫとする。ただし二度目の場合は風呂場でラッキースケベ的に偶然見られただけでも結婚しなければならない』であったはずじゃ」

「お前、やっぱりウソついてるだろ」

　だから、その女騎士法ってなんだよ。なぜ今回のシチュエーションそのまんまの法律がある？『ＯＫとする』とか『ラッキースケベ的』とかって、やたらとフランクな条文も気になるぞ。

「ちなみに第四条の三は『風呂場でのラッキースケベの際に男性側がちんちんを見せていた場合、結婚しなければ死刑ないしは無期懲役とする』だったはずじゃ」

「厳罰すぎる！」

　ポー姫は『ラッキースケベ』と言うが、裸を見ただけで死刑では、とてもラッキーとは言いい難にくい。──あと姫、ちんちんって言うな。女子なんだから上品な言動を心掛けろ。

「くふふっ……なーんちゃってじゃ。安心せよ。これは古い法律で、最近ではほとんど適用されることがない。この法律を悪用して、わざと風呂を覗のぞかせて男に結婚を迫る女騎士が続出したのでのう」

「女騎士、肉食系だな!?」

　蟻あり地じ獄ごくみたいな感じになってるぞ。

　だが、なんにしてもびっくりした。そうか、今は使ってない法律なのか。まったく驚かせやがって。嫌な冗談を言うんじゃない。

「しかし、せっかくだから法律に従ってみるのも面白そうじゃな？　どうじゃリンイチローよ、我が騎士ローズバドと結婚するか？」

「ふざけんな」

　お前、面白半分でなにを言ってやがる。本気ならばまだしも、『せっかくだから』なんて理由で結婚するわけないだろうに。

　と、そんなとき──。

「うう、む……」

　風呂場で気絶していたクラウが、むくりと床から起き上がる。

「あっ、クラウ！　大丈夫か？」

「うむ……。リンイチローよ、心配かけたな」

「お、おう……。さっさと体を拭ふいて着替えろ。風か邪ぜひくぞ」

　俺は裸を見ないよう、急いで脱衣所の外に出る。

　背後でごそごそと布の擦こすれる音が聞こえてきたが、これはクラウが濡ぬれた体をタオルで拭く音だろう。この音だけで俺の心臓は高鳴った。見えていないからこそ逆に想像力が働いてしまう。

「くふふっ。リンイチローよ、我が慢まんせずに覗のぞくがいいのじゃ。結婚するのじゃから堂々と見てもよいのじゃぞ？」

「だから、結婚なんてしない！」

　そんな俺と姫のやり取りが聞こえたのか、クラウは脱衣所の中から質問してきた。

「結婚……？　姫殿下、結婚とはどういうことなのです？」

　そうだ。この際、クラウからも姫を叱しかってもらうべきかもしれない。

　姫だからといって許されることと許されないことがあるのだ。『法律を悪用して好き勝手するな』ときつく窘たしなめておかなければ。

「クラウ、お前からも姫に言ってくれ。コイツ、女騎士法第四条とやらを使って俺たちを結婚させようとしやがるんだ」

「女騎士法第四条……？　裸を見られたら結婚するという？」

「そう、それだ」

　……って、クラウのこのリアクション、本当にある法律なのか？

「この法律は、現在ではもう使われていないんだろう？　なのに姫のやつ、無む茶ちや苦く茶ちやを言いやがるんだ」

「う、うむ……」

　なぜだかクラウは、しばらくの間黙っていたが──やがて、意を決したように俺へと言った。

「いいや……。姫殿下のおっしゃる通りだ」

「……ん？　なにが姫の言う通りなんだ？」

「法律の話だ。たしかに女騎士法第四条は古い掟おきてではあるが、私も騎士ローズバド仲間から『若いのに古風』『クラウゼラ先輩ってうちのお祖ば母あちゃんみたいなこと言いますよね』とよく言われていた女。なので──」

　クラウのやつ、なんだか妙なこと言い出した。お前、もしかして他の女騎士と上う手まくいってなかったのか？　たしかにクラウは、職場の人間関係とか苦手そうだ。

「なので……古い法律だろうと厳げん格かくに適用させてもらう！」

　なんだと!?　お前、言っている意味分かってるのか？　法律を厳格に適用するということは、つまり──。

「リンイチローよ……!!」

　クラウは裸にバスタオル一枚巻いただけの姿で脱衣所から出てくると、きっ、と俺を睨にらみつける。

　その目は半分泣いているのではないかというほど潤んでいて、頰ほおは風呂で裸を見られたとき以上に赤くなっていた。口元も緊張でこわばっている。

「お……おい、クラウ！　そんな恰かつ好こうで出てくるな！」

「う……うるさいっ！　責任を取れ！　法律に従い、この私と結婚しろ！」

　そんな、まさか──俺とクラウが結婚だと？

「お前、本気なのか……？」

「馬鹿者！　こんなこと本気でなくば言えるはずあるまい！　これは決意と覚悟の上での言葉だ！」

「そうか……」

　クラウ、そこまで俺のことを愛していたのか。しかし俺はまだ高校生で、将来のことも決まっていない身。それなのに結婚なんて……。

「リンイチローよ、この私と結婚し、そして…………私をセンギョーシュフにするがいい！」

　……はい？　専業主婦？　なんなんだ。

　そのキーワード、さすがにいきなり過ぎじゃないか？

「私にも、いろいろと理由があるのだ……」





　　３






　それは、今から一時間ほど前のこと──。

「ふう……」

　これは、騎士ローズバドクラウゼラの溜ため息いき。夕食後の居間で、彼女は肩を落としていた。

　テレビ画面の中ではバラエティ番組の芸人たちが騒いでいる。その賑にぎやかさのおかげでクラウの溜め息は、傍かたわらで寝そべりながら番組を見るポーリリファ姫や、台所で洗い物をしている麟りん一いち郎ろうに聞かれずに済んだ。

（私は……なんのためにここにいるのか……）

　楽しげなテレビの音に、愛らしい姫の笑い声。そんなものが全すべて心を上滑りしていく。

（私は、この世界でやっていけるのだろうか……？　もしかして自分は、なんの役にも立たない女なのか？）

　クラウゼラは、悩んでいた。おおよそ二四時間前──つまりは昨夜の、水ミナ神カミハイドオラのお見合いを阻止する戦いの直後から。

　その一連の騒動で、クラウゼラは騙だまされて悪事に加担させられた上に、町と友人を守る決戦で全く役に立てなかった。──これまで彼女は、戦闘能力だけには絶対の自信があったというのに。これほど傷つくことはない。

　しかも、敵はポーリリファ姫が倒したというのだ。

（武力で私に勝るミナモトノヨシツネたちを、姫殿下が自ら倒されるとは……。姫殿下は私がいなくても平気ということなのか……？　だとすれば私はいったい、なんのためにこの世界にいる？）

　いいや、今回だけではない。姫の護衛として地球チーキユに来てから、自分はどれほど役に立ったというのか。そして、これからどれだけ役に立てるというのか。

　そもそも、自分はこれからどのように生きていくべきなのか？

（姫殿下は賢い子だ……。神聖連合王国イースを復興させるにせよ、こちらの世界でこのまま生きていくにせよ、きっと上う手まくやっていける。──しかし、私は？　やや武力に長たけているというだけの私が、なにをして生きていけばいい？）

　地球チーキユのニホンは平和な国だ。だからこそクラウゼラもこの地を愛している。

　だが、この平和な地は彼女の武力を必要としていない。

（私は、この地でなにができるというのだ……？）

　自分はなにもできない、世界に不要な人間ではないのか？　そんな不安で頭はいっぱいになっていた。

　このようなこと、本来ならば地球チーキユに来てすぐに悩むべきであろう。なのに、この地の美しさと人々の心の優しさに包まれ、ついつい後回しにしてしまっていた。そんな自分の愚かさも悩ましい。

（私は、いったい……）

　──と、そんなとき。

「ほほう、この『センギョーシュフ』というのはずいぶんとノンキでラクチンそうな職業じゃのう？」

　寝転がってテレビを見ていたポーリリファ姫が、なんとはなしにそう言った。

「ファウっちから借りたアニメＤＶＤを観みるかバラエティー番組を観るか悩んだのじゃが、こちらを選んでよかったのじゃ。クラウゼラよ、今の特集を観ておったか？」

「いえ、姫殿下……。観ておりませんでしたが……」

「なんじゃ、仕方のないやつめ。テレビによれば、このニホンには『センギョーシュフ』という職業があるらしいのじゃが……それがなんと！　一日中ゴロゴロしながらテレビを観みたり、スーパーで買い物したり、昼ごはんを食べながら友達とお喋しやべりしてればよい職業なのだそうじゃ！　なんというラクチン職業！　妾わらわも大きくなったら、その職業に就ついてみたいものじゃのう」

「は……」

　クラウゼラが生返事をしていると、姫の声は台所まで聞こえたらしく、洗い物当番の麟りん一いち郎ろうが会話に加わる。

「こらっ、ポー姫！　お前、全国の専業主婦に謝れよ。そういう発言したら怒られるぞ」

「む？　どういうことじゃ、リンイチローよ？」

「そんなにラクな仕事じゃないと言ってるんだよ。専業主婦ってのは家事をやらなきゃいけないんだからな。クラウや祖ば母あちゃんがやってるようなこと、全部やらなきゃいけないんだぞ。お前にできるか？」

「うむむ……。それは、さすがに無理なのじゃ」

「そうだろ。大変なんだぞ」

「なるほどのう……。つまり、我が騎士ローズバドクラウゼラならばセンギョーシュフをできるということじゃな？　チェッ。クラウゼラめ、ズルいのじゃ」

「お前、まだよく分かってないだろ？」

　だが──『まだよく分かってない』のはポーリリファ姫だけではなかった。

　間違った認識のまま話を受け止めていた者が、もう一人。

（……センギョーシュフ？　私にもできる仕事だと？）

　クラウゼラはその仕事の名を聞くのは初めてだったが、『一見簡単そうな仕事』であり『自分クラウゼラや祖母殿がやっているようなことをする仕事』で、そしてなにより『自分クラウゼラにもできる仕事』である──それだけは理解した。

　クラウゼラは麟一郎に訊たずねる。

「……リンイチローよ、その職業はどうやってなるものなのだ？」

「ん？　なんだよ、クラウ？　専業主婦にか？　そりゃあ、まずは結婚しないと……」

「結婚だと？　ふむ……。そして、次は？」

「いや……結婚して、夫婦で『いい』と納得すれば、それだけでなれるものだからさ」

「なんと！　たったそれだけでなれるのか!?　しかし、結婚か……。うむむ……」

　この話題は、ここで一いつ旦たん終わる。麟一郎は祖母の件で悩んでいたこともあり、この話をさほど深くは気にしなかった。

「さて、次はファウっちから借りた洋物の子供アニメのＤＶＤを観るとしよう。意外かもしれぬが、妾はけっこう子供アニメが好きなのじゃ。美少女アニメばかり観ておると一周回ってこういうものが楽しくなってのう。……しかし、このあずきボーとやらはやたら硬いのじゃな？　ずっと舐なめておるのに全然溶ける気配がないのじゃ」

　しばらくしてクラウゼラは風呂に入る。それからさらに三〇分ほど経たって、湯船から上がろうとしたところ……、




　──がららっ




　突然、風呂場の戸が開いた！

「ギャーッ！　り……リンイチロー、なにをしている!?」

「ク……クラウ、なんでそんな恰かつ好こうを!?」

「馬鹿者！　風呂場なのだから裸で当たり前だ！　クッ、殺せ！」

　クラウゼラは一糸まとわぬ裸体を見られ、同時に男性器を凝視し、さらには鼻血を出しながら気絶する。

　目が覚めたあとは、法律を盾にセンギョーシュフになることにした。







　──というようなことを、クラウは俺に長々と語った。

「……というわけなのだ、リンイチローよ。私は法律を盾に貴様と結婚するので、貴様は私をセンギョーシュフにするがいい」

「打算かよ！」

　いきなり結婚なんて言うからおかしいと思った。しかし、クラウがこんな打算的なことを言い出すとは……。なんというかコイツクラウらしくない。

「お前、そんな理由で結婚なんかしていいと思ってるのか？」

「分からん！　なにせ、悩んでいたらいきなり同い歳どしの男子の裸を見せられ、目覚めたら唐突にセンギョーシュフになる好機が降って湧わいたのだ！　冷静になど考えられぬ！　たしかにワケ分からなくなってはいるが、それでもこの好機は逃したくない！」

「お前、本気ではあるけど正気じゃないな？　やれやれ、そんなことだと思ったよ」

　多少がっかりした気分の俺に、クラウは上目遣いでこう言った。

「リンイチローよ、駄目であろうか……？　私をセンギョーシュフにしてくれないのか……？」

「い……いや、無理というわけじゃないが……」

　なんという大胆で直接的なプロポーズ！　さすがに、ちょっとドキッとした。

　打算なのは知っていたし、クラウの中で『結婚』と『専業主婦』がちゃんとイコールで結ばれていないのも分かっているが、それでもこんなことを言われればドキッとなる。

　しかもクラウは、まだ裸にバスタオル一枚という姿！

　裸バスタオル姿の女騎士に上目遣いでプロポーズされて、断ることができる男がいるだろうか？

　ともあれ、俺は慌あわててクラウから目を背ける。あまりジロジロ見るわけにもいくまい。そう思ってのことだったが──急に、ポー姫が俺の手をくいっと引っ張った。

「リンイチローよ、なぜ目を背ける？　大事な話なのじゃから、ちゃんとクラウゼラの方を見て話すがよい」

「いや姫、そんなの駄目だろ。だって裸にバスタオルなんだぞ？」

「そうは言うが、我が騎士ローズバドはハダバス（裸にバスタオル一丁）でもそんなに恥はずかしくないはずじゃ」

　なんだよ、その『ハダバス』って。略称が必要なほどよく使う言葉じゃないだろ。

「なにせ《魔法地平シーズベツド》の女騎士というものは、夏場はビキニ鎧よろいになるものじゃからのう。ハダバスの方が露出度少ないくらいなのじゃ。のう、クラウゼラよ？」

「は……。構いません」

　そういうものなのか？　だが、そういうことなら……。

　俺は思い切って、真正面からクラウを見据える。

　ハダバス（裸にバスタオル一丁）姿のクラウを──。

「……どうであろう、リンイチローよ？」

「お、おう……。いいと思うぞ……」

　普段のクラウの鎧姿はミニスカートでノースリーブだから、隠している部分はバスタオルでもさほど変わらない。

　しかし『ただ巻いているだけ』という頼りなさと儚はかなさ、さらには下着をつけておらず布一枚下は全裸という事実が、俺の心臓を高鳴らせた。

　湯上がりで火ほ照てった肌や、乾いていない髪もいい。なんとも言えない大人のエロチシズムを感じさせる。艶つやっぽい。

　それと──クラウのやつ、ちゃんと恥ずかしがっていた！　顔が真っ赤だ。姫のやつ、また適当なこと言ったな？　鼻血をあれだけ出した後だから貧血で青くなっていてもおかしくないのに、耳の裏や首の後ろまで真っ赤になっていた。

　だが、いい！　だからこそいい！　最高！　超エロい！　恥ずかしがってるのが一番のエロスポイント！

　俺は今日、一つ上の大人のエロスに目覚めた気がする。おっぱいだとかノーパンだとか、そういうことじゃないんだ。この恥じらいの表情こそが最高のエロスであるんだ。

　ハダバスのまま紅潮した顔＋上目遣いというこの状態こそが、クラウが一番エロい姿であると言えよう。それこそ、さっきの風呂（乳首なし）とは比べものにならないほどの。

　そんな姿で『どうだろう』と問われれば、俺には褒めることしかできない。

「その、なんて言えばいいか……すごく綺き麗れいだ。いつもと違ったお前というか……」

「？　なんのことだ？　……あっ！　そうじゃない！　違う！　タオル姿の感想など求めてはいない！」

「えっ、そうなのか？」

「結婚の話だ！　私をセンギョーシュフにしてくれるのだろうな！」

「あ……いや、それは──」

　いけない。俺も正気じゃなかった。興奮しすぎて少々おかしくなっていたらしい。

（しかし、クラウと結婚とは……。前にもこんなことあったぞ。デジャヴだ）

　クラウと姫が来た翌日だ。あのときも裸を見た後だったので、そう考えるとクラウとは二度目の『裸見た結婚』になる。あのときは宮ミ籐ヤと銀河帝国ハーストウールの妨害でことなきを得たが──。

「どうなのだ、リンイチローよ？」

「い……いや、待てよ。俺たちまだ高校生じゃないか。そもそも、打算で結婚するなんてよくないことだろ」

　だが、俺の目の前にはハダバス姿の女騎士が……!!　いけない、麟りん一いち郎ろう！　誘惑に負けるな！　結婚というのは一生を左右する問題で、勢いで決めていいことじゃないんだ！

　俺は必死で耐えようとするが、しかし……しかし、ハダバス！　湯上がり肌！

　ウウウ、俺はどうすれば……。

「くふふっ。リンイチローめ、悩んでおるようじゃの？　ならば……」

　姫がいきなり話に入ってきたかと思うと──、

「今じゃっ！」

　いきなり、バスタオルを引っ張った！

「あっ、姫殿下なにを!?」

「クラウゼラよ、妾わらわに任せよ。ダメ押しじゃ。タオルを取ってハダカを見せてやるがよい。

　さすがにもう一度ハダカを見れば、リンイチローも結婚せざるを得まい」

「い……いえ、姫殿下、いけません！　そういうわけには！」

　姫、どんな理屈だ。面白がってるだけなのに口を出すな。

　しかし、クラウは不意を衝つかれたためか、それとも悩みで瞬間的な判断力が鈍っていたためか──はたまた、まさかとは思うが『見られてもいい』と思っていたのか。姫にそのままタオルを剝はぎ取とられ、『中身』を露あらわにしてしまう。

　まだ湿った肌を──つまりは、クラウの裸を！

「きゃあっ!?　ひ……姫殿下、タオルをお返しください！」

「よしっ、エロスなのじゃ！」

　今度は、さっきと違って可愛かわいらしい悲ひ鳴めい。

　だが、ともあれ、タオルが奪われる瞬間──いや、そのわずか一瞬前、俺はびっくりして目を逸そらし、そのまま慌あわてて瞼まぶたを閉じる。

　これは俺が紳士なのと、それプラス勇気がないからだ。

「くふふっ、リンイチローめ、夫婦になるのだから見てもよいのに。のう、クラウゼラよ。汝なんじもそう思うじゃろう？」

「い……いえ、それは……」

　ほら、ポー姫、クラウは嫌だって言ってるぞ。

「とにかく目を開けるがよいのじゃ。スゴイところが見えておるぞ。エロビデオなら間違いなくモザイクがかかるような部分が。この機会にしっかり見ておくがよい」

「い、いや……だから、そういうわけには……」

　そう言いながらも俺は誘惑に負け、ほんの薄っすらとだが、つい目を開けてしまう……。

　と、その瞬間──。




　──ビカ───ッ！




「ギャーッ!?　なんか光った！　いきなり激しい光が！　眩まぶしい！　目が！」

「はっはっは。リンイチローよ、かかったようじゃな？　謎なぞの光が差し込んで、なにも見えなくなったじゃろう？　これぞ《魔法地平シーズベツド》の魔法の力！　いわゆるエロス隠しの術ソ式ウじゃ。最近、クラウゼラの姉セシミリルを通じて、強力なやつを大量に入手してのう。クラウゼラにも分けてやったのじゃ」

「目が！　目が！　目が───っ！」

「ラピュタごっこをしてないで話を聞くがよい。ちなみに、この技術は部分的ながらも地球チーキユのニホンにも輸出されておる。ほれ、一部の深夜アニメでパンツやハダカが謎の光で隠れたりするじゃろう？　アレじゃアレ。実はアレ、我らの世界の技術なのじゃ。光属性魔法であるのじゃが、ま、汝らニホン人にとっては悪の技術になるのじゃろうな。リンイチローよ、我らが憎いか？」

　憎い。いや、パンツ隠しでなく目の件で。目が見えない。

「ちなみに風呂や温泉の中ではここまで眩しくはならないのじゃ。水属性やお湯属性と干渉し合って、ポワーッとした光や不自然な湯気で隠れる感じになる」

　そういえば隠れてた。さっき風呂の中で隠れてた。そうか、魔法だったのか。

「我ら《魔法地平シーズベツド》の人間は、衣服の一種としてこの魔法を使っておる。ニホンでいうならば、そう、パンチラ防止用のブルマーを穿はいてるのに近い状態と言えよう。したがって、見られても恥はずかしくない。さっきからクラウゼラのやつめがノーパンなのに無防備なのは、この魔法をかけてるからなのじゃ。いわゆる『ブルマーだから恥ずかしくないもんっ』状態じゃな」

　なんだと？　クラウのやつ恥はずかしがっているとはいえバスタオル一枚のままで大胆だと思ったら、ブルマー状態だったというのか!?　なんか知らないが損した気分だ。ブルマーと同じ状態なのに見たら結婚はおかしいだろ……。

「ま、今のはちょっとしたイタズラじゃ。リンイチローをからかって遊んだだけじゃ」

「こんなのイタズラで済むか！　ウウウ、まだ目がチカチカする。前が見えない」

「やれやれ、どれだけ凝視したのやら。汝なんじ、気持ち的には『誘惑に負け、ほんの薄っすらとだが、つい目を開けてしまう』という感じじゃったのかもしれぬが、それだけ眩まぶしがるということは、かなりのガン見状態だったということじゃぞ。このムッツリエロスめ」

　大きなお世話だ。

「ほれ、これを手で持つがよい。すぐに目は治るはずじゃ」

「これは……？　なにやら丸い板状をしてるが……」

「アニメのＤＶＤじゃ。ＤＶＤやブルーレイディスクには光属性魔法を打ち消す効果がある。深夜アニメで、テレビ放送版では乳首隠しの光があったのにＤＶＤでは乳首が見えておるのはこれが理由であるのじゃ、実は」

「またトンチキ理論を！」

　とても本当の話とは思えないが、しかし実際に目はすぐ治った。

　まさかＤＶＤにそんな力があったとは。

「ふむ……。今思ったのじゃが、これってバトルに使えるのう？　ピンチのときにあえてクラウゼラをハダカにさせることで目つぶしを喰くらわすという寸法じゃ。どう思う」

「どうも思わねえよ！　そんなバトルあるか！」

　……と言いたいところだが、こいつ、いつもの『ロングパス伏線』とやらで本当に使うかもしれない。

　いつバトルになってクラウが裸にされてもいいように、いつもＤＶＤを持ち歩いておくことにしよう。

　しかし、無駄なやり取りをした。眩しいのが収まってからクラウの方に目をやると、彼女は寝巻用の浴衣ゆかたに着替えてしまっていた。

「おや、クラウゼラよ。もう着替えたのじゃな」

「はっ、姫殿下……。さすがにいつまでも裸でいるわけにはいきませんので」

　なんということだ。ポー姫とバカやっていなければ、もっとハダバス姿のクラウを見ることができたというのに……。クッ、殺せ！　（家庭内で流は行やっているクラウの真ま似ね）

　まあ、浴衣は浴衣でいいんだがな。寝巻だし。グッとこないわけでもない。

　──と、そんなとき。




「──アンタたち、これはどういう騒ぎだい！」




　いきなり、聞き慣れた声で怒鳴られた。

　声の主は、うちの祖ば母あちゃん──瀬せ田たトメ子（七二歳）だ。ちょうど今、寄り合いから帰ってきたらしい。

　しかし、この祖母ちゃん、こうして改めて見るとたしかに人間ではない。すらりとスレンダー体型の美少女で、耳が長くて尖とがっていて、ぱっと見たところ一〇歳前後だが、よく見ると目つきだけは七〇代らしく老成している。言われるまで考えたこともなかったが、これは間違いなくエルフだろう。

　その祖母ちゃんは、いつものように長い耳をぴこぴこ動かしながら怒っていた。

「クラウ、これはどうなっているんだい？」

「祖母殿、お帰りなさいませ……」

「お帰りじゃないよ。本当はさっきから見てたんだからね。クラウ、なんだってフロバス（風呂上がりにバスタオル一丁）でウロウロしてたのさ。はしたない」

　なんだ、その『フロバス』って。どっちも風呂の意味で略語として機能してない。姫の『ハダバス（裸にバスタオル一丁）』以上に無意味な略称だぞ。

「は……祖母殿、申し訳ない」












「やれやれ、まったく……。それで、この騒ぎってもともとなにが原因なんだい？」

　祖ば母あちゃんは『さっきから見ていた』と言っていたが、さすがに話の内容までは聞こえてなかったということらしい。

「は……。祖母殿、それなのですが──リンイチローが私をセンギョーシュフにしてくれないのです」

「はい？　専業主婦かい？」

　クラウ、お前、なに言ってる！　祖母ちゃんに余計なこと言うな！

「そうじゃ、そうじゃ！　クラウゼラでなく、リンイチローが悪いのじゃ！　リンイチローのやつ、我が騎士ローズバドのハダカを見ておきながら結婚せぬとは！」

　だからポー姫も！　話がややこしくなるから祖母ちゃんを巻き込むな。裸は光属性魔法で見えなかったんだし。

　違うんだ祖母ちゃん、これは──。

「そうかい……。麟りん一いち郎ろう、裸を見た以上は責任取って結婚しなきゃいけないねえ」

「ってババア、なに言ってる！」

「昔から、裸を見た以上は結婚することになってるんだよ。そういうのラブコメ漫画なんかでよくあるだろ」

「ねえよ！　ありそうな気もするけど意外と具体例が出てこねえよ！　そもそも、そういうのって『〝責任を取って結婚しろ〟と迫るものの、結局いろいろあってウヤムヤになる』ってパターンの方が多いよ！」

　あと、七二歳がラブコメ漫画読むんじゃない。

「いいから、お前たちさっさと結婚おし。アタシは前からそうしろって言ってたじゃないかい。前のときは花嫁衣い裳しようまで用意してやっただろう」

　そうだった。祖母ちゃんはもともと俺たちを結婚させたがっていたんだ。ということは、この家に俺の味方はいないということになる。

（この話、まだまだ揉もめそうだな……。どう言ってこの場を収めるべきか）

　俺がそう悩んでいると──。

「ふん……。まあ、結婚のことはどうでもいいさ。そんなことより、もっと大事な話があるんだよ」

　祖母ちゃん、急に別の話題を振ってきた。

　薄情だな？　俺としてもこの話を長引かせたくはなかったが、それでも孫の結婚を『そんなこと』で済ますのはどうかと思うぞ。

「三人とも、よくお聞き。大ニュースだよ」

「大ニュース？」

　孫の結婚騒ぎより大事なニュースってことか？

　いったい、なんなんだ？　まさか……自分の結婚話じゃあるまいな!?　ついにオークのダイナマイトジョニーと結婚する気か！

　祖ば母あちゃんは、耳をぴーんと緊張させながら、もったいぶった溜ためを入れ──、

　そして、言った。

「今度こそ、平へい家け町ちようにジャスコができるよ！」

　……って、なんだと!?
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「ヒャッホウ！　ウヒョー!!　ジャスコ！　ジャスコ！　万ばん歳ざいなのじゃ！」

　祖母ちゃんのニュースを聞き、ポー姫は小躍りする。

　文字通りの『小躍り』だ。モンキーダンスみたいな妙な動きで踊っていた。

「おお……そこに行けばどんな夢もかなうという、その店の名はジャスコ。どこかにあるというユートピア、ゼイセイワズインインディア。それが、ついにヘイケ町にできるとは！」

「ジャスコといっても、ダイナマイトジョニーの店だけどね。やっと出店できるよう話がまとまったのさ」

「いやいや、それでもありがたいことじゃ。ついに、この田舎にも『いわゆるジャスコ』ができるというのじゃな。これでヘイケ町にも文明の光がもたらされるというものじゃろう。ジャスコがない町というのは未開の地であるのと同じことじゃからな」

　ポー姫、ひどい言いようだ。

　だが、近いことは俺も思っていた。これで平家町も便利になる。本やゲームを買いに遠くの町まで行かなくてもよくなるし、上う手まくいけばバスの本数が増えたり、さらには携帯電話やインターネットも使えるようになるかもしれない。

　この平家町が、ようやく『ちゃんとした町』になるというわけだ。

「しかし、なにゆえジャスコを建ててもいいことになったのじゃ？　この町の愚民どもは、あれほど反対しておったではないか。どうして『ジャスコは素晴らしい』という真実にいきなり目覚めたのじゃ？」

　そうだよな。前は建設反対のためにオーク軍と戦争までしたというのに。

　急に許可が出たのは腑ふに落ちない。

「それについては、このワタクシが説明いたしましょう。……ブゴーフゴー」

　そう言って部屋に入って来たのは〝暗き森クエルクス〟のオーク兵二千を率いる部族長にして、郊外型ショッピングモールの社長でもあるオーク、ダイナマイトジョニーだった。

　相変わらずイタリア製の三みつ揃ぞろいスーツと宝石つきの棍こん棒ぼうという姿で、なんというか社長っぽい。

「夜分遅くに失礼いたします。……ブゴーフゴー」

「おやジョニーよ、来ておったのじゃな」

「ええ。実はさっきからずっと玄関の外にいたのですが、クラウゼラさんがフロバス姿だったので入るタイミングがなくて。……ブゴーフゴー」

「ほう、そういうことじゃったのか。──ちなみに、あやつはなんじゃ？」

　ポー姫の言う『あやつ』というのは、廊下で転がっている小ぶりのオーク。両目を手で押さえながら床をゴロゴロ転がっていた。

「目がっ！　目がっ！　目が───っ！　ブゴーフゴーッ！」

「ああ、気にすることはありません。私の部下なのですが、家の中を覗のぞいたために光属性魔法で目をやられたようでして。……ブゴーフゴー」

　部下オーク、クラウの裸見ようとしてるんじゃない！　俺も人のこと言えないが！

「ふむ、ジョニーは目をやられていないのじゃな？　祖母殿一筋だからクラウゼラの裸に興味はないというわけであるか。感心じゃのう、リンイチローよ」

　そんな話はどうでもいい。聞きたくもない。早く話を続けろ。

「しかしジョニーよ。町の寄り合いに行っていたはずの祖母殿が、どうして汝なんじと一緒に帰ってくるのじゃ？　しかも、こんな夜遅くに……。ハッ!?　もしや、汝ら！」

　だから余計なこと訊きくな！　聞きたくない！

　もし、その『もしや』だったらどうする気なんだよ!?　お前の想像通りのことをやってたら！　いろいろ想像しちゃって吐きそうになるだろ！

「なるほど寄り合いというのはウソだったのじゃな。やれやれ、二人っきりでなにを寄せ合っておったのじゃか。ゲヒヒヒヒ」

　やめろ。下げ卑びた笑いとかするな。べつに上う手まいことも言えてないし。

「ブ……ブゴーフゴー!!　ち、違います！　そうではないのです！　実はワタクシも寄り合いに出ていたのです。平へい家け町ちようの人たちを説得するために」

「ほう？」

「このところ、ワタクシは町おこしのお祭りやゲートボール大会、川や公園の清せい掃そうといった地域の行事に積極的に参加しておりまして。住民の方々と良好な人間関係を構築することに成功し、やっと皆さんに『この町にいわゆるジャスコを作っていい』と許可を得ることができたのです。……ブゴーフゴー」

　ジョニー、地道な努力してるな？　オークなのに。

「これというのもトメ子さんのおかげです。いつも一緒に来て、私の話を聞いてくださるよう町の皆さんにお願いしてくださったから。ああトメ子さん、貴方あなたは我が社の──いいえ、ワタクシの女神です。……ブゴーフゴー」

「およしよ、ジョニー。アンタが自分で頑張ったからさ」

「トメ子さん……ブゴーフゴー」

　ジョニーと祖ば母あちゃんは今にもこの場でキスくらいするんじゃないかというムードになっていたのだが──、

「目がーっ！　目が───っ！　ブゴーフゴーッ！」

　と、ちょうどそこに部下オークがゴロゴロと転がってきたので、上う手まい具合にムードは壊れた。部下オーク、とりあえずはナイスだ。

「ええと、コホン……ブゴーフゴー。とにかく、そういうわけでヘイケ町にジャスコを出店することになりました」

「うむっ、でかしたのじゃ。あれほど反対しておった町の者たちの説得に成功するとは。人間、話し合えば分かり合うことができるのじゃな。やはり、いつぞやのように武力侵攻して強引に建設するような態度はいけないのじゃ。ちゃんと反省するがよい」

　その『いつぞや』、首謀者はお前だけどな。嫌がるジョニーを言いくるめて、無理やり武力侵攻させたんだろ。

　──ともあれ、だ。

　こうして平へい家け町ちようにも、いわゆるジャスコができることになった。

　だが、これは町の運命を左右する大事件の、ほんの発端に過ぎなかったのだ。……神ならぬ身の俺たちは、現時点ではまだそのことを知らない。

「あの……ところで、姫殿下──」

「む？　なんじゃ、クラウゼラよ？」

「私の結婚とセンギョーシュフの件はどうなったのでしょうか？」

「おーおー、そうじゃったな、うむ、忘れておった。というより、もうどうでもよくなってきた。もともと遊びで騒いでおっただけじゃし」

　姫、いろいろとひどい。

「とりあえず、よいのではないかのう。我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウゼラ・ルー・コトヴィックよ、汝なんじがセンギョーシュフとなることを許可する。祖母殿も構わぬな？」

「ああ、アタシは前から賛成だよ」

「ははっ！　姫殿下、祖母殿、ありがたき幸せにございます！」

　お前ら、俺にも訊きけ。

　俺を無視して結婚話を進めるな。






第二章







お知らせ「本作では登場人物が『専業主婦はラクチン』『専業主婦は気楽』などといった専業主婦の苦労を否定するような台詞せりふを口にしますが、最後はちゃんとひどい目に遭って『やはり大変な仕事なのだな』と思い知ることになりますのでご安心ください」

ポー姫「早とちりして苦情など送らぬようにするのじゃぞ」
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　同時刻──。

「──というわけで、町にダイナマイトジョニーができることになったんだ。さっき寄り合いで決まったんだよ」

「なんですって！　反対！　反対！　絶対反対よ！」

　平へい家け町ちよう唯一のスーパーマーケットである〝ミヤヤマート〟。この小ぶりなスーパーのすぐ隣に、一軒の民家があった。

　豪邸というほどではないが、この地域の土地代の安さを考えても、かなり立派な部類であるのは間違いない。大きめの和風建築二階建てで、トイレは各階ごとに一つ。庭も広く、庭木や石いし灯どう籠ろうが並んでおり、池では安物ながらも錦にしき鯉ごいを飼っている。──とはいえ、この庭には数年前から宇宙船が不時着しており、以前ほど広くは使えていない。

　ここは宮みや籐とう家。

　ミヤヤマート社長、宮籐浩こう二じ（五二歳）の自宅であり、地球に亡命してきた銀河広域軍事帝国ハーストゥール正統政府の居い候そうろう先でもある。

　町の寄り合いから帰ってきたばかりの宮籐浩二氏は、そんな家の居間で、高二になる一人娘のみやと話していた。広いタタミ敷きの居間に、みやの甲かん高だかい声が響く。

「そんなの許していいはずないじゃない！　今からもういっぺんみんなを集めて、徹底抗戦しましょうよ！」

「みや、夜中に大きな声を出すものじゃない。それに、もう決まったことだ」

「そんな……。お父さん、どうしてそんなことになったのよ？　こないだは、みんなあんなに反対だったのに！」

「仕方のないことなんだよ。こないだとは状況が違うんだ。ジョニー社長は、気がつけばすっかり町に馴な染じんでいたし……それに、高齢層の女ボスである瀬せ田たトメ子さんといずれは再婚する身。そんな人が『店を建てたい』と言えば、みんなも反対できないだろう？」

「つまり、麟一郎リンのところのババアのせいってこと!?」

「まあ、そうなんだが──しかしだね、私はそれほど反対でもないんだ。ジョニー社長はいい人で、破格の補償金を申し出てくれた。希望すれば私もダイナマイトジョニー平へい家け町ちよう店で雇ってもらえるらしい。それも管理職待遇で。もともとミヤヤマートの売り上げも落ちているし、これはそう悪い話じゃない。それに──」

「それに？」

　宮みや籐とう氏は感かん慨がい深げに遠くを見つめながら、こう言った。

「実はジョニー社長から『新店舗の宣伝ソングをお願いしたい』と頼まれている。前から言っているように、父さんは若いころビジュアル系バンドをやっていてね。デビューのチャンスなのだからジャスコを建てるくらいは許しても……」

「お父さんのバカ───ッ！」
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　さて、翌朝。




　──とんとんとんとんとん




（ん……もう朝なのか……）

　俺は、包丁の音で目を覚ます。

　ネギかなにかを切る、この『とんとん』という音で。

（……料理の音、今朝は妙に大きく聞こえるな？）

　これまで包丁の音で目を覚ましたことなどなかったというのに。

　普段より音量が大きい気がする。この家は田舎だけあってそれなりの広さがあり、俺の部屋から台所まではけっこう距離があるはずだ。それなのに、これほどはっきりした音で聞こえるとは。まるでフスマのすぐ向こうで料理しているかのようだった。

（いったい、なにをしているんだ……？）

　まだ起き抜けのボンヤリとした頭のまま、俺は布団から這はい出だしフスマを開ける。

　すると、そこでは──、




　──とんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとん




　なぜか部屋の前の廊下で、クラウがネギを切っていた！

　床にまな板を置いて、包丁で。

　しかも、やたらと執しつ拗ように。あまりに細かく切りすぎて、ネギがどろっとペースト状になっている。みじん切りにも程があるというものだろう。廊下がすっかりネギ臭い。

「クラウ……？　お前、なにやってんだよ？」

「やっと目覚めたかリンイチローよ。見ての通りだ。ネギを切っている」

「いや、切ってるのは分かるが……どうして、俺の部屋の前でネギなんか切ってるのかを訊きいているんだ」

「姫殿下と祖母殿からのアドバイスなのだ」

「あの二人からの？」

「うむ。つまりだ、我らは、その……結婚しただろう？」

　おずおずと、頰ほおを赤らめながら言うクラウ。

　その恥はじらう表情に、俺の心臓はまたドキッとなった。

　やっぱりコイツ、こういうときの顔は可愛かわいいよな……。

　だが、結婚だと!?　昨夜のあれって有効なのか？　ジャスコができる話でグダグダになっていたのに。

「で、結婚とネギがどう関係あるんだよ？」

「重要なのはネギではない。姫殿下たちが言うのだ。結婚直後の男女は『シンコン』と呼ばれる状態になるのだが──そのシンコンの男は、朝こうやって包丁をトントン鳴らす音で起きると喜ぶのだそうだ」

「妙に偏った知識だな!?」

『新婚』という言葉の意味もよく分かっていないくせに、そんな知識だけあってどうする？　たしかに結婚相手に家庭的なものを求める男は多いだろうが。

「ちなみにネギであることには意味はない。なんでもよかった。包丁で直接まな板を叩たたくと刃を悪くしてしまうからな。捨てる予定の傷んだネギがあったので、こうして切っていただけだ。──どうだ、リンイチローよ？　喜んでいるか？」

「いいや、そんなには喜んでいないな」

　形けい骸がい化にもほどがある。料理してるのではなくて、本当にただ音を鳴らしていただけじゃないか。少しも家庭的な要素を感じない。

　ただ、それよりも──。

「ちょっと待て、クラウ……。その恰かつ好こうってなんだよ!?」

　寝ぼけていたので今まで気づかなかったのだが──ツッコミを繰り返しているうちに、やっと意識がはっきりし、クラウがどんな姿でネギを切っているのかを理解した。

　俺に指摘され、クラウはそれまで以上に顔を真っ赤にさせる。

「これは──つまり、その、いわゆるひとつの、その…………『ハダカエプロン』だ」

　裸エプロン！

「わ……私が好きでこんな恰かつ好こうをしていると思うな！　シンコンの女は、この姿で朝食を作るものなのだろう!?　ニホンでは皆、こうしていると聞いた。一種の民族衣装であると。だから、この服を着ているだけだ！　……もしかして、なにか間違っているのか？」

　またもや偏った知識──いや、ウソ情報だ。

　なんというか、言いたいことはいろいろある。この格好、少し古い漫画なんかではよく見るが、実際にみんなやっているのかは疑問であるし、そもそも新婚よりもカップルのイメージが強い気がする。いずれにせよ、日本の民族衣装でないのは間違いない。

　そんな前提を踏まえた上で──俺は、はっきりとクラウに言ってやった。

「ウウン、間違ッテナイヨー（棒読み）」

　……俺も一六歳の健康的な男子。こう答えるのは、まさに歴史の必然と言えるだろう。

「むっ……？　リンイチローよ、なぜ棒読みの口調になるのだ？　それに、露骨に目が泳いでいるような……」

「気ノセイダヨー」

「そ……そうか、気のせいならばいいが……」

　ちなみに、クラウの姿は厳密に言えば『裸エプロン』というわけではない。

　ひらひらのフリルだらけのエプロン（こんなの我が家にあるとは知らなかった）の下は、真正面から見ると一見裸。──だが、よく見ればそうではなかった。肩や太もも、それに腰や背中の素肌が丸出しだから、一瞬そう見えただけに過ぎない。

　実際にはセパレートの水着というか女子陸上選手のウェアみたいなものを着用していたのだ。背中も注意深く観察すればエプロンの紐ひもに隠れて服の紐がある。もしかするとスポーティな下着であったのかもしれない。デザイン的にはそんな感じだった。

「……クラウ、それって水着か？　それとも、まさか下着なのか？」

「──っ！　馬鹿者、下着のわけがあるか！　私がそんな、はしたない女に見えると!?」

　いや……そうは言うが、クラウは割とはしたないところあると思うぞ。客観的に見て。俺の箸はし舐なめたり、俺のパンツ持ってったりもしているし。

「よく見るのだ。下着ではないし水着でもない。これは夏物鎧よろいの下に着る服だ。地球チーキユの体タイ操ソー着ギと思えばいい」

　なんだ。本当に女子陸上選手みたいなものだったのか。夏物のビキニ鎧の邪魔にならないデザインになっているんだな。

　それを知って多少損したようにも思えたが、しかし──、

「こ……こらっ、リンイチローよ！　『よく見ろ』とは言ったが、そこまでジロジロ見るんじゃない！　この格好とて、恥はずかしくないわけではないのだからな！」

「なんでだよ？　体操着みたいなものなんだろ？」

「体タイ操ソー着ギ姿だって、じっと見られたら恥はずかしいに決まっている！」

　それもそうか。普通の女子だって恥ずかしかろう。

　こんな風に恥じらうクラウの姿を見て、俺はさらにドキッとなり、目は勝手にますます彼女の姿に釘くぎづけとなった。

「だから、こらっ！　聞いていなかったのか!?　凝視するなと言っているのだ！」

　そんな無む茶ちやな。目の前に裸エプロン（疑似）で顔を真っ赤にしている女騎士がいるんだぞ？　それに神聖連合王国イースの文化的には『体操着みたいなもの』だろうが、地球こつちの文化的には『水着かちょっと色気控えめな下着』くらいのデザインなんだ。凝視しないなんて不可能に決まっていた。

「うう……。民族衣装というから、このような破は廉れん恥ちな恰かつ好こうをしてみたが──このような恥辱、もう耐えられん！　クッ、殺せ！」

　はいはい、いつもの。女騎士らしいおなじみの台詞せりふだ。

　そんな話をしていると──。

「なんじゃ、汝なんじら騒々しいのう？」

　現れたのは、ポー姫だった。

　寝巻の浴衣ゆかた姿だったが、起き抜けだから着乱れていて、パンチラ防止用の光属性魔法がピカーッと周囲を照らしている。

「おいっ！　姫、光ってるぞ！　服をちゃんと着ろ！」

「うむ、分かっておる。クラウゼラよ、帯を結び直すのじゃ」

「はっ」

　姫、そのくらい自分でやれ。

「しかし、アレじゃな。汝らが騒がしいのは、やはりシンコンだからであるか？　こないだ昼のテレビで『お隣がシンコンさんだから、夜といい昼といい一日中妙な声が聞こえてくる』みたいなことを言っておったが、なるほど、これがそうなのじゃな」

　いいや、違う。この声じゃない。

　テレビ局、昼からどんな番組流してるんだよ。子供が悪い言い回し憶おぼえただろ。昨夜の専業主婦の件も合わせて、そのうちＢＰＯ（放送倫理・番組向上機構）に通報してやる。

「クラウゼラもハダカエプロンくらいで騒ぐでないのじゃ。ノンキなセンギョーシュフの暮らしを手に入れるためじゃ、このくらいは許容せよ。──というか、よく見たら汝、ハダカではないではないか！　どうなっておるのじゃ!?」

「し……しかし姫殿下、さすがに裸は恥ずかしくて──」

「ええい、言い訳無用！　そのエプロンは祖母殿もシンコン時代にハダカエプロンをしたという伝統の逸品。服のまま着るとは地球チーキユの伝統文化を踏みにじる行為じゃ」

　いや、そこまで大そうな文化じゃ──って、このエプロン祖ば母あちゃんのだと!?　しかも祖ば母あちゃんの裸エプロンだなんて……。身内のそんな話は聞きたくなかった。

「祖母殿だけでなくリンイチローの母上もこれでハダカエプロンをしたというのに！」

　ますます聞きたくない情報を！
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　その後、俺たちは朝食を摂とる。

「クラウや、このお味み噌そ汁しるちょっと味が濃いんじゃないかい。煮物も塩が強いし、ちゃんと味見もできないのかねえ。実家でどんな育てられ方をしたのやら。お城のお姫様でもあるまいし。いいかい、アタシたちみたいな年寄りは塩分に弱いんだからね。ちゃんと気をつけてもらわないと。それともアンタ、アタシを高血圧で殺す気かい？　この子はとんでもない鬼嫁だよ。ああ、怖おそろしい怖ろしい」

「そんな……!!　祖母殿、申し訳ありません……」

　なぜだか祖母ちゃん、ずっと朝食に文句をつけていた。

「祖母ちゃん、やめろ。なんでそういうことを言う」

　それと、祖母ちゃんがエルフと知ってからだと『アタシたちみたいな年寄りは』って言い回しはツッコミを入れたくなる。

「なんで朝飯にケチつける？　味もメニューも昨日とそんなに変わらないじゃないか」

「なに言ってるんだい麟りん一いち郎ろう。今朝のご飯は昨日と全然違うんだよ。昨日はアタシが作ったもので、クラウは手伝っただけ。今朝のはクラウが全部作ったんだ。アンタにはこの差が分からないのかい？」

　いや──実を言えば俺も、今朝のは多少味が落ちるような気がしていたが……。だからといって、クラウにそんなこと言っていい理由にはなるまい。

「いいから麟一郎は黙っておいで。台所のことに男が口出しするんじゃないよ。……それにクラウや、アタシもアンタが憎くてこんなことを言ってるんじゃないんだ。アンタに一人前の嫁に──つまりは立派なセンギョーシュフになってほしくて心を鬼にしているのさ。分かってくれるかい？」

「はっ、祖母殿。分かっております」

　クラウ、騙だまされるな。絶対ウソだ。そんなんだからお前はチョロいんだ。『心を鬼にして』と言っていたが、このババアはもともとエルフというより鬼に近い。

「だからクラウや、これはアンタのためなんだよ。アタシはべつに『正式に嫁になったから本格的に嫁いびりをしてやろう』ってわけじゃないんだからね」

「はっ、分かっております」

　だから、分かるな！　どう考えたって『正式に嫁になったから本格的に嫁いびりをしてやろう』の方が本音だろ！

「田舎の嫁不足が社会問題になっているこのご時世、孫の嫁は可愛かわいいに決まってるじゃないかい。だからこそ厳しくするんだよ。掃除・洗せん濯たく・炊すい事じといった家事全般、今まで以上にビシビシしごいてやるからね！　朝から晩までコキ使ってやる！　覚悟おし！」

「はっ、よろしくお願いいたします！」

　このババア、田舎に嫁が来ない理由をたった一人で体現しているな。

　ちなみにクラウの主あるじたるポー姫だが──、

「おかわりなのじゃ！」

　やたらと楽しそうに飯を三杯もおかわりしていた。

「これからは朝食のたびに、こんな面白い見世物を見れるのじゃな？　さすがはエンターテイメント大国として有名な地球チーキユのニホン。クールジャパンというわけじゃ」

　面白がるな。少しでいいから心配してやれ。
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　やがて俺とポー姫は、いつものようにバスで学校へと向かう。

「くふふっ。ジャスコができることになったし、朝から面白いものも見れたしで、今日はいい一日になりそうじゃ。──フンフンフンフン～♪　いわゆるジャスコ、ジャスコ、ジャスコ～♪　ジャスコに行こうランララン～♪　鮭さけは美う味まいしネーチャンはキレイ～♪」

「姫、妙な歌やめろ。バスの中なんだから静かにしてろ」

「妙な歌とは失しつ敬けいなやつめ。これは妾わらわが独自に作った、いわゆるジャスコ共用のテーマソングじゃ」

「そういうのって、独自に作っていいものなのか？」

「プライベートブランドのテーマソングというわけじゃな。ジャスコだけに。もちろん作詞作曲は妾。ダンスの振り付けも妾。これを全国のいわゆるジャスコで流してもらえれば、それだけで妾は印税でガッポガッポになる算段じゃ。──ジャスコはＪｕｓｔ ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎの略～♪　伝えたいよＴｏｎｉｇｈｔ～♪」

「だから、やめろ。歌うな。踊るな」

　妙な振り付けのダンスを踊るな。バスの中で狭いんだから。なんなんだ、そのモンキーダンスとロボットダンスを合わせたような気持ち悪い動きの踊りは。

　こんな調子で、ポー姫はずっと上機嫌だった。

　ちなみに、クラウのやつ今日は学校休みだ。これは祖ば母あちゃんが急に、

『──今日は初日だから特訓だよ！　特別に学校を休むこと許してあげるから、丸一日家事に専念しな！』

　と言い出したためだった。

　うちの祖ば母あちゃんはもと保健室の先生だけあって、本来はサボリに極めて厳しい。そんなババアがわざわざ丸一日休ませてする特訓だ。さぞかし厳しいものに違いなかった。

（クラウのやつ、大丈夫かな……？）

　心配ではあるものの、これで『専業主婦はノンキでラクチン』という誤解も解けるだろう。そうなれば俺も一安心できる。

「やれやれ。ところで姫、一応言っておくが──学校で『クラウが俺と結婚した』とか『専業主婦になった』とか言いふらすんじゃないぞ？」

「うむっ、分かったのじゃ！」

　ポー姫はやたらと元気よく返事をしたが、それが逆に不安を煽あおり立てた。

　本当に大丈夫か？　こいつ、口が軽いからな。前も秘密を速攻でバラしていたし。

「なあに、安心するがよい。どうせ学校はジャスコの話で持ち切りじゃ。汝なんじらの話題を出す機会など、これっぽっちもありはしまい。だから心配いらぬのじゃ」

「そ、そうか……」

　それはそれで、ちょっと寂しい。

　やがてバスは学校前に到着。俺たちは降車し、校舎へと向かう。

「フンフンフンフン～♪　いわゆるジャスコ、ジャスコ、ジャスコ～♪　ぼくらはジャスコらス・キッズ～♪　──おっ、そこにいるのはファウっちではないか！　汝、知っておるか？　今度、このヘイケ町にいわゆるジャスコができるのじゃぞ」

　ポー姫は、ファウっち──ファウ第八皇こう女じよ（七歳、小一）の姿を見つけ、例のダンスを踊りながら駆け寄った。

　このチョコレート色の肌をした少女は、銀河広域軍事帝国ハーストゥールから亡命してきた第八皇女。つまりは宇宙人のお姫様だ。いつもぽやーっとした眠そうな表情をしているが、実際に眠いわけではなく、もともとこういう顔であるらしい。お姫様だけあって、彼女の周りには多脚型歩兵種マーシアンとかいうタコ型歩兵が五、六体、いつも付き従っていた。

　この宇宙幼女は、お姫様同士で気が合うのかポー姫と仲良しで『ポーちゃん』『ファウっち』と呼び合う仲であったのだが、踊りながら近づいてくるポー姫の姿を見て……、

「……撃て」

「「キュピー、キュピー」」

　皇女の号令で、タコ型歩兵は一斉射撃！




　──ずびっ！

　──ずびっ！

　──ずびっ！




　光線銃から七色の光線が閃ひらめき、同時に洟はなをかむような発射音があたりに響いた。

「ギャーッ、フンギャーなのじゃー!?　な……なにをする、ファウっち！　なにゆえ突然、射撃する!?」

　前から思ってたけど姫、お前の悲ひ鳴めい面白いな？　なんだよ『ギャーッ、フンギャーなのじゃー』って。

「……悲鳴が面白いから、もういっぺん撃っておく」

「「キュピー」」




　──ずびっ！




「フンギャーなのじゃー!?　な……なぜなのじゃ、ファウっちよ？　我らはトモダチなのに、どうして光線なんて撃つのじゃ？」

　ポー姫、分からないのか？　どうやら、ここは俺が教えてやるしかないようだ。

「姫……お前はいわゆるジャスコができることで浮かれているが、みんながみんな喜んでいるわけじゃないんだ」

「む……？　リンイチローよ、どういうことじゃ？」

「いわゆるジャスコを歓迎しない人もいるってことだ。忘れたのか？　ファウ皇こう女じよの居い候そうろう先は宮ミ籐ヤの家──この町唯一のスーパー、ミヤヤマートの社長の家だ。ジャスコができたら、どうしてもその影響を受けることになる」

「そ……そういえば、そうじゃった……」

「そんなことも考えずに浮かれるお前に怒って、皇女は光線を撃たせたんだ。そうだろう、ファウ皇女？」

　俺がそう訊たずねると、皇女はいつもと同じく表情の乏しい顔のまま、こう答えた。

「……違う」

　えっ？　違うのか？

「……全然違う。……うちの店はダイナマイトジョニーに手厚い補償をしてもらう予定なので、そんなに歓迎していないわけでもない」

　そうなのか……。どうやら俺の勘違いだったらしい。

「はっはっは。リンイチローよ、汝なんじの言っていることは的外れであったのう？　やはり勝手に他人の気持ちを代弁するのはよくないのじゃ」

「姫のくせに、それっぽい正論を!?　だが、そうだとすればファウ皇女、どうしてポー姫を光線銃で撃った？」

「……動きがキモかったから」

　なんだと……？　そんな理由？

「……銀河統一法で『キモい踊りをしながら近づいてくる人は撃ってもいい』と決まっている。……だから撃った」

「「キュピー、キュピー」」

　傍かたわらのタコ型歩兵たちは『そうだキユピー、そうだキユピー』と頷うなずいていた。まったく銀河統一法だの女騎士法だの、俺の知らないところでいろんな法律を作りやがって。

「うむむ、法律では仕方ないのう……。じゃが、ということはジャスコができて喜ぶこと自体はいいのじゃな？　妾わらわにはジャスコができる喜びを隠すなど不可能じゃぞ」

「……問題ない。……ただし、ミヤちゃんの前では別」

　ん？　宮ミ籐ヤは違うのか？

　宮みや籐とうみや（一六歳、高二）はファウ皇こう女じよたち銀河帝国の居い候そうろう先であり、この町唯一のスーパー、ミヤヤマートの社長の娘。俺のクラスメイトでもある。

　悪いやつじゃないが、割と凶暴な女だった。

「……ミヤちゃんはジャスコ進出の件で、かなり怒っている。話題を出さない方がいい。……それと、麟一郎リン氏は顔を合わせない方がいい」

「俺？　どうして？」

「……ジャスコができるのは麟一郎リン氏のお祖ば母あちゃんのせいだと思っている」

　なんだって？　さすがに、それは逆恨みだろ。

　と、ちょうどそのとき、俺は学校に向かう宮ミ籐ヤの姿を見つけた。向こうも俺に気づいたらしく、こっちへと視線を向けるが──、

「麟一郎リン……」

「お……おう宮ミ籐ヤ、おはよう……」

　宮ミ籐ヤのやつ、怒っていた。やたら不機嫌な顔をしながら、やたらと怖い目つきで一いつ旦たん俺を睨にらみつけると──そのまま、ぷいっ、とそっぽを向いて、そのまま先に行ってしまった。なるほど、これは本気で怒っているみたいだな……。

「くふふっ宮籐ミヤめ、怒っているのう？　これでリンイチローとクラウゼラが結婚したことを教えてやれば、あやつの怒りはますます愉快なことになるに違いあるまい。先ほどは『言いふらさぬ』と約束したが、今は言いふらしたくて仕方ないのじゃ」

「やめろ、姫！」

　わざわざ火に油を注ぐような真ま似ねをするんじゃない。──とはいえ、どうして俺とクラウのことで宮ミ籐ヤが怒ると思うんだ？　そのへん意味が分からないぞ。
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「……ふん、だ！」

　その後、教室でも宮ミ籐ヤは膨れっ面のままで、ずっと口をきいてくれなかった。

　休み時間になっても、ずうっとだ。

「キシャー、シュルルル……？」

「いや……ジャスコの件でうちの祖ば母あちゃんのこと恨んでて、それで怒っているらしい」

「キシャー……」

　クラスメイトで学校のマドンナである水ミナ神カミハイドォラさんも、宮ミ籐ヤのことを心配していた。やはり水ミナ神カミさんは優しいな。さすがは俺たちの女神だ。美人で優しくて成績優秀なんて、完かん璧ぺき超人としか言いようがない。

　そんな優しい水ミナ神カミさんだから──、

「キシャー、シュルルル」

　と、学校を休んでいるクラウのことも気にかけてくれていた。

「キシャー、シュルルル、キシャー？」

「えっ……？　ああ、クラウは、その──ただの風か邪ぜだ。明日には治ってるよ。たぶん」

「キシャー」

　つい、水ミナ神カミさん相手に噓うそをついてしまった。罪悪感で胸が痛む。

　だが、これは仕方ないんだ。

『クラウなら、今ごろ専業主婦になるための特訓と称して、祖母ちゃんに嫁いびりをされている』なんて正直に答えるわけにはいかない。

　そんなことを言ったら、水ミナ神カミさんを『クラウと瀬せ田たくんは結婚するんだ、じゃあ私とは結婚できないのね』と悲しませてしまうかもしれないし、その誤解をなんとか解くことができても『瀬田くんの家にお嫁に行ったら嫁いびりされてしまうのね』と怖がらせてしまうかもしれない。──大丈夫だ、水ミナ神カミさん。君がお嫁に来るときは、俺が全力で守るので安心してほしい。だから結婚してくれ。

　……いや、三年の太陽神ケプリ先輩（ファンクラブ会長）みたいな妄想はさて置いて。なんにしても余計な誤解は面倒ごとの原因になるだけだ。

　こんな調子で時間は進み、六時限目の授業も終わり──、




　──きーんこーん、かーんこーん




　チャイムが鳴って放課後になる。

　それと同時に、いきなりポー姫が教室に飛び込んできた。

「リンイチロー!!　リンイチローよ、一緒に来るのじゃ！　大変なのじゃ！」

「？　どうした、いきなり？」

　姫のやつ、わざわざ高校にまで走ってくるとは……。なにか事件でもあったのか？　まさか、家にいたクラウの身になにか!?

「今すぐ一緒に来るがよい！　町はずれの広場じゃ！」

　町はずれの広場？　役場で管理してるデカい空き地のことか？

「よいか、落ち着いて聞くのじゃリンイチローよ。さっきファウっちのところの偵察兵に教えてもらったのじゃが、な、な、なんと……ダイナマイトジョニーのやつめ、早くもジャスコの建設工事を始めているらしいのじゃ！」

　……はい？

「どうじゃ、大ニュースじゃろう？」

「いいや、そんなでもないね！」

　たしかに、こんなにすぐ工事を始めるとは驚きだが、そこまで大おお慌あわてで報しらせに来るようなことじゃない。

「だいたい姫、広場に行ってどうする気だ？　あそこがジャスコの建設予定地なのは知ってるが、工事してるところでも見ようっていうのか？」

「無論じゃ。ジャスコがこの地に建造されていく様を、一瞬たりとも逃さずにこの目に焼きつけておきたいのじゃ」

　こいつ、そこまでジャスコが楽しみか!?

「俺、クラウの様子が気になるから、急いで家に帰りたいんだが……」

「ええい、あんなやつのことどうでもいいのじゃ！　とにかく、行くのじゃリンイチローよ。妾わらわのランドセルをかわりに運び、妾が疲れたらおんぶするがよい。そのために汝なんじを連れていくのじゃ」

　相変わらず図ずう々ずうしい。少しはクラウのことを心配しろ。

　──ともあれ俺は根負けして、姫を広場へと連れて行くことにした。
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　この平へい家け町ちようの北側には、町役場が管理する広大な空き地がある。

　普段は子供がサッカーをしたり、大人が草野球やゴルフの練習をしたりするのに使っており、町の住民たちは単に『広場』『空き地』『原っぱ』などと呼んでいた。

　以前にもダイナマイトジョニーは平家町にいわゆるジャスコを建てようとしていたが、その際に建設予定地としていたのもここであり、そして町の亡命政府連合軍との決戦地になったのもこの場所だ。

　今度は住民たちの合意のもと、ジョニーは再びこの地にジャスコを造ろうとしていた。

「ヒャッホウ！　ウヒョー!!　見るがよい、ここにジャスコができるのじゃぞ！」

「姫、はしゃぐな。──って、なんだよ。工事なんかやってないじゃないか」

　大はしゃぎで例のダンスを踊るポー姫を窘たしなめながらも、俺は少々肩透かしを喰くらった気分になる。

　空き地には『ショッピングモール建設予定地』の看板が立ち、立ち入り禁止のトラロープが張られていたが、中にいるのは作業服姿の五、六人と、小型のショベルカーが一台のみ。ジャスコ建設はまだ始まっていなかった。

「くふふっ。リンイチローよ、汝なんじはバカじゃのう。ものを知らぬにもほどがある」

「なんだと!?」

　バカの中のバカ、『プリンセス・オブ・バカ』のポー姫にバカ呼ばわりされるとは！

「工事は既に始まっておる。あれは測量をやっておるのじゃ。建物というのは、いきなり柱や壁を立てればいいというものではない。まずは、ああやって地面の広さや形、どのくらい傾いているかなどを調べねばならぬ。手間のかかる作業ではあるが、工事には必要な作業と言えよう」

「いや、測量くらいは知ってるが……。しかしお前、日に日に異世界人要素が減ってくな？　今さらだけど」

　ファンタジー世界から来たくせに、なんで妙に工事の手順に詳しいんだ？

「それと、向こうでショベルカーが地面を掘り返しておるじゃろう？　あれは地質調査じゃ。どのくらい地盤がしっかりしていて、ちゃんと大きな建物を建てられるのか。どんな手順で工事をしていくべきか。それを調べているところなのじゃ。いずれも工事には必要な手順──いや、工事の第一歩と言っていい。どんな巨大なビルも必ずこの一歩目を通る。決して疎おろそかにしてはならぬのじゃ。そんな第一歩をしているところに立ち会えて、我らは幸せ者じゃのう……。ううっ」

　お前、なんで涙ぐんでる!?　そこまでのことじゃねえよ！

「どうじゃ、リンイチローよ？　見物しに来てよかったであろう？」

　いいや別に。どう考えたって、わざわざ見に来るほどのものじゃない。

　しかし周囲をよく見れば……なんと、俺たち以外にも大勢の見物人が！

　姫と同じように涙ぐんでいる人や、測量の作業が進むたびに拍手をする人、家族連れで花見のようにゴザを敷いて見ている人もいた。小学生から老人まで、年齢層はさまざまで──しかも皆、かなりの盛り上がりを見せている。

　この人たち、どうしてそんなに盛り上がっているんだ？　もしかして、理解できない俺がおかしいのか？

「リンイチローは冷めた人間であるのじゃのう。汝もかつては、この町にジャスコができることを熱望しておったのじゃろうに？　ならば一緒に盛り上がってはどうじゃ」

「どうじゃと言われても……」

「いいから、応援じゃ。ギャラリーが静かでは、作業してる人たちがシラケてしまうじゃろう？　ほれ、がんばれ、がんばれ測量！　フレー、フレー調査！」

　いいや、その応援はおかしい。

　そんな応援されても仕事やりにくいだけだ。

「おっ！　汝なんじ、気づいたか？　今、すごく鮮やかな手際で測量していたのじゃ。ナイス、セオドライト経けい緯い儀ぎ！　ナイス、トラバース測量法！」

　ゴルフか。ナイスパターみたいに言うな。この応援、絶対におかしい。

　だが、姫と一緒になって他のギャラリーも、

「「──ナイス、セオドライト経緯儀！　ナイス、トラバース測量法！」」

　と声援を送っていた。

　やはり、ついていけない俺がおかしいのか……？

「リンイチローめ、まったくノリの悪いやつじゃ。本格的な工事が始まったら、汝も『ナイス、コンクリ！』『ナイス、足場！』といった声援をちゃんと送るのじゃぞ。これはギャラリーとしてのマナーじゃ。サイリウムの振り付けも今のうちに練習しておくがよい。間違った応援をすると恥はじをかくからのう」

　アイドルか！　あと、サイリウムは意味ねえよ！　夜は工事しないだろうから！

「ほれ、応援するのじゃ。がんばれ、がんばれ測量！　フレー、フレー調査！」

「お、おう……。がんばれ、がんばれ測量……フレー、フレー調査……」

　やはり、俺には納得できない。

　──と、そんなときのこと。




「──おーい、みんな来てくれ！　大変だ！」




　ショベルカーの運転手が、突然大きな声を出す。

「なんじゃ？　なにが起こったのじゃ？」

「おいっ、姫！　お前は行かなくていいんだよ！」

「なにを言うのじゃ。『みんな来てくれ』と言ってたじゃろうに」

　いいや、あれは他の作業員たちに言った言葉だ。関係ないやつは行かなくていい。

　だが、姫に釣られてか、他のギャラリーも続々とトラロープを乗り越えて、ショベルカーの周りへと集まっていく。

　そんな中、運転手は狼ろう狽ばいと興奮の入り混じった声で叫んだ。




「──遺い跡せきだ！　地面の下から遺跡が出てきた！　たぶん一八〇〇年近く昔のものだ！」




　ギャラリーは、ごくりと一斉に息を吞のむ……。
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　同時刻、瀬せ田た家。

「えー、おはようございます、ピポポポ。近所に住んでいる新妻のＲ─山やま本もと（二九歳、既婚）です。家の畑で採れた野菜をおすそ分けに来ました。ピポー」

　このＲ─山本は、この町でよく見かけるタイプのロボットだ。もともとは『家事手伝いのＲ─山本（二九歳、独身）』だったが半年ほど前、瀬田家の三軒隣にある横溝家に嫁入りして以来『新妻のＲ─山本（二九歳、既婚）』を名乗っている。

　庭先から声をかけた彼女を出迎えたのは、エプロン姿のクラウゼラだった。

「おお、Ｒ─山本（二九歳、既婚）殿、かたじけない。これはこれは立派なナスを」

「ええ、そうでしょう。ところでクラウゼラちゃん、今日は学校休みなの？　昼間からずっと家にいたみたいだけど。ピポポポポ……しかも、そのエプロン！　ちょっと裸エプロンっぽい恰かつ好こうをしちゃって。貴方あなた、まさか──」

「はっ。お察しの通り、私はセンギョーシュフとなったのです」

「まあ！　ピポポポ、ガビー!!」

　Ｒ─山本を名乗るロボットたちは、似たような見た目をしていてもそれぞれ個性を持っている。この新妻のＲ─山本（二九歳、既婚）の個性は、そのニックネームからも明らかだった。

　彼女の仇あだ名なは『スピーカー』。

　これはロボットとしての機能からつけられた名ではない。

「ちょいと、クラウ！　いつまで油売ってんだい！　まだまだ家事はあるんだからね！」

「はっ、祖母殿！　ただ今参ります！　それではＲ─山本（二九歳、既婚）殿、失礼いたします……」

「まあ！　まあまあまあまあ！　ピポポポポポポポ！」






第三章







ポー姫「そろそろお察しのことと思うが、今回もリアルな田舎の実話シリーズなのじゃ」

麟りん一いち郎ろう「ウソつけ。こんなの、どこの町の実話なんだよ」
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「ふん、だ……」

　宮みや籐とうみやは拗すねた顔をしていた。

　この、麟一郎とポーリリファ姫が出ていったあとの教室で。

　みやは朝からずっと拗ねた顔をしていたが、しかし今しているのは、さらに一段上の不愉快さを示す表情だ。

（ジャスコと、クラウゼラ……。麟一郎リンのやつ、わたしが気にかけてほしくないものを、二つまとめて気にかけて……）

　女騎士クラウゼラのことを気にしながら、ジャスコの工事を見に行くだなんて──。

「キシャー、シュルルル？」

「ハイドォラ……。ありがとう。でも、そんなに優しくしなくて平気よ。こんなの前から慣れっこだもの」

「キシャー……」

「ふふっ、まあね。でも、本当に大丈夫。──そうね、たとえば『実はもう既に麟一郎リンとクラウゼラは結婚してるけど隠してるだけ』みたいな事実が発覚しない限り、泣いたりなんてしないから。さすがにそんなことはないでしょうけど」

「キシャー、シュルルル」

　みやは自じ嘲ちよう気味に笑っていたが、そんなとき──。

「ピポポ……おや、瀬せ田たくんはいないのですか？」

　ホームルーム終了後は職員室にいた担任教師が、教室へと戻ってきた。

　この女教師は、高校教師のＲ─山やま本もと（二九歳、独身）。

　瀬田家の近所に住んでいる新妻のＲ─山本（二九歳、既婚）の同型機だ。

「麟一郎リンなら、もう帰っちゃいましたけど──なにかあったんですか？」

「いえ、ピポポポ……実はついさっき、同型機同士のデータリンクの更新があって、それで仕入れた情報なのですが──」
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　遺い跡せきが見つかってから約一時間後──。

「ふえええ……!!　ひっく、えぐっ、うっく、うええええんっ！　うええええんっ！」

「泣くなよ、姫」

　空は、夕焼け。

　俺はポー姫の手を引き、家へと続く道を歩く。姫はずっと泣いていた。

　無理もない。あれほど楽しみにしていたジャスコが建設中止になってしまったのだ。他のギャラリーたちも泣いていた。

　実を言えば、この俺だって悲しい。姫ほどでないにせよ、俺だってジャスコを待ち望んでいた者の一人だ。一人きりなら泣いていた。

「ふええええんっ！　うあああああんっ！　えぐっ、えっぐ、うあああああああんっ！」

　姫はずっと、普通の子供のように泣き続ける。コイツのこんな顔は初めて見た。

　いつもの大人顔負けのずる賢い姫でなく、か弱いただの八歳児としての泣き顔だ。小さな手は、ぎゅっと俺の手を握っていた。

「だから、泣くなよ……。ジュース買ってやるから」

「いらぬのじゃ……。こんな悲しい気持ち、ジュースなんぞではどうにもならぬ。ひっく、えっく……リンイチローよ、やはりジャスコは建てられぬのじゃろうか……？」












「それは俺にも分からないが……でも、そうなんじゃないか？　工事現場の人たちも言ってただろ。地下から遺い跡せきが出てきたら工事は中止しなきゃいけないって」

　工事を再開できるとしても遺跡の調査が終わってからだ。かなり大きな規模の遺跡らしいので、何年もかかるに違いない。地質調査の人が言っていた。

「法律で決まっているんだ。工事よりも遺跡の方を大事にするのがこの国のルールだからな。ジャスコは残念だが、それ自体は俺も間違ってるとは思っていない。──それに、悪いことばかりじゃないぞ。遺跡が観光資源になるかもしれないだろ」

「……しかし、ジャスコはできぬのじゃろう？」

「それは、まあ……。ジャスコを作れそうな場所、町にはあの空き地しかないし」

「だったら遺跡なぞいらぬのじゃ！　うぬぬ……ショベルカーの運転手め、あのまま見なかったことにしておけばよかったというのに……」

「無む茶ちや言うな」

　もしかすると、建設会社的にはそうしたかったのかもしれない。

　だが、そうできなかったのはポー姫たちギャラリーのせいだ。あんな衆人環視の中では隠いん蔽ぺいできない。そのことはギャラリーだった皆も分かっていた。

　自分たちがジャスコ中止の一因であるのを理解していたからこそ、ポー姫はこんなにも泣いていたのだ。

「ウウウ、ジャスコ……。うえええええええんっ！　うあああああああああんっ！」

「姫……」

　目を真っ赤にして泣く姫を見ると、さすがに胸が苦しくなる。

（妹って、こんな感じなのかな……。それとも子供というか……）

　いつになく、この悪ガキが愛いとおしく感じられた。

　そんなことを思いながら、俺たちは家に到着する。

「ほら姫、家に着いたぞ。夕飯はなにか美う味まいものでも作ってもらおうな。──クラウ、祖ば母あちゃん、ただいま」

　俺が玄関先で、そう声をかけると──、

「り……リンイチローよ、帰ったか！　あー、コホン、その、お…………お風呂にする？　ご飯にする？　それとも、ワ・タ・シ？」

　クラウが、妙な台詞せりふで出迎えてきた！

　それも、朝と同じエプロン姿で。

　例の『一見すると裸エプロンに見える、下に女子陸上選手のウェアみたいなのを着た恰かつ好こう』──いわゆる疑似裸エプロンでだ。

「なんだよ、そのフレーズ!?　しかも、またそんな恰好をして！」

「そ……そんなにジロジロ見るな、リンイチロー!!　前にも言ったが、私だって恥はずかしいのだ！」

　じゃあ、やるな──と言いたいところだが、恥ずかしがっているクラウはグッとくるので、その表情でなら続けてほしい。

「それに、今の台詞せりふだが……シンコンの女は、男が帰ってきたときにこう言う決まりなのだ。地球チーキユのニホンの伝統らしい。休憩時間にテレビでやっているのを見た。リンイチローはニホン人なのに知らなかったのか？」

「知らねえよ！　いや、知ってはいたけど、ホントにやるもんだとは知らなかったよ！　昔のコントでしか見たことないよ！」

「そうなのか……？　では、私の勘違いということなのか!?」

　まあ、そうだな。いつもと同じで勘違いだ。

　とはいうものの──。

（意外と、悪くない……。さすが定番になっているだけのことはある）

　こんなの二一世紀の現在ではギャグにしかならないかと思っていたが、クラウが恥じらいながらやるのは、なんと言うか──とても、いい。ズキュンときた。

「ええい、もういい！　リンイチローよ、今のは忘れろ！　クッ……勘違いでいらぬ恥辱を……。リンイチローが帰ってくる前に修得しようと、必死に練習したというのに！」

　練習だと？　なおよし！　うん！　恥じらいながら練習するクラウの姿を想像すると、なんというか『うおおおおっ』という気持ちになれる。

　どうしたものか……。俺、今、ちょっと『このままクラウと結婚してもいいかなあ』って気分になってしまった。

「そ……それよりも、リンイチローよ！　今気がついたのだが、姫殿下はなぜ泣いていらっしゃるのだ!?　姫殿下、どうなさったのです！　いったい、なにがあったのです!?」

「ふええええんっ、クラウゼラぁ……!!」

　あっ、いけない。忘れていた。

　クラウの新婚台詞に気を取られて、ポー姫が泣いてることなど完全に失念していた。そういや、そんなこともあったっけ。

「姫殿下、しっかり！　お気を確かに！　ああ、どうなっているのだ……？　神聖連合王国イースが滅ぼされて《魔法地平シーズベツド》から逃げ出したときも決して泣かなかった姫殿下が……!!」

「だって、ジャスコが！　ジャスコがぁ！　えぐっ、えぐっ、ふえええええんっ！」

　よく考えるとポー姫のやつ、とんでもないな。お前、泣くなら祖国のことで泣け。ジャスコで泣くな。

　ともあれ、俺たちがそんな話をしていると──。




「──ちょっと！　麟一郎リン、クラウゼラ！　アンタたち結婚してたんですって!?」

「──キシャー、シュルルル」




　突然、聞き慣れた声が玄関先に響く。

　声のした方向に振り向くと、そこにいたのは宮ミ籐ヤと水ミナ神カミさんだった。

　……困った。ややこしい二人に見られた。
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「麟一郎リン、どうなってんのよ！　なんでクラウゼラがこの平へい家け町ちよう発祥の新婚さんファッションである裸エプロンをしてるわけ!?　しかも、やっぱりこの町発祥の新婚さん台詞ぜりふまでキメて！」

「マジか、宮ミ籐ヤ!?」

　この町発祥だとは知らなかった。これ、遺い跡せきよりよっぽど町おこしに使えるんじゃないか？『裸エプロンの町、平家町』みたいな感じで。それと、よく見てくれれば分かるが、クラウのエプロンの下は裸じゃない。

　ただ、いずれにせよ、不ま味ずいところを見られてしまった。












「なんてことなの……。クラウゼラが専業主婦になったって噂うわさは本当だったのね？　ひどいじゃない！　あんたたち、わたしに黙って結婚するなんて！」

　落ち着け、宮ミ籐ヤ。どうして、そんなに怒る？『わたしに黙って結婚するなんて』というのも意味不明だ。お前に報告する義務はない。

「結婚ってことは、その……そういうことをしてるってことなのでしょう!?　つまりはエロス行為を！　いやらしい！　この変態！　だから同い歳どしの女子を居い候そうろうさせるなんて反対だったのよ！　変態！　変態！　変態！」

　だから落ち着け。そんなことは（残念ながら）していない。

　それと下品な発言はよすんだ。エロス行為とか言うな。そんな言葉使うのポー姫以外では初めて聞いた。俺の知らないところで定着しているのか？

　それに、水ミナ神カミさんも──。

「キシャー、シュルルルルルル……」

　宮ミ籐ヤのつきそいだとは言っているが、だとしても俺とクラウのことがそんなに気になっていたなんて。やはり俺に気があるのか？　……いや、そんなはずはないか。『学校一の美人に好かれているかも』なんて思い上がりはよしておこう。

　しかし、二人ともさっき『噂は本当だったのね』って言っていたな？　噂ってなんだ？　どこから聞いた？

「麟一郎リン、どういうことよ！　答えなさいよ！」

「キシャー……？」

「い、いや……二人とも話を聞いてくれ！　これは誤解だ。ちょっとした勘違いみたいなものなんだ」

　ふとクラウの方を見れば、泣いている姫をあやすのに精一杯で、こっちの会話に混ざる余裕はなさそうだった。

　これは俺にとって不幸中の幸いと言える。クラウはどうせ余計なことを言って、話を混乱させるに決まっていた。同じく姫も泣きっぱなしで、邪魔をする余裕はあるまい。今がチャンスだ！

「誤解……？　本当なの、麟一郎リン？　ただの誤解で、本当は結婚してないの？　信じていいのね？」

「キシャー、シュルル？」

「ああ、もちろんだ。聞いてくれ」

　俺は二人に事情を説明しようとしたのだが……、




「──クラウ、また油を売って！　専業主婦なんだからサボってんじゃないよ！」




　祖ば母あちゃんが奥から、いきなり口を挟んできやがった。最悪のタイミングだ。そうだった。この家にはもう一人、余計なことをいう人間エルフがいたんだ。

「麟一郎リン、どういうこと……!?　今、『専業主婦』って言ってたわよ！」

「キシャー」

「い……いや、その……」

　俺がしどろもどろになっていると、祖母ちゃんが玄関先までやって来る。

「なんだいクラウ、こんなところにいたのかい。ご覧、窓のさんを指でなぞったら、こんなに真っ黒になったよ。まったく、掃除もまともにできないくせに玄関でくっちゃべってるなんて、なんてひどい嫁だろうね。──もしかして、あたしを咳せきで殺す気かい？　それで埃ほこりをちゃんと掃除しないんだろう？　ああ、怖おそろしい！　怖ろしい！」

「は……祖母殿、申し訳ございません……。ですが、姫殿下が──」

「言い訳するんじゃないよ。嫁が姑しゆうとめに口くち応ごたえするなんて一〇年早いんだよ」

「は……」

　ババア、嫁いびりしてるんじゃない！　お前ら、もしかして一日中そんな調子だったのか？　クラウも黙って言うこときくな。反撃してやれ。

　祖母ちゃんとクラウも気になるが、むしろ問題は宮ミ籐ヤたちだ。

「ちょっと！　今、『嫁』って言った！『嫁』と『姑』って！　麟一郎リン、どういうことなの？　ホントは誤解じゃないんじゃないの!?」

「キシャー、シュルルルル」

「だから、違う！　そうじゃない！」

　ほら、ややこしいことになってきた。

　しかも、さらにややこしいことに……、




「──そこまでよ、トメ子さん！　クラウゼラさんを放しなさい！」

「「──そうよ、そうよ！」」




　玄関の外に、突然わけの分からない連中が！　しかも七、八人で押しかけて来た！

「なんだい、アンタたちは？」

　訝いぶかしむ祖母ちゃんに、闖ちん入にゆう者しやたちはこう名乗る──。

「私たちは〝姑にいびられている若妻解放戦線〟──通称、エマニエル会のものです」

　その組織名、どうにかならなかったのか？　どんな通称だよ。

　しかも、よく見れば、会のメンバーはみんな町の若い奥さんたちだった。

　カッパのキザクラの姉のコザクラさんに、太陽神ケプリ先輩の親しん戚せきでもあるバステト神さん、うちの近所に住む新妻のＲ─山やま本もと（二九歳、既婚）さん。残りも見たことのある人がほとんどだ。

　カッパのコザクラさんが代表で話を続ける。

「我々エマニエル会はその組織名の通り、姑しゆうとめに嫁いびりをされている若妻を守るための相互扶助組織。クラウゼラさんが入会条件を満たしたと聞き、こうして迎えに来たのです。……クラウゼラさん、辛つらかったわよねえ。大変だったでしょう。でも大丈夫、貴方あなたはもう一人じゃないのよ。一緒にお姑さんと戦いましょう」

　なるほど、仲間に迎えに来たということらしい。

　だが当のクラウは、この突如として現れた『味方』に対して、ただ顔をきょとんとさせるのみだった。

「いえ……私は特に、辛くも大変でもありませんが……」

「えっ……？　どういうこと？」

「戦場に比べれば、この程度は苦労のうちに入りません。失敗しても死にませんし。この程度の働きで平和なヘイケ町に暮らせるとは、祖母殿は本当にお優しい……」

　クラウ、その発想はどうかと思うぞ。なんだかブラック企業に勤めてる人みたいになっている。余よ所そがもっと大変だからって、苦労を我が慢まんする必要なんてないんだからな？

　このクラウの態度には、コザクラさんたちも困ったらしく──。

「ちょ……ちょっとクラウゼラさん、そんなのは困ります！　貴方がそんな調子では、私たちまで『瀬せ田たさんとこのクラウゼラさんは黙って我慢してるのに、どうしてうちの嫁はできないんでしょうね』と言われるじゃないですか！　ここは町の若妻みんなのために、我々の理念に賛同してもらわないと！」

「そう言われましても、私は平気ですので……」

「いいから！　自分が平気だからって、それじゃ困るの！　ああもう、イライラさせないで！　ただでさえ、こないだから禁キュウリさせられててイライラしてるのに！」

　コザクラさん、カッパ特有の言い回しでキレていた。人んちであんまり騒ぐな。こういうところは妹とよく似ている。

　このエマニエル会とやらのせいで事態はますます混乱してきた。

　しかも、その上──、




「──お待ちなさい！　姑に逆らうなんて私たちの会は認めませんよ！」

「「──そうだ、そうだ！」」




　また新たな勢力が一〇人くらいで押しかけて来た！　今度はなんだ!?

（ははあ……さては、姑側だな？　反逆を許さない姑が連合を組んでやって来たのか）

　俺はそう思っていたのだが──どうやら少々違ったらしい。

「私たちは〝今まで姑しゆうとめにいびられてきた、若妻というほど若くはない嫁の会〟──通称、極楽町一丁目会。この通称はマニアックな漫画から付けました！」

　姑でなく、嫁の会だと……？

「エマニエル会！　貴方あなたたちなんて若いから、まだ数年しかいびられてないじゃないですか！　なのに文句を言うんじゃありません。貴方たちも、我々と同じくらい姑で苦労するべきなのです。でなきゃ、今まで苦労してきた私たちが可哀かわい想そうでしょ！」

「「そうだ、そうだ！　生意気なのよ！」」

　なんなんだ。こっちの会の理念は、エマニエル会よりさらに問題の根が深い。

「私たちが今まで姑の嫁いびりに耐えてきたのは、いずれ自分たちが姑になって息子の嫁をいびるため！　なのに若い世代が反乱を起こして嫁いびりの慣習がなくなったら、私たちが将来嫁いびりをできなくなるじゃない！　過去から連綿と続いてきた嫁いびりの連鎖、このタイミングで断ち切るわけにはいきません！」

「「そうだ、そうだ！　断ち切るなら私たちが嫁いびりし終わってからにしなさいよ！」」

　なんという醜さ！　ちょっとした地獄絵図だ。よく体育会系のシゴキが似たような連鎖でなくならないという話を聞くが、嫁よめ姑しゆうとめ問題もそうだったのか。

　これを『お前たちの世代さえ我が慢まんすれば連鎖を断ち切れるだろ』と正論を言うのは簡単だろう。しかし現実問題として、ずっと嫁いびりをされてきた者としては納得できるはずもない。二つの会派は睨にらみ合あい、一触即発の状態となっていた。

　……これって、かなりリアルで深刻な問題なんじゃないか？　田舎によくある二世帯同居の家庭でありがちな問題だ。ここに介護が絡むと問題はさらに複雑になるに違いない。

　こんな重大な社会問題、一介の高校生である俺にできることはなにもなかった。

　せめて奥に引っ込んで、邪魔にならないようにしていなければ……。

「……待ちなさいよ、麟一郎リン。どこ行く気？」

「キシャー」

「あっ、宮ミ籐ヤに水ミナ神カミさん……。いや、俺はただ邪魔にならないようにと思って……」

「いいから逃げるんじゃないわよ！　こっちの話もまだ終わってないんだからね！」

「キシャー、シュルルル」

　失敗した。ウヤムヤのうちに逃げるつもりだったのに。

　と、そこに──さらにもう一団体、追い打ちをかけるように玄関先に現れる。

「えー、自由フランス政府国民会議です。このたびはクラウゼラさんが専業主婦になられたそうで、一言お祝いを。ムフシュシェセー」

　パン屋のフランス人たちだった。ちなみに最後の『ムフシュシェセー』はフランス訛なまり。アンタら、こんなときになんの用だよ？

「専業主婦──つまり『人妻』といえば我が祖国フランス！　なにせ我が国は、エマニエル夫人という偉い大だいな専業主婦を生んだ国ですから。人妻大国ですムフシュフェフー」

　その人は専業主婦じゃねえよ！　昔のフランス映画のエロい人だよ！　たしかに夫婦共働きじゃなさそうだけど！　その映画見たことないからツッコミしづらいよ！

　さては、若妻の派閥名が『エマニエル会』なのはアンタらの影響だな？　それだけは察しがついた。ともあれ、その一方──。

「ええい！　もうコイツら、やっちまえ！　誰かキューリ持ってない!?」

「来るか、若いの！　全員まとめて畳んじまいな！」

　俺がフランス人たちに気を取られているうちに、若妻たちと若くない妻たちの睨にらみ合あいはとうとう乱闘に発展する……。





　　４






「アンタたち、いいかげんにしな！　人んちの玄関先で騒ぐんじゃないよ！」

　二分後。うちの祖ば母あちゃんに一喝されて、二つの派閥の人妻たちは蜘く蛛もの子を散らすように去っていく。フランス人たちも一緒だ。

　祖母ちゃん、やはり怒ると怖い。

　こうして、あとに残されたのは俺と祖母ちゃんとクラウとポー姫、それに宮ミ籐ヤと水ミナ神カミさんの計六人になる。こんなときではあるが、美人の水ミナ神カミさんが我が家に来てくれるというのはちょっと嬉うれしい。

「それでクラウゼラ……アンタ、本当にそういうことしてないのね？　つまり、その、なんというか──エロス行為を」

　だから宮ミ籐ヤ、そういうこと言うのよせ。清純派で有名な水ミナ神カミさんの前だぞ。

　だが、そんな宮ミ籐ヤの問いに、クラウは顔を真っ赤にしながら返事をする。

「そ……そそそそ、そんなことをするわけがなかろう！　なぜ私が、そんな破は廉れん恥ちな行為をしなければならないのだ！」

「だって、結婚したって言うから」

「う、うむ……。結婚はセンギョーシュフになるための条件だからな。だが、結婚と破廉恥な行為がどう関係あると？」

「はい……？　だって……ほら、結婚したら子供作ったりするじゃない。だから──」

「なんだと!?　破廉恥な行為をすると子供ができるというのか？　そ……そんな話、聞いたことがない！」

　ん？　クラウのやつ、なにやら妙なことを言い出したな？

「で、では……いつものように箸はしを舐なめたり洗せん濯たく物で遊んだり寝顔を覗のぞいたりしたら子供ができるということか!?　そんなバカな！　子供というのは愛し合う二人のところに神様が届けてくれるものであろう!?　この世界で言うところの、そう……コウノトリやキャベツを介して！」

　なに言ってるんだコイツ。

　コウノトリなんて言う人、初めて見た。クラウのやつ、こんな程度の性知識しか持っていなかったのか。昭和の小学生並みだ。

　よく『カマトトぶってる』なんて言うが、クラウは『ぶってる』んじゃなく本物の『カマトト』だった。ただ箸はし舐なめたり洗せん濯たく物で遊んだり寝顔を覗のぞいたりするというだけで。──けど、だったら箸舐めたり洗濯物で遊んだり寝顔を覗いたりするのもよせ！

　ちなみに宮ミ籐ヤは、なぜだか『ふう』と安あん堵どの息を漏らす。

「ふう、よかった……。麟一郎リンとエロス行為に及んでいなかったのね」

　お前、なにを安心しているんだ。その理由が分からない。

　ともあれ、こうしてクラウと宮ミ籐ヤの件は、一応の決着がついたらしい。

　そして、もう一つの件。

　ずっと泣いていたポー姫だが──、

「キシャー、シュルルル……。キシャー、シュルルるるるルルルルル？」

「うむ……。分かったのじゃ、泣きやむのじゃ……」

　水ミナ神カミさんに優しい言葉で慰められて、やっと泣くのをやめてくれた。

　水ミナ神カミさん、やはり天使だな。美人なだけでなく子供の扱いまで上手なんて。

「キシャー、シュルルルルル、キシャー」

　なるほどな。頭を撫なでながら甘いもの食べさせて、ついでにテレビ見せてやったら泣なき止やんだのか。さすがは子供。今日の姫は、まるっきり普通の子供だ。コイツ、いつもこうならいいのに。

　テレビの画面では、昨夜見ていたのと同じアニメをやっていた。ファウ皇こう女じよから借りたというＤＶＤの子供向けアニメだ。世界的に有名なネズミのマークの会社のやつ。丸を三つ組み合わせたマークのアレ。姫のやつ、まだ涙目で鼻をぐずぐずさせながらアニメに夢中になっていた。こういうところも子供らしくて少々可愛かわいい。

「ふぅ……ネズミマークのアニメは癒いやされるのじゃ。愉快じゃしアクションは燃えるし、意外にも女の子がエロくてよい。さすが、あらゆる異世界でグッズが売れまくっておるだけのことはあるのう。よく気軽に『王道』などという褒め方をする者がおるが、妾わらわはそのように安易な言葉を使う者を軽けい蔑べつするのじゃ。この会社のアニメが面白いのは、常に前進することを忘れぬチャレンジ精神ゆえである」

　……感想はあまり子供らしくなかったが。評論家か。お前、ずいぶんネズミマークの評価高いな？

「そうじゃ！　学校の壁やプールの底にこの会社のアニメキャラの絵を描きまくるというのはどうじゃろう？　それならば、ジャスコが手に入らなかった子供たちの心も、少しは癒いやされるかもしれぬ。よし、明日からでも学校の皆を誘って──」

「よせ、やめろ！」

　その会社、版権管理が異常に厳しいのを知らないのか！

「くふふっ、冗談じゃ。『ネズミマークの版権管理にまつわる有名な逸話』を踏まえた上での冗談にすぎぬ。そう……どこかの小学校が卒業制作でプールの底にキャラクターの絵を描いたら、私設軍隊の爆撃を喰くらって学校ごと消しよう滅めつしたという──」

　いいや、さすがにそこまで厳しくない（たぶん）。

　というか姫、いつの間にかもとの調子に戻っているな？

「フー、泣きやんだら少しだけ前向きな気分になれたのじゃ。妾わらわがどれほど泣いても意味はない。あの遺い跡せきがある限り、この町にジャスコは建てられぬのじゃからな」

「まあ、そうだな」

　残念なことだが諦あきらめるしかあるまい。

　今の法律では遺跡の上にジャスコは建てられない決まりなのだ。

「なので、妾は決めたのじゃ！　あの遺跡を失なきものにすると！　それならばジャスコを建てられよう？」

　コイツ、いきなり物騒なことを言い出した！





　　５






　町の中心部にある公民館。

　その大会議室には今、町中の大人たちが何十人と詰めかけていた。

「えー、ブゴーフゴー……皆さんもご存じのようにショッピングモール建設予定地から遺跡が発掘されまして……」

　議長席のダイナマイトジョニーがそう語ると、一同は皆、険しい顔をする。

「──まさか、あの広場にそんなものが埋まっていたとは……」

「──日本史の先生が言うには、かなり大きな集落の跡らしいです。考古学的に貴重なものだろうから、上に建物を造るのは無理だとか……」

「──これでジャスコの計画もおじゃんというわけですな」

「──冗談じゃない！　こちとらジャスコ建設の工事を請け負うことを当て込んで、新しい車を買ってしまったんだ！」

「──そうだ、そうだ！　私が宣伝ソングでデビューする話はどうなる！」

「──まあまあ。遺跡で町おこしができるかもしれませんし」

「──いや。古代史ブームのころならばいざ知らず、今ではそれほど観光客は来ないらしい。よその市町村でも史跡を観光資源にしようとしていたが結局赤字になったと聞く」

「──言われてみれば、俺たちも遺い跡せきなんか見に行かねえな」

「──邪や馬ま台たい国こくでも発見されたんでなきゃ、みんな見向きもしないってことか」

「──カネにならないんなら遺跡なんてただの災難でしかないだろ。なんでこんなことになっちまったんだか」

「──あんな遺跡、最初からなければ……」

　そんなとき。この芝居がかったタイミングで……、




　──ばあん




　と勢いよく、入口のドアが開いた。

「汝なんじらの悩み、妾わらわが解決してやるのじゃ！」

　現れたのは、ポーリリファ姫。彼女は裸足はだしで机の上に跳び乗ると、〝金きん鳳ぽう花げの君〟と称たたえられた金髪を揺らしながら仁王立ちでふんぞり返り──そして、言った。

「妾によい策がある。そんなに邪魔な遺跡ならば、消し去ってしまえばいいのじゃ」

「ブ……ブゴーフゴー!!　ポーリリファ姫さま、それは駄目です！　そんな乱暴な！　遺跡を壊してしまうなど！」

　そんなことをすれば警察に捕まってしまうし、結局ジャスコは建てられない。町の評判もガタ落ちになって、経済的にも大きな打撃を受けることだろう。

「それに、遺跡というのは大切な歴史の手がかり。ジャスコのために犠ぎ牲せいにしていいものではないのです。ブゴーフゴー」

「汝はオークのくせに正論を言うのう？　じゃが、案ずるな。妾もそんな乱暴なことをする気はない。文明人ならば話し合いでなんとかすべきじゃろうからな。──だから、もっとスマートかつ文明的な手段で失なきものにするのじゃ」

「スマートかつ文明的ですか？　ブゴーフゴー？」

「うむっ！」

　そして、ポーリリファ姫は高らかに策を告げる。

「タイムマシンじゃ！　タイムマシンで過去に戻り、『この場所に遺跡を作らないでくれ』と古代人に頼むのじゃ！」

　大会議室に集まった大人たちは、一様に困惑の表情を浮かべた。






第四章







ポー姫「子供のころは『Ｎび太とＳずかちゃんが結婚したら子孫のＳワシくんが生まれないだろ』と疑問じゃった。しかし科学的な知識を身に着けてからは違うのじゃ」

麟りん一いち郎ろう「そういう理論でもあるのか？」

ポー姫「うむ。正史では、Ｎび太がＧャイ子と結婚した上で、Ｓずかちゃんと浮気して子供を産ませたのじゃ。そう考えれば全すべて納得がいく。その後、Ｓずかちゃんはきっと『あの人と私が結婚してれば、みんなもっと幸せになれたのに……』と子子孫孫にまでしつこく言い続けたのじゃろうな」

麟一郎「絶対違う！」










　　１






　その日の夜、女騎士クラウゼラとポーリリファ姫の部屋。

　クラウゼラは床に就つきながら、隣の蒲団ふとんで漫画雑誌を読む主あるじに訊たずねた。

「姫殿下、伺いたいことがございます」

「なんじゃ、クラウゼラ？」

「はっ……。『破は廉れん恥ちな行為をすると子供が産まれる』というのは本当でしょうか？」

「……汝なんじ、なにを言っておる!?」

「夕方、ミヤが来た際に聞いたのです。彼女の話では、使ったコップを舐なめたり、洗せん濯たく物の下着を盗んだりするくらいなら平気とのことですが……。しかし先日、風呂場で裸を見たのは大丈夫でしょうか？　さすがに、子供を産むというのはまだ責任が重すぎると言いますか……。それと、明日の朝は三〇分くらい寝顔を見ていたいと思っているのですが、これも問題ないでしょうか？」

「汝、なんというか……その、アレじゃな。女騎士でエロいくせに、やっているエロいことが小学生並みじゃとは思っておったが。なるほど、そういうことじゃったか……。ううむ、ええと──なんというか、ゴメンなのじゃ」

「なにゆえ謝るのです？」

「『そんな子供程度の性知識しか持っていない者にエロゲーやらせたりハードなエロネタを振ったりしてゴメン』という意味の謝罪じゃ。さすがの妾わらわもこれには反省じゃ」

「は……？　やはり、なぜ謝られたのか分かりませんが……」

「よいから、もう寝るがよい。明日も早いぞ。明日は土曜日で学校は休みじゃが、妾とジャスコのためにいろいろ活躍してもらわねばならぬ。……マジでゴメン」

「は……」

　床の中でクラウゼラは目を瞑つぶる。だが彼女にはもう一つ、胸に引っかかっていることがあった。

　それは宮みや籐とうみやが帰り際、クラウゼラの耳元で囁ささやいた言葉だ。

『──麟一郎リンは、絶対に渡さない……。あんたクラウゼラなんか、本当は麟一郎リンのこと好きじゃないくせに……!!』

　周囲に聞かれぬよう、ほんの小さな声で発せられたものだったが──しかし女騎士の胸には、魔法の矢のように深く突き刺さっていた。

「………………愛していない男と、結婚などするはずなかろう……」

「む？　なにか言ったであるか？」

「いいえ、姫殿下……。なにも言っておりません……」
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「──麟りん一いち郎ろうよ、童どう貞ていを捨ててはならぬ」

　その夜、俺は夢を見る。幼い頃に山で出会った仙人の夢を。

「あっ！　貴方あなたはモテモテ仙人！」

「いかにも。我こそは『モテモテになっている主人公ポジションの少年に〝鈍感かつ優柔不断であるべし〟と伝える使命の仙人』──通称、モテモテ仙人である。ここ何十年かは新作ラブコメ作品の主人公を集めてセミナーを開くことで生計を立てておる。あの漫画の主人公もワシが育てた。あのラノベの主人公も」

「なるほど……。昨今のラブコメ作品の主人公がみんな似たようなタイプなのは、仙人のセミナーを受けていたからなのですね。そうか、そういうことだったのか」

「そういうことじゃ。それより麟一郎よ、最近クラウゼラと結婚したそうじゃのう？　だが、この小さな町で誰か一人の相手を迂う闊かつに選べば、大きな災いの原因となる……。モテモテになったからといって一時の感情に流されてはいかん！　来きたるべきときまで童貞のままでいるのじゃ！　モテモテのときこそ鈍感であれ！　〝主人公〟のようであれ！」

「はいっ、仙人！　ですが、その心配は無用です。クラウは専業主婦になりたいだけで、俺がモテモテになっているわけではありませんので」

「そうか、うむ……。その精神を大切にせよ」

　平へい家け町ちようの少年たちは幼いころにこの仙人に会い、『もしモテモテになっても鈍感キャラでいるべし』という教えを受ける。中には教えが深層心理にまで染み込んで、本当にモテることに鈍感になってしまう者もいるらしい。さすがに、そんなやつ滅めつ多たにいないと思うが。少なくとも俺は違う。

　こうして俺は夢の中でモテモテ仙人のありがたい言葉を賜り、そして……。




　──とんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとんとん




　昨日と同じく、包丁の音で目を覚ました。

「うっ、またネギ臭い！」

「起きたかリンイチロー……。昨日と同じく、包丁の音で起こしてやったぞ」

　瞼まぶたを開けると、クラウが枕まくら元もとでネギを刻んでいた。

「こうやって起こすために、昨日のうちに傷んだネギをスーパーでもらってきた。わざわざ起床のためだけに新品のネギを無駄にするのはもったいないからな。私はセンギョーシュフなので家計のことも気づかうのだ」

「お前クラウ、どんどんバカになってるだろ？」

　なんで、そうまでしてネギを切る？

　だが、クラウはやはり昨日と同じく疑似裸エプロン姿で、ぽっと頰ほおを赤く染めていた。

　この恥はじらい顔、相変わらずグッとくる。

「リ……リンイチローよ、なぜ人の顔を見る!?」

「いや、なんとなく……。顔を見るくらい、構わないだろ？」

「う、うむ、確かに困る理由はないが……。分かった……少しだけなら、構わない……」

「おう……」

　俺はクラウの真っ赤な顔をただじいっと見つめ続け、クラウも俺の視線をただ黙って受け続けたが──、

「これっ！　クラウゼラにリンイチローよ、そろそろ集合時間じゃぞ！」

　ポー姫のきんきん声で、二人揃そろって我に返った。

「二人とも、さっさと仕度をするのじゃ。我らの力でジャスコを建ててやらねばならぬのじゃからな」

　はいはい、分かったよ。こんなときだけ早起きしやがって。





　　３






「皆さん、お迎えに上がりました。……ブゴーフゴー」

　今日は土曜日。

　いつもなら祖ば母あちゃんは『勉強をしろ』『家事をしろ』と口うるさい。なんでも昔は土曜日にも学校や会社が休みでなかったらしく、それで祖母ちゃんくらいの歳としの人は、土曜に若者が遊んでいるのが我が慢まんならないのだとか。

　だが、今日に限っては違う。

「それじゃお前たち、がんばりな。気をつけて行くんだよ」

　やはりジョニーのジャスコのためだからだろう。『がんばりな』とか言いやがった。

「くふふっ。リンイチローよ、祖母殿がジョニー関係のことだと甘いからといって、微妙な表情をするでない」

　ポー姫のやつ、嫌な察しのよさを見せる。そこまで察してるんなら『俺が微妙な顔しても仕方ない』って分かれよ。

「祖母殿よ、心配いらぬのじゃ。妾わらわたちに任せるがよい。見事、あの広場にジャスコを建ててやるのじゃ」

「それではお乗りください。……ブゴーフゴー」

　迎えに来たジョニーの車に乗って、俺たちはジャスコ建設予定地の広場へと向かう。







　同時刻。

「ちょっと、ファウ！　なんでジャスコのためにタイムマシンなんか貸してやるのよ!?」

「……ポーちゃんに頼まれたから」

　ミヤヤマート社長である宮みや籐とう氏の家は、銀河広域軍事帝国ハーストゥール正統政府の居い候そうろう先でもある。庭には今も円盤型の宇宙船が不時着したままになっており、内部の圧縮空間は多脚型歩兵種マーシアンの居住スペースとして、そして宮籐家の物置としてフルに活用されていた。

　そんな船内から歩兵種たちは、『キュピーキュピー』と大きな機械を運び出す。

「「キュピー、キュピー」」

　これは、タイムマシン。

　銀河帝国ハーストウールの超科学による産物だ。

「……こないだポーちゃんに『タイムマシンを持ってる』と自慢したら、昨夜電話で貸してくれと頼まれた。……それに、パパさんからも頼まれた」

「うちのお父さんに？」

「……実はミヤヤマートは経営がかなり厳しい。ミヤちゃんを大学に行かせるためには、タイムマシン作戦を成功させてジャスコを建ててもらうしかない。……パパさんがそう言っていた」

「そんな……。お父さん、わたしのために……」

「……でも、たぶんウソ。ウソ発見器がずっと鳴ってた。……本当はビジュアル系バンドになりたいだけ」

「お父さん！　ちょっと、お父さん！　お説教があるから、こっち来て！」







　ダイナマイトジョニーの車に乗って、ほんの五分足らず。俺とクラウとポー姫、それにジョニーは広場へと到着する。

　広場には既に、大勢の町の人たちが待ち構えていた。

「──見ろよ、ジョニー社長だ。瀬せ田たさんちのポーリリファちゃんもいる」

「──ポーリリファ姫……あの子が本当にこの町にジャスコを？」

「──ああ。今はあのお姫様に頼るしかあるまい」

　町の人たちは、期待の視線を俺たちへと向けていた。

「みんな、こっちを見ているな？」

「当然じゃリンイチローよ。妾わらわたちはこの町にジャスコをもたらす救世主じゃからな。こうして熱い視線を浴びるというのは、なかなかによい気分じゃ」

　みんな、前は戦争するくらいジャスコに反対してたのにな。

　あのときはただ我が慢まんしていただけってことか。誠意ある対応さえしてくれるなら、本当はジャスコに来てほしかったらしい。──どこもそうとは言わないが、実は似たような考えの町も多かろう。

　俺たちは車を降り、熱い視線の中を空き地の中央まで歩いていく。

「うむっ、テンション上がってきたのじゃ！　──衆しゆう愚ぐども、我が名を称たたえよ！　我こそはイース神聖連合王国王位継承権第二位、ポーリリファ・ルーカ・アデルベーン・ジャッセン八歳！　汝なんじらにジャスコを授ける者なり！」

　姫、いきなりなにを言い出す。どうして急に威張り出すんだ？　そもそも『ジャスコを授ける者』はダイナマイトジョニーであってお前じゃない。

　だが、空き地の群集は姫の勢いに釣られたのか、

「「──ポー姫さま万ばん歳ざい！　ポー姫さま万歳！」」

　と、姫を称える歓声を上げる。

「うむうむ。思えば、果てなき戦いじゃった……。まさか、これほど長い時間がかかるとはのう。しかし、これが我ら最後の戦いくさとなろう！　この決戦で我らは勝利し、そして全すべてを手にするのじゃ。この──ヘイケ町にジャスコを建てるための戦いに！」

「「──ポー姫さま万歳！　ポー姫さま万歳！」」

　この姫、こういうのホントに上う手まいな？　扇動家というか、そのうち独裁者にでもなりそうというか。さすがは専制国家の王位後継者候補だ。

「それでは、ただ今より作戦を説明するのじゃ。まずは、ファウっちからタイムマシンを借りて遺い跡せきが造られた時代にまで戻る。そして、集落を造ろうとしている古代人どもを説得し、よその土地に行ってもらうのじゃ。──ちなみに移転先は、平へい家け町ちようと最近仲の悪い源氏町のあたりにしてもらおうと思っておる」

「「──オオオオ！　ポー姫さま万ばん歳ざい！　ポー姫さま万歳！　ポー姫さま万歳！」」

　歓声は一層大きなものになった。

　こういうところも姫は上う手まい。平家町と源氏町とはもともと複雑ないきさつがあったが、先日の騒ぎ以来、関係はうんと悪化している。源氏町に自分たちの苦労を押し付けることができると知り、平家町の住民たちは喝かつ采さいしていた。

「どうじゃ、リンイチローよ？　群集の中には『ジャスコは欲しいけど、そこまで大騒ぎするのもなあ』と思っておる者も少なくない。しかし、こうやって敵の存在を意識させてやることで皆の心を一つにしてやったのじゃ。田舎町の人間に潜むドロドロした部分を利用したというわけじゃな」

　そういう厭いやらしいやり口もこの姫らしい。

「それでは、そろそろ仕度にかかるのじゃ。ファウっち！　ファウっちはどこじゃ！」

「……ここにいる。今来た」

「「キュピー、キュピー」」

　いつの間にか、銀河帝国ハーストウールのファウ皇こう女じよがすぐそこにタコ型歩兵を引き連れて立っていた。

「……タイムマシンも持ってきた。……壊さないように気をつける」

　そう言ってファウ皇女が指さしたのは、大きな機械──軽トラほどのサイズの、軽トラに似た形状をした機械だった。軽トラ的な乗り物であるらしく、軽トラのようなタイヤが四つついている。

　……というか、これって軽トラなんじゃないか？　田舎のベンツこと白い軽トラだ。荷台の上では、なぜか宮ミ籐ヤが自分の父親をぽこぽこと殴っていた。

「このダメ父！　ダメ父！　ダメ父！」

「おおうっ!?　みや、スマン！　悪いお父さんを叱しかっておくれ！」

　なんだ、この親子？

　そんな二人を全く気にせず、ファウ皇女は話を進める。

「……このタイム軽トラで過去に時空移動する。……白いタイム軽トラは『田舎時空のベンツ』とも呼ばれており、とても便利がられている」

　やっぱり軽トラなんじゃないか！

「……搭とう乗じようできるのは、運転席に一人、助手席に一人、荷台にもう二、三人。……運転にはＭＴマニユアルの普通免許が必要なので、それを踏まえた上で運転手を選ぶように」

　……やっぱり、本当にただの軽トラなんじゃないか？

　皇女の説明を聞き、ポー姫は『うむっ』と大きく頷うなずくと、

「それでは妾わらわとクラウゼラとリンイチロー、それからジョニーの四人でよいじゃろう。ジョニー、運転はできるな？」












「はい、ブゴーフゴー。免許はＭＴでございます」

　とメンバーを勝手に決めた。

「姫、ちょっと待て。なんで俺が入ってる？」

「決まっておるじゃろう、リンイチローよ。汝なんじはリアクション係じゃ。意外なことが起こったときのリアクションは、汝のが一番面白い」

「そんな理由でタイムマシンになんか乗りたくないね！」

「いいから来るのじゃ。駄だ々だをこねるでない。──それではヘイケ町の衆しゆ生じようどもよ、我らはこれより過去へと行く！　バック・トゥ・ザ・〇ューチャーでマイケル・Ｊ・〇ォックスが父親の人生を都合よく修正したように、妾わらわたちも遺い跡せきができる歴史を改変してくるのじゃ！　汝らはここで結果が出るのを待ってるがよい！」

「「──ポー姫さま万ばん歳ざい！　ポー姫さま万歳！」」

　お前、地球の映画詳しいな？

　姫は荷台で喧けん嘩かしている宮ミ籐ヤ父子を『よっこいしょなのじゃ』と放ほうり出すと、代わりに俺とクラウを乗せ、自分は助手席に乗り込んだ。

「ジョニーよ、運転席へ。古代のニホンに出発するのじゃ」

「は……はい、ブゴーフゴー!!」

　こうして俺たちは軽トラ型のタイムマシンで、約一八〇〇年前の過去へと向かう──。
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「どうじゃジョニーよ、問題はないか？」

「はい、姫さま。意外と簡単に運転できます。……ブゴーフゴー」

　運転方法については、今さらツッコミを入れるのはやめた。

　タイムマシンで時間を移動するというのは、なんとも不思議な感覚だった。

　まず、景色。目の前に広がる光景が、ぐにゃりと歪ゆがんで流れていく。タイムマシンの進む『後方』にだ。この車マシンは一八〇〇年前の時代へと向かっているのだから、前方は過去であり、後方は現在や未来であるのだろう。風のかわりに時の流れが頰ほおに当たる。

　その時間流のためなのか、ずっと『ふよん、ふよん』という音が鳴っていた。子供向けアニメのタイムマシンでよくある演出そのままだ。

　俺とクラウは吹きさらしの荷台に乗せられて時空移動をしていたが、意外にもそれほど怖く感じない。あまりに異常な体験のため、脳が怖がるのを忘れたらしい。

　移動するタイムマシンの荷台から、俺は助手席のポー姫に質問をする。

「なあ姫、せっかくタイムマシンがあるのに、こんなことに使っていいのか？　もっと有意義な使い方があるんじゃないか？」

「なにを言っておる？　町にジャスコを建てる以上に有意義な使い方などあるまい」

「いいや、そんなことないだろ。いろいろあるぞ。たとえば……滅んでしまった祖国を救うとか。ジョニーのいる前で言う話じゃないかもしれないが」

　このマシンさえあれば、過去に戻ってオークとの戦争を逆転させるのも可能なはずだ。

　ずっと言葉少ななまま運転をしていたダイナマイトジョニーだが、俺の話にぴくりと反応したようにも見えた。バックミラーに、少しだけ動揺した顔が映る。

「うむ、それは妾わらわも考えなかったわけではない。しかし、タイムマシンというのはそんなに簡単なものではないらしいのじゃ。──そうじゃろう、ファウっちよ？」

　姫がカーラジオ風の装置──時空間無線機とか言うらしい──に話しかけると、『現在』のファウ皇こう女じよから返事が来た。

『──……そう。普通は歴史を変えようとしても歴史自体が持つ修正力が働き、なんとなくもとの歴史と同じようになってしまう。……たとえばトーキョーからオオサカに行く場合、新幹線を使っても飛行機を使っても結局目的地には到着する。……それと一緒』

「その喩たとえはあんまりピンと来ないんだが……。ん？　じゃあ、俺たちが過去に行っても意味がないってことか？」

『──……そうではない。……今回の場合は、本物の遺い跡せきかどうかの確認作業がまだ始まっていない。だから〝どう見ても遺い跡せきなのに実は勘違い〟という可能性がごくわずかながらも残っている。確定されていないから変更が可能。……地球チーキユ式の言い回しで言うところの、いわゆるシュレディンガーの猫というやつ』

　ずいぶん難しいことを言うんだな？　ますます分からなくなってきた。

『……それに一八〇〇年近くも昔であるし、今まで発見されてなかったことからも分かるように、その後の歴史にたいした影響を与えていない。だから変更することができる。……〝歴史修正安全度チェック装置〟でそう結論が出た』

　やはり難しくて理解できないままなのだが、地球より文明の進んだ銀河帝国ハーストウール人が言うのなら、きっと問題ないのだろう。俺はそう思うことにした。

　つまりは、そのチェック装置でＯＫが出たから変えていいってことなんだな？

「ま、つまりはそういうことじゃ。分かったか、リンイチローよ」

　姫も本当はよく分かってないな？

「だからジョニーも安心して運転するがよいのじゃ。このまま過去の神聖連合王国イースに向かえなどとは言わぬ。汝なんじを同胞オークの裏切り者にしたりはせぬぞ」

「い、いえ、ワタクシは……ブゴーフゴー」

　その一方、クラウは俺の隣でずっと黙ったまま座っていたが、今のポー姫の話を聞き、どこか落胆したような顔をしていた。

「…………」

「どうした、クラウ？」

「いいや、別に……。今の私はただのセンギョーシュフ。タイムマシンで神聖連合王国イースが復興できぬと知っても、無念などとは思わん……」

「そうか」

　つくづく噓うそを吐つくのが下手な女だ。

「これも天が私に『騎士ローズバドではなくセンギョーシュフとして生きよ』と言っているのかもしれん……。まだまだ私は覚悟が足りなかったようだ。今のままでは、ただ恰かつ好こうだけのセンギョーシュフに過ぎん」

「そうだクラウ、それで言いたいことがあったんだが──」

　その『恰好だけ』のことなんだが──。

「なんでお前、裸エプロン（疑似）のままなんだよ！」

　どうして、例の『フリルだらけのエプロンの下に女子陸上選手みたいな服』って恰好でタイムマシンに乗っている!?

「それは無論、シンコンのセンギョーシュフだからだ。この格好はシンコンの象徴であり制服のようなものだと教わった。だ……だからリンイチローよ、ジロジロと見るな！　何度も言っているだろう！」

　そういやコイツ、昨日帰ったときもその姿だったし、さては『新婚はいつも裸エプロンで生活してる』と思っているな？　まさかとは思うが、昨日はそんな恰かつ好こうで買い物行ったりしていたのか!?

「クラウゼラよ、そのフリフリエプロンを汚すでないぞ。いずれ祖母殿に返さねばならぬ。祖母殿がジョニーとシンコンになった際に使うのじゃからな。のう、ジョニーよ？」

「いえ……姫さま、それは、その……」

　姫、余計なことを言うな。想像してしまうだろ。ジョニーも頰ほおを赤くしてるんじゃない。緑の肌で顔が赤くなって、ひどい色になっているぞ。

　──そんな話をしつつ、出発から約一八〇〇秒（三〇分）。

　俺たちは目的地へと到着した。

『現在』から約一八〇〇年前の過去、西暦二〇〇年代の弥生時代に。
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　──ぽこんっ




　この音は、タイムマシンの到着音。マシンが目的の時代に着いて停止する際、まとわりついた時間流がこの間抜けな音を鳴らすのだそうだ。

「うむ。どうやら、ちゃんと着いたようじゃな」

　そうらしい。タイム軽トラの荷台から周囲を見渡せば、そこには出発前と異なる景色が広がっていた。

　俺たちがいるのは一八〇〇年後に広場となる予定の場所だが、今はただの荒れ地にすぎない。土がむき出しになっている箇所もあれば、草木がぼうぼうに茂っている箇所もある。

　広場の外の景色はもっと違った。アスファルトの道路は消きえ失うせ、見慣れた建物や家もない。平地にあるのは、ただ草木か石ばかり。

　町を囲む山々は、大まかな形こそは同じだが生えている木は『現在』と異なる。人間の手で植えられた材木用の針葉樹は見当たらず、曲がった広葉樹が生い茂っていた。

　青い空の下は、ただ一面、緑と茶色だけの世界。

　緑は草木の色。茶色は土や泥、あるいは枯れた草木の色。人間による手入れがなされていないためか、木々は枯れているものが目立つ。

「なにやら薄気味悪い景色じゃのう？」

　ああ、そうだな姫。それは俺も思った。

　自然豊かではあるのだろうが、どこか荒れてくすんだ野ざらしのままの大自然だ。ただ自然でさえあれば美しいというものでもないらしい。

　それに、完全にただ自然ばかりというわけでもなかった。『現在』で町の中央を流れる平へい家け川がわはこの時代でも流れていたが、その川沿いに藁わらで作った小屋が何軒か見える。

　あの小屋、教科書でおなじみの竪たて穴あな式しき住居だ。藁を使っているということは稲作をする農地もあるということだろう。

　だが、見たところ、小屋はたったの一〇軒かそこら。しかも、今俺たちのいる広場（に将来なる場所）から何キロも離れている。

　あんな小さな集落が、本当に遺い跡せきを遺のこすというのだろうか？　しかも、これほど離れたこの広場に？

　そんなことを考えながら、俺が景色を眺めていると……、




「──貴き様さンら、何者タイ！　こげなとこでなにしよっと！」




　突然、遠くから怒声が聞こえた！

　その敵意剝むき出だしの声は、どうやら山の中──目を向けていた川辺の集落とは正反対の方向から発せられていたようだ。

「──そこを動くんじゃなかと！　全員、とっ捕まえてやるタイ！」

　次の瞬間、山から出てきたのは二〇名近くの男たち。

　しかも皆、鎧よろい兜かぶとに身を包み、槍やり状の武器を手にしている。この時代だから鉄ではなく青銅製であるのだろう。そんな武装した一団が、俺たちの方へと迫ってきた。

　しかし古代人、こんな言葉使っていたんだな。訛なまりはあるが、あまり現代語と変わらない。古文で習う平安時代の言葉なんかよりよほど分かりやすかった。

「──さては貴き様さンら、おいどんらがこの地に都を作るのを邪魔してる連中の仲間とね!?　だとすれば許さんとよ！　この地には──我ら邪や馬ま台たい国こくが都を造る予定タイ！」

　……なんだって!?　邪馬台国だと！

「ほほう、ヤマタイ国とな？　なるほど、だから語尾に『タイ』と言っておったのじゃな。ヤマタイだけに。なんとも分かりやすいキャラづけじゃ」

　そんな理由でこんな言葉遣いなのかよ!?　適当か！　ダジャレか！

　しかし、学会では邪馬台国の場所について長らく畿内説と九州説で争っているわけだが、この方言から判断するに、正解はどうやら九州説だったらしい。

　……いや、そうじゃないな。平へい家け町ちように都を作ろうとしているのだから、畿内説も九州説も両方ハズレで、東濃地方（岐ぎ阜ふ県東部）が正解なのか？　それとも今まさに九州から遷都しようとしている最中なのか？

「細かいことはよく分からぬが、先ほどの話からして、こやつらがこの地に遺跡を造ろうとしている連中に違いあるまい。──クラウゼラ、汝なんじの出番じゃ！　我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウゼラよ、汝なんじの力でこやつらを叩たたきのめすがよい！」

　ポー姫は、俺の隣に座る裸エプロン姿（疑似）の女騎士の名を呼んだ。

　一人で自衛隊や宇宙人の軍隊とも渡り合える、最強の騎士ローズバドの名を。

　たったの二〇人で、鉄の武器すら持たない相手など、クラウにとっては赤子の手を捻ひねるも同然だろう。──俺はさすがに口を挟んだ。

「おい姫、いきなりクラウをけしかけるのは乱暴すぎじゃないか？　俺たちは戦いに来たんじゃないんだぞ。文明人らしく、ちゃんと話し合いをしてだな──」

「いいや、構わぬ。歴史改変安全度チェック装置のＯＫが出ているのじゃ。どれだけコテンパンな目に遭わせても歴史的には困るまい」

「──って、おいっ！」

　やはり、やり方が乱暴すぎる。歴史的に問題なければ、なにやってもいいってわけじゃないんだぞ？

「リンイチローよ、静かにしておれ。全すべては妾わらわとジャスコのためじゃ。仕方あるまい。──行け、我が騎士ローズバドよ！　妾とジャスコのために戦うのじゃ！」

　そんな姫の命令に対して、クラウの返事はこう──。

「あ……いえ、無理です、姫殿下」

「……なぬっ？　どういうことじゃ？」

「私はもう騎士ローズバドでなくセンギョーシュフですので。戦いくさなんてしないのです」

「な……なんじゃとおおおっ!?　じゃ……じゃが、そう言わずに、ちょちょいのちょいと戦剣ローゼウムを抜いてあやつらをやっつけてはくれぬものかのう？」

「いいえ、無理です。なぜなら戦剣ローゼウムは家に置いてきてしまいましたので」

「なんじゃとおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　姫の『なんじゃとお』の声が、周囲の山々にまで木霊こだまする。

　気がつけば俺たちは、ぐるりと邪や馬ま台たい国こくの兵士に包囲されていた。
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　鎧よろい姿の兵士たちは、俺たちを包囲したまま、

「貴き様さンら、大人しくしとるタイ！」

　と、その青銅製の矛を向ける。

「汝ら、妾たちをどうする気なのじゃ？」

「もうじき、ここにおいどんたちの本隊が来るけん、そこの偉い人に貴き様さンらを引き渡す。貴き様さンらはあまりに怪しすぎるばってん、おいどんらでは処遇をどうすればいいのか分からんのタイ」

　邪や馬ま台たい国こくの偉い人だと？　その人の判断次第で、俺たちは処刑されてしまうのか？

「リンイチローよ、なにをオロオロしておるのじゃ？」

「いや、オロオロするだろ普通。兵隊に捕まって武器を向けられている最中なんだぞ」

　しかも、肝心のクラウは意地でも戦おうとしない。こんなの落ち着いていられるはずがなかった。

「本当は、クラウゼラが戦ってくれれば一瞬で解決できる問題であるのじゃがな。素手でも充分強いのじゃし。──とはいえ、我が騎士ローズバドは頑固じゃからのう。こうなれば意地でも戦わぬに違いない。毎度のことじゃ。汝なんじも分かっていよう？」

　ああ、そうだな。ブルマーのときもホタルのときも説得するのに苦労した。

「しかし、心配いらぬのじゃ！　我らの戦力はクラウゼラのみではない。忘れたか？　このダイナマイトジョニーは族長級オーク。クラウゼラほどではないにせよ、一般的な騎士ローズバドを上回る強さの持ち主じゃ」

　そうだった。俺たちにはまだジョニーがいたんだ。

「だから、その気になればいつでも兵士どもを倒して逃げることは可能なのじゃ。──ジョニーよ、我らを助けてくれるな？」

「はい、ブゴーフゴー……。トメ子さんにも『うちの子三人が怪け我がしないよう守っておくれ』と言われていますので」

　へえ、祖ば母あちゃんがそんなことを……。

「うむ、ならばよしじゃ。頼りにしておるぞ。──それではヤマタイコクの偉い人とやらに会うとしようかの」

　それから、ほんの一〇分ほど後。

　山の中から、その『本隊』とやらは現れる。木々に隠れた道を通ってきたのだろう。それは、ざっと一〇〇〇名を越える完全武装した兵士の群れ。

　そして、その中央には輿こしに担がれた女がいた。勾まが玉たまや黄金のアクセサリできらびやかに飾られた彼女こそ、兵士の言っていた『偉い人』に違いない。

「あれが、おいどんたちの女王っタイ」

　邪馬台国の女王!?

　その女の名に、俺は心当たりがあった。日本人なら誰もが知っている名前であろう。おそらく彼女は、あの有名な──。

「なんじゃリンイチローよ、その表情は？　もしや、あの女を知っておるのか？」

「ああ……。よく知っている。もしかするとお前も知っているかもしれない」

　輿に乗った女は、兵たちに囲まれたまま、ゆっくりとこちらに近づくと──俺たちのすぐ目の前にまで来てから、こう名乗った。

「我こそは卑ひ弥み呼こ……。邪や馬ま台たい国こくの女王なり」

　やはり卑弥呼！

　太陽を象かたどった黄金の冠。きらめく勾まが玉たまの首飾り。──さらには、その美び貌ぼう。

　白い肌。紅べにを引いた形のよい唇。艶つややかな長い髪。

　それは、まさしくイメージ通りの卑弥呼の姿だった。

　──とはいえ、一般的なイメージとは異なる部分もある。たとえば年齢。見たところ一〇歳前後の幼女のよう。背丈も低い。

　そして、なにより彼女の顔は……。

「なるほど、リンイチローの言う通りじゃな。この女王、妾わらわもよく知っておる。──なんじゃ、女王とやら。汝なんじ、リンイチローの祖母殿ではないか」

　そうっ！　うちの祖ば母あちゃんだった！

　この卑弥呼、うちの祖母ちゃんと同じ顔をしていた。よく見れば耳も長くて尖とがったエルフ耳。そこも祖母ちゃんと同じだ。

「ふむ、どういうことじゃ？　なにゆえ祖母殿がヤマタイコクに？　もしかすると、祖母殿の先祖であるのか？」

　ということは俺の先祖？　だとしても祖母ちゃんに似すぎなような──。

「い……いえ、そうではありません。……ブゴーフゴー」

　なにっ？　どういうことだジョニー？

「このワタクシが愛する女ひ性とを間違えるものでしょうか！　あの人は、紛まぎれもなくトメ子さん本人です！　ブゴーフゴー!!」

　邪馬台国の卑弥呼が、うちの祖母ちゃん本人だと……？
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　一方、そのころの現在。

『そのころの現在』というのは日本語としてはおかしいが、時間の壁を越えるタイムマシンは日本語の限界など軽々超えてしまうものだった。

　ともあれ、『現在』の平へい家け町ちよう。ポーリリファ姫たちが去ったあとの広場で、町の住民たちは歴史が修正されるのを今か今かと待っていたが──、

「ちょ……ちょっと、ファウ！　麟一郎リンたち、どうしちゃったのよ？」

「キシャー、シュルルル……？」

　時空間無線機の連絡が急に途絶えてしまったことで、宮みや籐とうみやと水ミナ神カミハイドォラは焦りの色を浮かべていた。銀河帝国ハーストウールのファウ皇こう女じよは、首を傾かしげながら二人に答える。

「……分からない。……たぶん、向こうの時代でなにかあった。それで連絡するヒマがないのだと思う」

「そんな！」

「キシャー!?」

「……さっき無線機から、かすかに『ヤマタイコク』と聞こえた気もする。……これはなにを意味するのか──」

「えっ……？　邪や馬ま台たい国こく？　じゃあ、この遺い跡せきって邪馬台国の遺跡なわけ？」

　このやりとりを聞き、周囲の町民たちは色めき立った。

「──邪馬台国!?　本当に？」

「──お……おい、前に誰かが言ってたな？『邪馬台国ならともかく、普通の遺跡じゃ儲もうからない』って。つまり『邪馬台国なら儲かる』ってことなんだろ？」

「──そりゃ、さすがに儲かるだろ。だって超有名な邪馬台国だぞ？　そこまで有名なものなら日本中から客が来る」

「──それってジャスコなんかより、よっぽどトクなんじゃないか？」

「──少なくとも、源氏町なんかにくれてやっていいものじゃないぞ！」

　こうして平へい家け町ちようは、今回の一件について大きな方針変更をすることになる。

　さらに、ちょうどこのタイミングで──。




「──おや、皆さん。おそろいでどうしたのです？」




　一同の前に、一人の男が現れた。

「景かげ清きよさん……」

「やあ、ご無ぶ沙さ汰たしています」

　彼の名は、平たいらの景清（生年不詳～一一九六年）。平家の落ち武者であり、瀬せ田た家の隣に居い候そうろうする浪人生。そして、この町を築いた創設者の一人だ。

　宮みや籐とうみやは、彼のことがあまり好きではない。幼いころからの知己ではあったものの、彼がよく浮かべる薄笑いの表情を見ると、なぜか背筋がぞっとする。

「実は僕、ここしばらく東京の方に行っていましてね。詳しいことは言えませんが、僕以外の平家の生き残りたちといろいろやっていたのですよ。いやはや忙しくて大変でした。はい、お土産の東京ばななとキティちゃん人形焼き。それで──」

　彼は、みやの嫌いな薄笑いを浮かべながら訊たずねた。

「これは、いったいなんの騒ぎなのです？」






第五章







ジョニー「ブゴーフゴー……あれは間違いなくトメ子さんです。ほら、腕に大きな痣あざがあるでしょう？　あれは昔、天ぷらの鍋をひっくり返してしまったときに、子供をかばってできた火傷やけどの痕なのです……。あれがあるということはトメ子さん本人です！」

ポー姫「そのエピソード、さてはなにかのパクリじゃな？」
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　余談ながら、本来『邪や馬ま台たい国こく』というのは都の名前であり、国全体を指す場合は『倭わ国こく』と呼ぶのが正しい。したがって『邪馬台国の都』という言い回しはあり得ないはずなのだが──しかし、当の邪馬台国人たちがそう言っているのだから仕方がない。研究者たちが間違っていたということだろう。

　ともあれ、その邪馬台国の女王こそが、この卑ひ弥み呼こ。

　日本史上、最も有名な女王だった。

　しかし、その卑弥呼がまさかうちの祖ば母あちゃん──瀬せ田たトメ子（七二歳）だったとは！

「どうして、卑弥呼が祖母ちゃんなんだ？　七二歳のはずなのに……」

　俺の呟つぶやきに、ポー姫が答える。

「決まっておる。年齢、サバを読んでおったのじゃ。さすがはエルフ。歳としの取り方が人間と違うから簡単にサバを読める。女心というやつじゃな」

「いや、さすがに一七二八年（一八〇〇マイナス七二年）はサバ読みすぎだろ！」

「そこはそれ、エルフじゃから」

　そういうものなのか？

「とにかく交渉は妾わらわに任せておくのじゃ。女王と姫、高貴な者同士で仲良くできよう。──聞くがよい！　我こそはイース女王たるアーナトリアが子にしてイース神聖連合王国王位継承権第二位、ポーリリファ・ルーカ・アデルベーン・ジャッセン八歳！　高名な女王ヒミコと話がしたくてここに来たのじゃ！」

　兵士たちに囲まれていながらも、ポー姫のこの堂々たる態度。普段はアレだが、こういうときは頼りになった。

　卑弥呼祖母ちゃんは、輿こしに乗ったまま返事をする。

「ほう、イースなる国の姫と？　奇妙な恰かつ好こうの者どもと思っていたが、異国の王族とその一行であったのか」

　今気がついたが、卑ひ弥み呼こは方言じゃないんだな。

「しかも……フフッ、『高名な女王ヒミコと話がしたくて』とは。この卑弥呼の名は異国にまで知られていたのだな？」

「うむ。汝なんじの名はアニメや漫画、ゲームなどで超有名なのじゃ。『火〇鳥黎れい明めい編』『雷〇』『雲界の迷宮ＺＥ〇ＵＹ』『タイム〇ラベラー愛』……。多くの作品で汝は美女として称たたえられておった」

「ほほう？　よく分からぬが、悪い気はせん」

　俺もよくは知らないが、今言った作品、卑弥呼があんまりいい役じゃないのが混じってないか？

「特に、漫画『タイム〇ラベラー愛』でタイムスリップしてきたイイ〇マ・アイからＴバックのパンティを貰もらうシーンは、たいへんよいシーンだったのじゃ。昔読んだきりなのでうろ覚えじゃが」

「フフフ……。やはり意味は分からぬが、褒め言葉であると受け取ろう」

　卑弥呼祖母ちゃん、意味分からないまま喜ぶな。ポー姫も相手が古代人だからって、うろ覚えで適当なこと言うんじゃない。そんな妙な漫画あるわけないだろ。

　しかし姫の言っていた通り、女王と姫、高貴な者同士で仲良くなれたらしい。すっかり卑弥呼は上機嫌だ。

「それでポーリリファ姫とやら、この卑弥呼となんの話がしたいというのだ？」

「うむ、それなのじゃが──」

　そして、姫は用件を切り出す。

「汝ら、この地に都を造るのをやめてほしいのじゃ」

「……なんと？」

　姫、言い方が直球だ。

「話せば長くなるのじゃが、この地に都を造ると困る者たちが大勢いるのじゃ。その者たちのために、チョイとべつの場所に行ってくれぬかのう？　たとえば、最近妾わらわたちと仲の悪いゲンジ町ができるあたりに」

「…………」

　改めて聞いてみると、ずいぶん勝手なことを言っているな？　だが、ポー姫は悪びれることなく話を続けた。

「見るのじゃ、この美しい大自然の景色を。溢あふれる緑に微笑ほほえむ花、川の水面みなもはきらきらと輝く……。汝、この景色を守りたいとは思わぬか？　美しい大自然を子孫に残してやりたくはないのか？」

　お前、さっきは『薄気味悪い景色』とか言ってたくせに。

　それに、その『美しい大自然の景色』とやらは子孫に残らないけどな。潰つぶしてジャスコにするんだから。姫のやつ、適当なことを言いまくりだ。

　だが、このポー姫の話を聞いた卑ひ弥み呼こは──、

「ふむ……なるほど、そういうことか……。貴様ら、この卑弥呼の敵であったか！」

　と、鋭い眼光でこちらを睨にらむ。

「ななな、なんじゃ突然？」

「とぼけても無駄だ、異国の姫よ！　貴様ら、この地の者どもに頼まれたな？　都の建設に反対する〝川に棲すむ者たち〟に味方しようとは……。だが、我が軍勢の前には多勢に無勢！　どれほど抵抗しようと蹴け散ちらしてくれるわ！」

「だから、なんのことなのじゃ？　〝川に棲む者たち〟じゃと？」

　たぶんだが、さっき見かけた川沿いの集落のことだろう。事情が少し分かってきた。

　あの川沿いの集落が地元住民で、邪や馬ま台たい国こくは侵略者だ。卑弥呼たちはこの土地から先住民を追い出して、都を築こうとしていたんだ。

　まさか若いころの祖ば母あちゃんが、そんな悪いことをしていたなんて──。

「待つのじゃ、ヒミコよ！　妾わらわたちはそのようなつもりでは……」

「黙るがいい、ポーリリファ姫とやら。問答無用だ。誰にも我らの邪魔はさせぬ。この地に必ず、我ら邪馬台国の都を築く。そして、今ちょうど我らの立っているこのあたりには──いわゆる邪巣胡ジヤスコを建てるのだ！」

　……えっ？　今、なんて言った？

「むむ、なんじゃと？　汝ヒミコ、今『いわゆるジャスコ』と言ったであるか!?」

「うむ。貴様らのような珍奇な服を着た田舎者どもにも分かりやすく説明してやるが、いわゆるジャスコというのは、つまりは郊外型ショッピングモールのことである。買い物、食事、娯楽の全すべてが一軒だけで賄える大型複合商業施設だ。遠く大陸は魏の国の王、曹そう操そう孟もう徳とく様が発明したもので、漢字では『蜀品具しよつぴんぐ孟留もーる』と書く」

「なんと！　ショッピングモールはアニメや漫画やゲームでヒミコと同様に有名な、あの曹操が発明したものじゃったのか！　なるほどモールのモーは曹操孟徳の孟ということじゃな。さすがは武将でありながら数々の発明を遺のこした偉い大だいな文化人でもある曹操じゃ。極めて説得力がある」

　そうかあ？　ないと思うぞ、説得力。

　だが少々アカデミックなことを言うと、この時代、中国ではいわゆる三国志のころであり、卑弥呼は実際に曹操の孫のもとへ使者を派遣していたという。歴史の授業で先生が言っていた。交流があったこと自体は間違いない。

　だからといってショッピングモールはないと思うが……。

　姫と卑弥呼がそんな会話をしていると──、

「卑弥呼さま、この者たちの話にも一理ありますタイ」

　側近らしき兵士の一人が、卑ひ弥み呼こに意見を具申する。

「地元の反対がある中、強引に都を造るべきではございませんタイ。自然や住環境にも影響が出るでしょうし、なにより地元で商売している人たちが困りますタイ」

　どこかで聞いたような話だ。そうか、この問題は邪や馬ま台たい国こくのころからあったんだな。

　だが、卑弥呼は兵士の話に耳を傾けることなく、それどころか彼を叱しつ責せきする。

「この痴しれ者ものが！　貴様、この卑弥呼に意見する気か!?　地元のことなど余の知ったことではない！」

「じゃ……じゃっどん、民のことを思えば──」

「ええい、知らぬと言ったであろう！　誰がなんと言おうと我ら邪馬台国は、必ずこの地に都を造る。なぜならば、この地が近隣で一番、いわゆるジャスコを建てるのに向いているからだ。我が国は常にジャスコと共にある！『邪巣胡ジヤスコに馬で行くタイ』と書いて邪馬台国なのだ！」

　国名、そんな由来だったのか!?

　そんな卑弥呼の態度に、ポー姫は憤りを露あらわにする。

「うむむ、ヒミコめ！　ジャスコのために罪なき民を苦しめようとは、為政者の風上にも置けぬやつなのじゃ！　たしかにジャスコはステキで最高なところじゃが、地元住民の反対を押し切ってまで建てるべきではない！」

　お前も前にやってたけどな。

　姫のやつ、本当は未来でジャスコが建てられないのが嫌なだけのくせして、よくもそんな立派なことを言えたものだ。

「ヒミコよ、汝なんじの非道、許さんのじゃ。──ダイナマイトジョニーよ！」

「は、はい……ブゴーフゴー!!」

「ここにいる兵どもを蹴け散ちらし、ヒミコを大おお怪け我がせぬ程度に痛めつけてやるがよい。二度とこの地にジャスコを建てようなどと思わぬようにしてやるのじゃ」

　また、ずいぶん乱暴なことを。そんなに荒っぽい手段、さすがに賛成できないぞ。

「行け、ジョニーよ！　汝の力ならば、こんな原始人の兵隊など何千人いようと相手になるまい。族長級オークの力、この妾わらわに見せるのじゃ！」

　周囲を囲む邪馬台国の兵士たちは、姫がジョニーに『行け』と命じているのを見て、全身に緊張を走らせた。

　中には足を震わせる者や、手汗で矛を落とす者もいたほどだ。なにせ、ジョニーは猪いのししのような顔をした身長三メートルの大男。戦わずとも、その強さは見て分かる。

　だが、当のジョニーは──。

「いえ……。無理です、ワタクシには戦えません……ブゴーフゴー」

「なんじゃと!?　ジョニーよ、どういうことじゃ！」

　分からないのか、ポー姫？

　ジョニーはもともと温厚かつ上品な紳士。そんな暴力的な命令に従うはずもない。

　それに、卑ひ弥み呼こはうちの祖ば母あちゃんなんだぞ。ジョニーが祖母ちゃんを『大おお怪け我がせぬ程度に痛めつけてやる』なんてことすると思うか？

　俺はジョニーについて、祖母ちゃんのことで複雑な想おもいはあるが、それでも彼が立派な人物オークであることは認めている。どんなときでも信念と愛を貫く──ダイナマイトジョニーはそういう男なんだ。なあ、そうだろ？

「ショックで戦えないのです、ブゴーフゴー……。まさかトメ子さんが年齢でサバを読んでいたなんて……ワタクシの心は深く傷つきました。しばらく戦う気になりません……」

　──って、そんな理由か！

「しっかりするのじゃ！　敵の兵隊に囲まれておるのじゃぞ!?」

「それでも無理です……ブゴーフゴー。ああ、トメ子さん……。七二歳で、ワタクシとそんなに変わらない歳としだと言っていたのに……まさか一八〇〇歳とは！　ワタクシは騙だまされたのです！」

　んー……言われてみれば気の毒な話だな。戦えなくなるのも仕方ないかもしれない。

「落ち着くのじゃ、ジョニーよ」

「ブゴーフゴー……ですが、ポーリリファ姫さま……」












「祖母殿は一八〇〇歳ではないぞ。『最低でも』一八〇〇歳じゃ。この時代で既に何百歳だか何千歳だかかもしれぬじゃろう？」

「ブゴーフゴーッ！　ブゴーフゴーッ！」

　ポー姫、追い討ちをかけるな。ジョニーが泣いてるじゃないか。

「それに、一〇〇〇年や二〇〇〇年の歳としの差がどうしたというのじゃ。歌手のデーモン〇暮さんのご夫婦なんて一〇万歳の差じゃぞ。それに比べれば大した年齢差であるまい」

　なぜ、そんなワケの分からない例を持ち出す？　それで慰めているつもりなのか？

「そういえば、この時代にもデーモン〇暮さんはいるわけじゃな。一〇万と五二歳じゃから。今ごろなにをしておるのじゃろうか？」

　この状況下でどうでもいいことに興味を持つな！　あの人はそういう設定なだけで本当に一〇万歳以上なわけじゃない！　それと今の話、まさかまたロングパス伏線じゃないだろうな？　〇暮さん、あとで出てくるのか!?

　そんなことを考えているうちに、気がつけば周囲は邪や馬ま台たい国こくの兵士一〇〇〇名にすっかり包囲されていた。

　卑ひ弥み呼こは、エルフ耳をぴんと立てながら兵たちに号令を下す。

「全員、この者どもを成敗せよ！　殺しても構わぬ！」

「うぬぬ……ヒミコめ、なんという乱暴なやつじゃ」

　お前は人のこと言えない。

　兵士たちは矛を構えながら、ジリジリと俺たちに迫ってくる。

「ええい、クラウゼラ！　ジョニー！　汝なんじら戦うのじゃ！　なんのために連れてきたと思っておるのじゃ！」

「しかし、私はもうセンギョーシュフですので……」

「ワタクシはもう戦えません……ブゴーフゴー。旅に出たい……どこか遠くに……」

「ええい、役に立たぬ！」

　まずいことになってきた。

　これは本気でピンチなのかもしれない。これまでもポー姫はさんざんバカなことをやってきたが、それはクラウの戦闘能力という裏づけがあったからだ。

　クラウがいるから、他人にどれだけ迷惑をかけようが、他人をどれだけ怒らせようが、決して仕返しされることがない。暴力に対して常に絶対的な安全地帯にいた。

　しかし、今回は違う。

　青銅器とはいえ、刺されば大おお怪け我が。下手をすると死ぬ。本物の死の恐怖。──姫と俺たちは、そんな脅きよう威いに晒さらされていた。

「うむむ……。これは参ったのじゃ……」

　こうして俺たちは、これまでにない危機を迎えていたのだが──。




「──ぎシャーッ！　シュルルルルルルルルルル！」




　突如、耳障りな音があたり一帯に響き渡る。

　それは、おそらく鳴き声。

　耳障りで、なおかつ鼓膜を破りかねないほど大音量の声だった。

「な、なんじゃ、この音……!?　リンイチローよ、なにが起こったのじゃ？」

「分からない……。だが、音はあれの鳴き声だ」

　そこにいたのは、まさに怪物！

　背丈はおよそ三メートル。何十本という触手を生やした、イソギンチャクを連想させる姿をした生物だった。

　怪物は、草の茂みに紛まぎれて接近していたのだろうか。邪や馬ま台たい国こく軍の後方に突如として現れ、そして──、

「ぎシャー、シュルルルルル！　ぎシャーッ！」

　邪馬台国の兵士を次々と打ち倒していく！　粘液の滴る触手で、兵たちを摑つかんでは投げ、摑んでは投げ！

　瞬く間に一〇人以上もの兵士が地べたに気絶して転がった。

　この怪物、まさか味方なのか……？

「なんじゃ？　あやつ、水ミナ神カミハイドォラではないか」

「ん？　姫、なに言ってるんだ？　水ミナ神カミさんなわけないだろ。今は一八〇〇年前だし、そもそも全然似てないじゃないか。水ミナ神カミさんはもっと美人だ」

「いや、似てるじゃろ！　そっくりじゃぞ！　水ミナ神カミハイドォラは、だいたいあんな感じの生き物じゃ！　だからリンイチローよ、汝なんじはなぜ水ミナ神カミハイドォラのこととなるとボケとツッコミが逆になるのじゃ？　会話がしにくいので、ホントそういうのやめるのじゃ」

　また妙なことを。俺はいつでもツッコミ側じゃないか。

「とにかく、どう見たってそっくりなのじゃ！　あと、一八〇〇年前なのにいるのは、あやつもサバを読んでたからかもしれぬぞ？　イソギンチャクなのにサバを読む……少々強引じゃが海産物つながりで上う手まいことを言えたのじゃ」

「そんなに上手くないし、それに学校のマドンナ水ミナ神カミさんの悪口は許さないぞ」

　とはいえ、まあ……言われてみれば少し似ていなくもない。触手だし。大きさも似たような感じだし。そこは素直に認めよう。

　とはいえ、触手のしなやかさや粘液の湿り具合に今一つ色気というか艶つやっぽさがなく、動きにもエレガントさが足りていない。ポー姫は子供だから、そのへんがまだ分からないのだろう。

　そもそも俺は、小学生時代の小さい水ミナ神カミさんや、中学生時代の『もうちょっと背が高くなりたい』と言っている水ミナ神カミさんを見たことがある。背丈が今と同じくらいあるなら一八〇〇年前の本人であるはずがない。

　だが、いずれにせよ怪物は俺たちの味方──少なくとも邪や馬ま台たい国こくの敵であるのは間違いない。気がつけば、倒れている兵士の数は先ほどの倍に増えていた。

　その光景に、卑ひ弥み呼こは思わず歯は嚙がみする。

「クッ……出おったか、〝川に棲すむ者〟め！　どうしても我らのジャスコ建設を妨害するというのだな、忌々しい！」

　この怪物が、さっき言っていた〝川に棲む者〟だと!?

「近衛このえ兵へいども、前に出よ！　鉄の武器を使うのだ！」

「「──はいっタイ！　やりますタイ！」」

　鉄器はこの時代の最新鋭兵器だ。日本に存在するのは、中国大陸から渡って来たごくわずかな量のみ。そのように貴重な鉄の武器を扱うのは、優れた戦闘能力を持つ精鋭部隊なのであろう。

　黒く輝く鉄の矛を手にした一団は、ほんの二〇名ほどの数でありながらも顔には自信が満みち溢あふれていた。眼光だけで彼らが腕利きなのは見てとれる。

　そんな精鋭たちを前に、触手の怪物はやや怯ひるみながら、

「ぎシャーッ！　ぎシャー、シュルルルルル！」

　と、なにかを叫んだ。

　きっと、これは俺たちに向けての叫びだ。俺たちになにかを言おうとしていたんだ。

「む……？　あやつ、我らに『逃げろ』と言っておるのじゃろうか？」

「ああ、そうだな姫。たぶんそうだ。ぎシャーとしか言ってないから、はっきりとは分からないが……」

「だから、なんでリンイチローはハイドォラの言葉は分かるくせに、あやつの言葉は分からないのじゃ!?『キシャー』と『ぎシャー』で、なにがそんなに違うのじゃ！」

　なにを言っているんだ？　怪物の鳴き声なんて分かるはずがないじゃないか。

　だが、やはりあの怪物は味方で、俺たちを逃がしてくれようとしていたらしい。それは触手の身振り手振りでなんとなくだが伝わってきた。

「よしっ、逃げるのじゃ！　ジョニー、軽トラタイムマシンを運転するがよい！」

「ダメです、ブゴー……もう、なにもする気が起きません……」

「ええい、本当にダメなやつじゃのう!?　仕方ない、皆、走るのじゃ！」





　　２






　こうして、俺たちは邪や馬ま台たい国こくの軍勢から逃げ出したのだが──、

「もういいです、ブゴーフゴー……。ワタクシのことは、ほっといてください……」

「うむむむむ、勝手にするのじゃ！」

　いくら言っても聞かないので、やむをえずジョニーは置いたまま逃げてしまった。

　走りながら後方に目をやると、兵士たちがジョニーを縄で縛り上げているのが見えた。その隙すきに俺たちは、あるときは茂みに隠れ、またあるときは木の陰に身を潜ませながら、上う手まく追っ手たちを撒まいていく──。

「ゼェゼェ……珍しく自力で走ってしまったのじゃ」

　言われてみれば珍しい。だが、ここまで来れば大丈夫だろう。

　ちなみに例の怪物も俺たちと一緒だ。

「ぎシャー、シュルルルルル」

　こいつ、いったい何者なんだ……？

「ぎシャー」

「む？　こやつ、『こっちに来い』と言っておるようじゃぞ？」

「姫、こいつの言葉分かるのか？」

「うむ、なんとなく分かってきたのじゃ。しかし、助けてもらったからか、こやつのことがなんとなくイケメンに思えてきたのう。妾わらわは美少女好きじゃが、実はイケメンも嫌いではないのじゃ」

「なに言ってんだ、お前」

　イケメンってなんだよ。ただの触手だぞ。

　そもそも、この怪物はオスなのか？

「見るのじゃ、我らを助けるために矛や矢が刺さっておる。見ず知らずの妾らを助けるために傷つくとは、見上げた心意気ではないか」

「ぎシャー」

　そうだな。イケメンかどうかはさておいて、親切であるのは間違いない。

「しかし汝なんじ、どうして妾たちを助けてくれたのじゃ？　やはり妾が美少女じゃからか？」

「ぎシャー、シュルルルルルるるるルルルル、ぎシャー」

「ふむ？　マジであるか？」

「ぎシャー、ぎシャー、シュルルルルルルルルル」

「くふふっ。なるほど、そういうことじゃったのか。うむうむ、さもありなんじゃ……。よしっ、ならば妾と仲良くするがよい！　損はさせぬぞ？」

「ぎシャー」

　ん？　今、どういう内容の話をしていた？　というより姫、本当に会話できてるのか？

「シュルルル、ぎシャー、ぎシャーッ」

「うむ、分かったのじゃ。それでは皆の者、川辺の村まで行くとしよう。こやつが案内してくれるらしい」

　こうして俺たちは、邪や馬ま台たい国こくの侵略を受けている集落へと向かうことになった。

　ちなみに、状況は芳かんばしくない。

　卑弥呼祖母ちゃんはここに都を造ると言って退ひかないし、クラウは戦意の欠片かけらも見えない。ジョニーは捕えられ──おまけに軽トラ型タイムマシンは、邪馬台国の陣地に置きっぱなしにしてきてしまった。

　なんとか逃げられたとはいえ、未いまだにピンチは継続している。

「……参ったな」

　歩きながら俺は頭を抱えていたが、その一方ポー姫は暢気のんきなものだ。

「リンイチローよ、そう悲ひ愴そうな顔をするものでない。もしタイム軽トラを取り戻せずとも、待っておれば迎えが来るじゃろう。ファウっちも予備のタイム軽トラがあると言っておったし。それまで、この時代を楽しむとするのじゃ」

　そんなことを言いながら、怪物の触手と手を繫つないで歩いていた。

「ぎシャー、シュルルルル？」












「うむっ。ならば、おんぶするがよい」

「ぎシャー」

　怪物はぬるぬるの触手でポー姫の体を持ち上げると、そのまま自分の背（？）に乗せる。

　傍はた目めには気持ち悪そうに見える触手の上で、姫はきゃっきゃと喜んでいた。

「くふふっ。触手に乗るというのは、なかなか楽しいものじゃのう。ゲームの女騎士は『最初は触手に嫌悪感を示しながらも最終的には触手好きになってしまう』というのがお約束パターンなのじゃが、今ならその気持ちも分かるのじゃ」

　そういう発言はよせ。怪物の機嫌を損ねるかもしれないし、お前がエロい意味で喜んでるみたいにも聞こえるだろ。

　そんな話をしているうちに、俺たちは川の集落へと到着した。
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「ギョギョー!!　守り神さま、ご無事でしたかギョ!?」

「ぎシャー」

　集落に着いた俺たちを、住民たちが出迎える。──いや正確には俺たちでなく、触手の怪物を出迎えた。

　全身をウロコに覆われた、何十人もの半魚人たちが。

「なんと!?　ここは半魚人どもの村じゃったのか！」

　まさか邪や馬ま台たい国こくの時代に半魚人と遭遇するとは思わなかった。

『現在』の平へい家け町ちようにも半魚人は住んでいる。水ミナ神カミさんの家である〝旅館みなかみ（各種宴会承ります）〟で何人も働いていた。もしかして、この村人たちはその先祖であるのだろうか？

　そのうちに村人の一人──ポー姫より四～五歳ほど年上の少女が、目に涙を浮かべながら怪物に駆け寄り、そのまま足元に抱きついた。

「守り神さま、こんなにお怪け我がを……!!　心配したのですギョ。みんなが止めるのに、一人で飛び出していってしまうから……」

「ぎシャー、シュルルルル……」

　余談だが、この村の半魚人は川に棲すんでいるだけあって皆、水着姿だ。

　半魚人の年齢というのは分かりにくいものだったが、この少女の場合はスクール水着姿で、胸元の名札に『６─２〝深いところで暮らす女〟』と書いてあるため、何歳くらいなのかを知ることができた……。

「……って、おかしいだろ!?　なんでスクール水着なんて着てるんだよ!?」

「おやおや、リンイチローはエロスじゃのう？　水着を着るなとは……」

「姫、違う！　そうじゃない！　どうしてこの時代にスクール水着がある？」

「よく見るがよい。これはスク水の中でも特に古いタイプの『旧スクール水着』というやつじゃ。『旧』というからには昔からあってもおかしくはあるまい。ちなみに、この『旧』という漢字、もともと旧スク水を表す象形文字なのじゃ。面影あるじゃろ？」

　また、いいかげんなことを！

「しかし、この娘、ウロコ肌＋スク水とはフェティッシュじゃのう。モンスター娘ブームに乗っかった特殊性癖じゃ。ま、それはそれとして……汝なんじら、いったい何者なのじゃ？」

　ああ、そうだな。この状況でスクール水着の話なんかしている場合じゃない。

　姫の問いに、スクール水着の半魚人少女が答えた。

「ギョギョ……。我々は〝川に棲すむ者たち〟──海底国家アトランティス臨時神殿政府の者ですギョ」

　やはりアトランティス人だったか。こんな時代から平へい家け町ちように住んでいたとは。

「今から一万年ほど昔のことです。大西洋にあった我らが祖国アトランティスは、やはり海底国家であるムーとの戦争で滅んでしまいました。それ以来、我らは流れ流れて、このへんに住んでいるのですギョ」

　そうだったのか……。いろいろ苦労してきた民族なんだな。

　ただ、いくらなんでも流れすぎだと思うけどな！　流れ流れとは言うが、さすがに大西洋からは流れすぎだろ！　一万年も経たってるのに復興しないでこの状況ってのも、なんというかコメントに困るし！

「そういうことじゃったのか……。実を言えば妾わらわも『さすがに、この時代に旧スク水は存在せぬじゃろ』と思っておった。さっきはボケるつもりであんなことを言ったのじゃ」

　おいっ！

「しかし、アトランティスと聞いて納得したのじゃ。あそこは文明が何千年も進んでおったと聞く。二〇世紀に発明されたと思われているスク水と同様のものを持っていても、いったいなんの不思議があろう」

　いいや、俺は不思議だと思うぞ。

「ギョギョ……ちなみに私の名は〝深いところで暮らす女〟。守り神様の巫み女こですギョ」

「ほう、水着の名札に書いてあるのは名前じゃったか。考えてみれば当たり前じゃが。面白い名前を使っておるのじゃな？」

　ネイティブアメリカンみたいな名前の付け方だ。

「しかも、巫女とはのう。スクール水着巫女とは萌もえ萌もえじゃ。しかし、『守り神様の巫女』ということは──つまり、この触手モンスターは汝らの守り神であるのじゃな？」

「はい。アトランティスの守護神、水ミナ神カミダーゴン様でございますギョ」

「ぎシャー、シュルルル」

　水ミナ神カミ姓？　じゃあ、水ミナ神カミさんのご先祖様なのか！

　水ミナ神カミさんもアトランティスの守護女神なので間違いあるまい。学校のマドンナである子孫と違い、彼は美しくも優雅でもなかったが──ただ、それは古代人だから野蛮なのと、男女の性差というものだろう。そこさえ目を瞑つぶれば、姿形はよく似ていた。

　そうか、この人（？）がいないと水ミナ神カミさんが生まれないのか……。そう考えると、この触手モンスターが急にありがたい存在に思えてくる。

「ギョギョ……。貴方あなたたちは守り神様に感謝すべきですギョ。遠くで貴方たちが襲われているのを見つけたとき、我々は皆、余よ所そ者ものなど放ほうっておくべきだと主張しました。ですが守り神様だけが、私たちの反対を振り切って、貴方たちを助けに行ったのですギョ」

「ぎシャー」

「ほほう？　汝なんじ、なんというか男前なのじゃのう。汝のこと、ますますイケメンに見えてきたのじゃ」

　いいや、見た目はただの触手だろ。

　とはいえ、もちろん感謝はしている。見知らぬ余所者である俺たちを、危険を冒してまで助けてくれるなんて。触手ではあるが人格者だ。

「さて、ギョギョギョ……。私たちのことはお話ししましたギョ。今度は貴方がたのことを教えていただきましょう。ギョギョ……貴方たちは何者ですか？　どこから、なんのためにこの地に来たというのですギョ？」

「うむ、改めて自己紹介するのじゃ。汝ら風の名前をつけるとするならば──妾わらわこそは〝時を駆ける美少女天使ポーリリフア姫〟！　ちなみに、こやつらは妾のお伴ともである。〝クッ殺せと言う女クラウゼラ〟に〝洋物のエロ本を持つ男リンイチロー〟じゃ」

　おいっ、ちゃんと紹介しろ！　俺たちの名前、ただの悪口だろ！

「ギョギョ……よろしく、〝時を駆ける美少女天使ポーリリフア姫〟に〝クッ殺せと言う女クラウゼラ〟、〝洋物のエロ本を持つ男リンイチロー〟」

　ほらみろ、信じちまったじゃないか。

「それで、この地にはなんの用で来たのですギョ？」

「うむっ、それなのじゃが、ええと……」

　ポー姫は一瞬だけ、どう答えるべきか考え込んだ後──急にそれまで以上に胸を張り、やたら偉そうな態度でこう言った。

「無論、汝らを助けにきたのじゃ！『暴虐なヤマタイコクにジャスコを建てられそうになっておるという気の毒な水属性民族がいる』と聞き及び、助すけっ人ととして参上した次第である。つまり、妾は正義の人というわけなのじゃ」

　大きく出たな。

「ギョギョ……助っ人？　ですが、貴方たちは守り神様に助けられていたはずでは？」

「あ……あれはじゃな、その──試したのじゃ！　汝なんじらにどれほどの力があるのか試しただけじゃ！　無論、汝らは合格じゃぞ。これほど強力な守り神がおるのじゃからな」

「本当ですかギョ？」

「もちろん本当じゃ。妾わらわの目を見よ。これが噓うそをついておる瞳ひとみか？」

「ギョギョ……たしかに美しい目をしていますが……」

「そうじゃろう。妾はよく『性しよう根ねは腐っているが目だけは綺き麗れい』と褒められるのじゃ」

　それは褒め言葉じゃないぞ。あと、言っているのは主に俺だ。

「だから信じよ。妾は『ジャスコをこの地に建てたくない』という強い意思を持っておる。これはウソでないのじゃぞ。マジでマジで。──というわけで、力を合わせてジャスコ建設を阻止するのじゃ！　オー!!」

「ギョギョ……どうします、守り神様？」

「ぎシャー、シュルルル」

　守り神は相変わらず『ぎシャー、シュルルル』としか言わないが、ポー姫にはちゃんと伝わっていたらしい。

「おおっ、さすがはイケメン触手！　話が分かるのじゃ。我らを助すけっ人ととして受け入れてくれるのじゃな」

　さっきの『ぎシャー、シュルルル』はそういう内容だったようだ。







　その後、俺たちは〝深いところで暮らす女〟に、さらに詳しい話を聞く。

　このアトランティスの村は、人口（半魚人口）約七〇名。

　主な産業は、川での漁業と地上での農耕。山の奥にはカッパの先祖の集落があるらしく、そことの交易も行っていた。

　だが、いずれにせよ、この七〇名という規模は、この時代の集落としても決して大きなものではない。

　一方、卑ひ弥み呼こ率いる邪や馬ま台たい国こくは、今回の遠征に率いてきた兵士だけで一〇〇〇人以上。これは圧倒的な人数差だった。

「……というわけなのですギョ」

「ふむふむ。だいぶ状況が見えてきたのじゃ。汝らアトランティスが形勢不利なのは見たまんまじゃが──しかし、有利な部分もある。科学技術じゃ」

　さすがは超文明で有名なアトランティス。まだ製鉄すらできない邪馬台国に比べ、『現代』にも勝る科学力を保有していた。

「科学技術を駆使した兵器を効果的に用いれば、たった七〇名でも一〇〇〇名と互角以上に戦えるのじゃ！　妾が汝らを指揮してやろう。妾はそういうの得意なのじゃ」

　これも珍しくウソではない。

　軍隊を率いるのが上う手まいのは、この姫の数少ない長所の一つと言えた。なので姫の言う通りにすれば、邪や馬ま台たい国こくを退けることは可能であるかもしれなかったが──。

「ギョギョ……七〇名？　それはもしかして、村の全員で戦うということですかギョ？」

「無論じゃ」

「ギョギョ……それは無理ですギョ。全員だなんて……」

「なんじゃと？」

　スクール水着の巫み女こ〝深いところで暮らす女〟は、意外なことを言った。

「私たちは平和を愛する民族……。ムーとの戦争に破れて国を失ったがために、戦うことに疲れ果ててしまったのですギョ。以来、戦いは常に、守り神様ひとりにお任せしています。ギョギョ……武器など触ったこともありませんし、自ら戦うなんて怖おそろしくて……」

「汝なんじら、ずいぶん軟弱な民族なのじゃな!?　ジャスコができたら自分たちが困るのじゃろう？　守り神だけに戦わせて申し訳ないとか思わぬのか？」

「それは分かっていますが……。もちろん、守り神様のことも申し訳なく思っていますギョ。しかし……ギョギョギョギョ」

「ええい、なんたる弱腰！　歌手のマキ〇ラノリユキさんも言っておるのじゃ。『ユメは時間を捨ててはいけない、時間もユメを捨ててはならない』とか、そんな感じのことを！　心から大切にしておるものは、決して諦あきらめてはならぬのじゃ！」

「ギョギョ……」

　今の、すごくいい言葉な気もするが……言ったのは本当にその人だったか？　もしかして面倒なことに足突っ込んでないか？

「妾わらわなぞは、この言葉に従ってタイムマシンで夢を叶かなえようとしているのじゃぞ？」

　いいや、この言葉はタイムマシン関係ない。夢のために時間を弄いじっていいという意味じゃない。まさかお前、この言葉を根拠にタイムマシン使おうとか言い出したのか？

　──ともあれだ。姫はいいことを言っていたが、それでも多くのアトランティス人たちは戦うことを怖れていた。

「──やはり、戦うのは怖いんだギョ……」

「──うむ……。これも時代の流れかもしれぬギョ」

「──若い者たちの中には、むしろジャスコを望む者もおるようだしギョ」

「──ギョギョ……せめて邪馬台国が、我らの誇りを踏みにじらぬよう敬意と礼節をもって接してくれれば……。それと食くい扶ぶ持ちを多少なりとも補償してくれれば……」

「──いずれにせよ、我が民族の終わりは近いようだギョ」

　村人たちの表情は暗い。

　ジャスコができるときの地元の反応というのは、どうやらこの時代から変わっていないらしかった。（無論、イオングループの経営する本物のジャスコならば、このような反応はないのだろう。あそこはとてもいい会社なので）

「半魚人どもめ、すっかり諦あきらめムードじゃのう……。これ、水ミナ神カミダーゴンよ」

「ぎシャー？」

「汝なんじ、よく、こんなやつらのために危険を冒してまで戦えるのう？　戦いに勝つ気がない上に、すっかり汝に頼りっきりではないか」

「ぎシャー、シュルルルルル、ぎシャー」

「ほう……？　それで構わぬと？」

「ぎシャー、シュルるるるルル」

「ふむ……。汝、相変わらずカッコイイことを言うのじゃな？『戦いを望まぬのは自然な感情』『僕が皆の分まで傷つけばいいだけだ』などとは。真顔でそんなこと言えるやつがいるとは思わなかったのじゃ」

　守り神、そんなこと言っていたのか？　姫ではないが、この触手モンスターがだんだんカッコよく思えてきた。さすがは水ミナ神カミさんのご先祖様だ。

「ぎシャー、シュルルル？」

「うむ、分かっておるのじゃ。今さらアトランティスを見捨てたりはせぬ。どうせ妾わらわもヤマタイコクのジャスコ建設を阻止せねばならぬ身。このまま力を貸してやるのじゃ！」

　ポー姫、珍しくやる気満々だった。

　これは『現在』にジャスコを建てるためなのか？　それとも──、

「ぎシャー、シュルルル」

　まさか、この触手モンスターのためなのか？　イケメンだから？

「思えば奇妙なものじゃ。妾はヤマタイコク人と同じく人類ヒユームで、本来はジャスコ賛成派。でありながら先住民たるアトランティス人どもと共に戦うことになろうとは。

　この状況、まるで地球チーキユの映画『ダ〇ス・ウィズ・ウルブズ』や『ラ〇トサムライ』や『ア〇ター』のようじゃのう？　この三本は舞台が違うだけで、だいたい同じストーリーなわけじゃが」

　今回、ハリウッド映画の比ひ喩ゆ多いな。

「我らも映画のようにガンバって、傲ごう慢まんな侵略者と戦うのじゃ！」

「ぎシャーッ」

　頑張ること自体に異論はないが、ただ一応言っておくと──その三本の映画『ア〇ター』以外は先住民側が負けてるからな？　あんまり縁えん起ぎはよくないぞ。

「おっと、いけないのじゃ。今のうちに『現在』のヘイケ町と連絡をとっておかねば。さっき逃げる際、タイム軽トラから緊急用の小型時空間無線機を持ち出しておいたので、これで通信を……。むむっ、電池の残量があんまりないのう？」





　　４






　そして、『現在』の平へい家け町ちよう。

『──ザザッ……というわけなのじゃ。我らは気の毒な民を救うために、ヤマタイコクを追い払う！　絶対にジャスコなど建てさせず、あやつらが来たという痕こん跡せきすら残させぬのじゃ。これは正義の戦いである。遺い跡せきもじきに消えるじゃろうから待っておれ』

「……ちょっと待つ、ポーちゃん。……重要な話がある」

『──ザザッ、ガビー……む、なんじゃ？　音がよく聞こえぬのう。電池がもう……』

「……作戦自体を中止にして遺跡を残すべきだと、町のみんなが──」

　ファウ皇こう女じよがそう言いかけたところで、




　──プツッ……ツー、ツー、ツー、ツー……。




　と、無線は途切れた。

「……困った。もう連絡が取れない。……しかもポーちゃんは妙なところで優秀だから、戦いに勝ってしまう可能性が大」

　このまま、邪や馬ま台たい国こくの遺跡は失われてしまうのか……。

　平家町の住民たちは、一斉に失意の底に突き落とされた。

　ただ一人を除いては。

「なるほど、話は分かりました」

　そう言ったのは、先ほど東京から帰ってきたばかりの平たいらの景かげ清きよ。

「いいでしょう、僕がなんとかします。──ここだけの話、僕ら平家一門はこの町を発展させて軍事力として利用することで、この日本を支配しようと企たくらんでいます」

「えっ……？　景清さん、なに言ってるんです？」

　突然の告白に、彼と話をしていた宮みや籐とうみやは目を丸くする。

「そのために、いわゆるジャスコの出店計画を裏から支援したり、町おこしのお祭りに協力したり、埋蔵金を独自に探したりと、いろいろな手を尽くしてきました。その僕らとしては、ジャスコよりも邪馬台国の方がトクなのです。町が儲もうかるし、『昔はこの町こそ日本の中心だった』という事実は、政権を奪取する大義名分になるかもしれませんので」

「そんな具体的な陰いん謀ぼうを……」

「そういったわけで、僕は邪馬台国に味方しようと思います。ファウちゃん、もう一台タイムマシンを用意してください！　僕が自ら一八〇〇年前に乗り込みましょう！」

　そう発言した景清の口元には、いつもの妖あやしい薄笑い。

「あの子たちは意外と頑固だから、説得に耳を貸さない可能性があります。なので、いざとなったら僕が力尽くでなんとかしましょう。僕、こう見えて腕に自信がありますし」

「でも……」

（景かげ清きよさん、なにかよくないことをする気なの……？）

　半ば勘だが、みやには分かった。彼の表情で察しがついた。

　そして、それは先に過去へと行った麟りん一いち郎ろうたちに害を為なすものであるかもしれない。

　ファウ皇こう女じよは『……いいの？』と、みやに視線だけで訊たずねる。

　彼女は、どう答えるべきか迷ったが──、

（でも邪や馬ま台たい国こくの遺い跡せきがあれば町は潤うし、『現在』にジャスコは造れない。ミヤヤマートも安泰で、それに──）

　過去にいる麟一郎やクラウゼラに対して、ちょっとした意地悪ができるかもしれない。

　みやの気持ちに気づいてくれない瀬せ田た麟一郎と、彼を奪おうとしている女騎士クラウゼラに……。

「ファウ……景清さんにタイムマシンを貸してあげなさい」

「…………分かった、ミヤちゃん」

　のちに彼女は、この選択を後悔する。






第六章







卑ひ弥み呼こ「例の捕虜はどうした？」

兵士「はっ、ずっと体育座りのまま泣いとりますタイ」

ジョニー「ブゴーフゴー……まさかトメ子さんがワタクシを騙だましていたなんて……。帰ったらアイドルアニメのファンになろう……。アニメのアイドルは裏切らないから……」
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　俺たちがアトランティスの村に来て、一時間ほど経たったころ──。

「ギョギョギョ！　ちょっと、そこの貴方あなた！」

　俺の横に立っていたクラウは、急に数名の半魚人たちから声をかけられた。

　全員、女の人だ。相変わらず半魚人の年齢は分かりにくいが、落ち着いたデザインの水着を着ていることから皆、大人であると推測できる。下は二〇代から上は四〇代といったところだろうか。

「は……。私でしょうか？」

「そうだギョ、〝クッ殺せと言う女クラウゼラ〟さん。今は戦争中なんだから、私たちと一緒に働きなさいギョ」

「働く……？　しかし、このクラウゼラ、今はセンギョーシュフの身。戦いくさで働くことはできません」

「専業主婦なのは知ってるギョ。さっき、そこのお姫様に聞いたから。でも専業主婦だからこそ、戦争のときは働かないと」

「と、言いますと……？」

　キョトンとするクラウに、女性半魚人たちは皆で順に説明していく。

「──私たちはこの村の主婦たちだギョ」

「──戦争やお祭り、お葬式といった行事の際には、各世帯のお嫁さんが集まって、村全体のために家事をする決まりなのよギョ」

「──そうそう。みんなの分のごちそう作ったり、みんなの服を洗せん濯たくしたり、みんなの集まる集会所を掃除したりしなきゃいけないんだギョ」

　半魚人の主婦たちはそう言って、クラウをどこかに連れて行こうとする。

「あの……。皆さん、お待ちを──」

　クラウは抵抗しようとするが──、

「──ううん、待たないギョ！　いいから来るギョ！」

「──共稼ぎ世帯の奥さんも働かされてるんだから、専業主婦の貴方あなたはいっぱい働かなきゃ駄目なのよギョ」

「──それに貴方は新入りなんだから一番たくさん働くギョ」

　そのまま、俺の見ている目の前でクラウは連れ去られていく。主婦の人たちの強引さは、どうやらこの時代から変わらないらしい。

　突然のことに俺が茫ぼう然ぜんとしていると、そこに守り神の背に乗ったポー姫がやってきた。

「どうやら上う手まくいったようじゃのう」

「ぎシャー」

　姫、守り神の触手モンスターを当然のような顔で乗り物扱いしてるんじゃない。

　しかも『上手くいった』とは、どういうことだ？

「おいっ、今のは姫の仕業なのか？　クラウのやつ連れて行かれちまったぞ！」

「うむ、妾わらわがそうなるように仕向けたのじゃ。アトランティス人どもに自分で戦う気がない以上、クラウゼラに戦わせるしか手はあるまい。あやつにはなんとしても騎士ローズバドに復帰してもらわねば困るのじゃ。……リンイチローがツッコミだけでなく戦闘もできれば、こんな手間をかけずに済んだのじゃが。はぁ～あ」

　その『はぁ～あ』って溜ため息いきはなんだよ！　お前が強引に俺を連れてきたくせに！

「だが姫、クラウを戦わせるのと、主婦半魚人と一緒に家事をさせるのと、いったいどう関係があるんだ？」

　家事なんてさせたら、ますます専業主婦になるだけじゃないのか？

「くふふっ、見ておるがいいのじゃ。妾わらわのクレバーな計略をな」







　一時間後。村の集会場として使われている大きな竪たて穴あな式しき住居の中──。

　平和主義者であるアトランティス人たちも、戦いに一切関かかわらないというわけではない。敵と交戦することこそ守り神に任せきりにしていたが、しかし見張りや偵察、外交などはさすがに自分たちの手で行う。──そのため、彼らにとっても戦争は『皆で忙しくなる行事』ではあった。祭りや葬式と同様にだ。

　とはいえ……。

「──次の見張り当番はいつだギョ？」

「──もうちょっと後だギョ。偵察当番は昨日やったから、次は二日後になるギョ」

「──こうして待っているのは緊張するけど少しヒマだギョ」

「──なあに、休むのも仕事のうちだギョ。食べ物おかわり！」

　このように意外と暇な時間のある男たちに比べ、その世話をする女たちは、

「──ほら、もっと急いで野菜を切るギョ！」

「──料理ができたら、男の人たちのところに持って行くギョ。ついでにお酒もギョ」

「──それが終わったら洗い物ギョ」

「──危険な仕事や力仕事をする男の人たちや守り神様に、たくさん食べ物やお酒を出してあげるんだギョ」

　と、ずっと忙しく働いていた。

　新入りのクラウは特にそう。

「──〝クッ殺せと言う女クラウゼラ〟さん！　仕事遅いギョ！」

「はっ、ただ今！」

　クラウは新参者な上に余よ所そ者もので、年齢的にも一番若い。そのためかアトランティスの主婦たちから仕事のほとんどを押し付けられていた。

「──怠なまけずに働くギョ。真面目まじめに働かないとダンナさんが恥はじをかくギョ」

「──専業主婦を名乗る以上、このくらいの忙しさ、覚悟してなかったとは言わせないだギョ。私が若いころはもっと忙しかったギョ」

「──とにかく、私たちの分まで仕事するギョ！　新人なんだから！」

　さすがにひどい。村社会の良くない部分が全開になっている。

　冠かん婚こん葬そう祭さいのときに近所の奥さんたちが働かされるというのは平へい家け町ちようほか『現在』の田舎でもよく見られる光景だったが、まさか古代からの慣習だったとは。

「やれやれ……。俺、ちょっと手伝ってくる」

　クラウのところへ行こうとすると、ポー姫が「ダメじゃ」と俺を止めた。

「行ってはならぬぞ、リンイチローよ。この計略が分からぬか？　妾わらわが、村の奥様たちに『クラウゼラをコキ使ってくれ』と頼んだのじゃ」

　なんだと？

「こうやってクラウゼラをひどい目に遭わせることで『もうセンギョーシュフなんてこりごりだ。もう騎士ローズバドに戻ろう。クッ殺せ』と思わせる策なのじゃ」

　お前、よくそんな陰いん湿しつな作戦を思いつけるな？　いつものことではあるんだが。

「ぎシャー、シュルルル？」

「くふふっ、守り神はお人ひと好よしじゃのう。初対面のクラウゼラのことをそれほど気にかけるとは。その点で、汝なんじはリンイチローと少し似ておるかもしれぬ」

「ぎシャー」

　いいや違う。俺や守り神がお人好しなのでなく、お前が特に非道なだけだ。

「さてと、クラウゼラがコキ使われている間に、妾は半魚人どものごちそうを食べるのじゃ。さすがの妾も一人でぶらりと集会場に入って食事をするのは気が引けるが、守り神と一緒ならばどれほど食べても怒られぬ。こやつと仲良くなって本当によかった」

「ぎシャー、シュルルル」

　お前に『一人でぶらりと集会場に入って食事をするのは気が引ける』なんて人間らしい心が残っていたとは驚きだ。

「しかし姫、ずいぶん守り神様と仲良くなったな？　さっきからずっと背中に乗っているし……。お前、イソギンチャクに寄生する魚みたいになってるぞ」

　カクレクマノミだっけ。あのオレンジ色の熱帯魚。

　この姫、亜人類デミヒユーム差別主義者のくせに。この懐き方は少々意外だ。

「くふふっリンイチローよ、ヤキモチか？」

「ヤキモチ？　なんでだ？」

「妾とイケメン触手が仲良くしてるのを見て不安なのじゃろう？　密ひそかに気になっていた相手がＮＴＲネトラレてしまうのではないかと」

「いいや、それはない」

　それ、俺がお前のことを好きってことか？　ふざけんな。お前のことでヤキモチを焼く理由はないし、そもそもその触手はイケメンではない。

「ほほう？　ならば、妾が『この時代に残って守り神と結婚する』とか言い出しても構わぬのじゃな？」

「好きにすればいいだろ。……と思ったが、それだと水ミナ神カミさんがお前の子孫ってことになるから駄目だ」

　しかし姫のやつ、もしかして本気なのか？　この守り神が本気でイケメンに見えていて、恋愛的な意味で好きになっている？　だとしても俺に止める理由はなく、ましてやヤキモチを焼く義理などなかったが……。

　ちなみに、さっきからスクール水着姿の巫み女こが、物陰からコッソリこちらを覗のぞいていた。

「ギョギョ……守り神様、なんてこと……」

　すごく不安げな視線を守り神へと向けている。おそらく、こっちの方はヤキモチだ。守り神がポー姫と仲良くしているから、それで気が気でないのだろう。

「ギョギョギョ、よくないギョ……。守り神様、あんな余よ所そ者ものと仲良くするなんて……」

　この幼い巫女は、守り神のことを好きなのだろう。俺はよく『恋愛沙ざ汰たに疎うとい』と学校で言われているが、そんな俺でもすぐに分かる。

　だとすると、ポー姫と守り神と巫女で三角関係になってしまうな？

（──そもそも、この守り神なぜモテている!?　触手のせいか？）

　触手が嫌いな女子はいないということなのか？　それとも男前な性格のおかげか？

　俺がそんなことを考えていると──、




　──ぽこんっ




　目の前に、白い軽トラが現れた！

　いきなり、なにもなかった空間に。

「なんじゃ？　タイム軽トラじゃと？」

　しかも微妙にデザインが違う。俺たちが乗って来たのとは別のタイム軽トラだった。

　いったい誰が、乗って来た……？

「やあ、探しましたよ」

　そう言って運転席から出てきたのは意外な人物。落ち武者の平たいらの景かげ清きよさんだ。

「おや、カゲキヨではないか。なにをしにここに来たのじゃ？」

「皆さんを止めにきたのです。ファウ皇こう女じよから予備用の旧式タイム軽トラを借りてね。──とにかく皆さん、作戦は中止です。邪や馬ま台たい国こくに都を造らせてください」

「なんじゃとーっ!?」
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「……というわけなのです」

　一五分ほどかけて、景清さんは俺たちに事情を説明した。

「なので、タイムマシン作戦は中止です。この地に邪や馬ま台たい国こくの都を造らせてください」

「なるほどのう……」

　たしかに邪馬台国ほどのメジャーどころの遺い跡せきなら、大おお儲もうけすることも可能だろう。それに、ずっと『自分の故郷は田舎だ』と劣等感を抱いてきた平へい家け町ちようの人々に誇りと自信を持たせることもできる。──いや、そもそもタイムマシンによる歴史改変は良くないことだ。その悪事に手を染めないだけでも大きなメリットと言えるだろう。しかし……。

「ふむ……。カゲキヨよ、それではこの村はどうなるのじゃ？」

「はは、それは……まあ、お気の毒ですが、なるようになるしかないでしょう。もともと都ができる方が正しい歴史なのですし」

「ぎシャー……シュルルル……」

　守り神は横で俺たちの話を聞きながら、いつもの『ぎシャー』という鳴き声を漏らした。今のがどういう意味の『ぎシャー』なのか、俺にもだいたい想像がつく。

　だが、そんな彼の言葉を聞き、ポー姫はこう笑うのだ。

「くふふっ。守り神よ、そんな弱音を吐くでない。──カゲキヨよ、悪いが作戦は中止にせぬ！　ヤマタイコクの野望は妾わらわの手で粉砕するのじゃ！」

「なんですって!?　本気ですか、ポー姫さん！」

「無論、本気じゃ。決まっていよう。いくら観光で儲かろうと結局ジャスコはできぬままなのじゃろう？　ならば妾のトクにはならぬのじゃ」

　なんだ、自分のためか。

　てっきり守り神のためかと思った。いかにも姫らしい身勝手さだ。……それとも照れ隠しでそう言っただけなのか？

「というわけでカゲキヨよ、遺跡のことは諦あきらめるがよい！」

　これは景かげ清きよさんにとって困った状況であるはずだ。町のために派遣されたポー姫たちが、逆に障害となるのだから。

　なのに景清さんは少しも慌あわてることなく、いつもの薄笑いすら口元に湛たたえていた。

「ふふ、そうですか……。貴方あなたの性格からして、そうなるんじゃないかと思っていました。さっき驚いてみせたのは、会話を円滑に進めるための気遣いです」

「ほほう、さすが気配りのできる男じゃな」

「そういうことでしたら、僕は貴方たちの敵に回ります！　ははは、覚悟してください。今まで秘密にしていましたが──実は僕、手て強ごわいですよ？」

　そう言って彼は再びタイム軽トラに乗り込むと、そのまま何ど処こかへと走り去る。

　俺は景清さんが戦っているところを見たことはないが、今の話を聞く限り、腕に自信はあるようだった。

（……俺、本当は姫を止めるべきなんだろうな）

　今からでも『作戦を中止しろ』と姫を説得するべきなのだろう。景かげ清きよさんの言う通りにした方が、平へい家け町ちようのためになる。歴史的にもそれが正しい。

　だがアトランティスの村人たちのことを思うと、俺には邪や馬ま台たい国こくの悪行を見過ごすことはできなかったし、それに──、

「ぎシャー、シュルルルルル……」

「うむうむ、そうじゃろう。もっと褒めよ。妾わらわを好きになっても構わぬぞ」

「ぎシャー」

　姫の幼い恋の芽を摘むのも気が引けた。

「ぎシャー、シュルル？　ぎシャー」

「うむっ、問題ないのじゃ。そろそろ妾の計略が効を奏して、クラウゼラが『もうセンギョーシュフはいやだ、騎士ローズバドに戻りたい！　クッ殺せ！』と言い出しておるじゃろう。あやつ今回は戦剣ローゼウムを持っておらぬが、敵はショボい武器しか持たぬ原始人。素手であっても一〇〇〇人くらいチョチョイのチョイじゃ。それに、妾には〝秘密兵器〟がある」

「ぎシャー？」

　秘密兵器だと？　それはいったい……？

「くふふっ、それは秘密じゃ。さて、それではクラウゼラの様子を見てくるとしよう」







　再び、村の集会場。

　俺たちが様子を見に行くと、クラウは台所で半魚人たちの郷土料理を作っていた。キュウリを山ほど刻んで魚と一緒に煮込んだもので、この村の冠かん婚こん葬そう祭さい用のごちそうだ。

　キュウリというものは上流にあるカッパの村に輸出するための作物で、自分たちで食べることは普通ない。それを大量に使うのはハレの日のみの大変な贅ぜい沢たくだった。作るのにも手間がかかる。

　実を言えばこの料理、別段それほど美お味いしいものでもなく、また、これを供される男たちも本音ではそれほど好きでないらしい。ただ昔から、なんとなくで食べているだけのこと。なのに女たちは、

『──男どもは食べるばっかりでラクでいいわねギョ。なんで、こんな作るの面倒なもの好きなのかしらギョ』

　と陰で厭いや味みを言っていたし、男たちは、

『──もっと美う味まいもの食べたいギョ。まあ昔から出てくるものだし、作ってもらう側だから文句言いにくいけど』

　と我が慢まんしていた。双方なにもメリットのない慣習だ。

　これは余談になるが『現在』の平家町では冠婚葬祭のたびに近所の奥さんが集まって、ごちそうとして炊き込みご飯を作るのだが、やはり似たような感じだった。炊き込みご飯がごちそう扱いされるのはただ『手間がかかる』という一点のみの理由。決して美お味いしいからではない。『嫁にこれだけ苦労をかけさせたので喜んでください』というのが田舎流のもてなしの心なのだ。少なくとも『現在』の平へい家け町ちようでは。これだから田舎って嫌だ。

　……少し熱くなってしまったが、先ほども言ったように今のは単なる無駄話。そろそろ本筋に戻るとしよう。

　クラウは『ごちそう』のキュウリ料理を、たった一人で作らされていた。

「──モタモタしないで早く作るギョ！」

「──こらっ、もっと丁てい寧ねいに切るギョ！　早ければいいってもんじゃないギョ！」

「──これが終わったらお掃除とお洗せん濯たくだギョ！　怠なまけるなだギョ！」

　相変わらずの陰いん湿しつなシゴキ。

　しかも誰も望んでいない料理のための、誰も望んでいない作業だ。さすがのクラウもこれにはこたえただろう。そう考えていたのだが……。

「クラウゼラよ、どうじゃ？　センギョーシュフは辛つらかろう？」

　姫がそう訊たずねると、クラウは満面の笑みで答えた。

「いいえ、ちっとも。今の私はこれまでにないほど充実しております」

「なんじゃと!?　これほど働かされておるのにか？」

「戦いしか知らぬ私には、センギョーシュフの仕事は全すべて新鮮な喜びであるのです。命の危険もなく、逆に他人を傷つけることもなく、ただ皆のために家事をして尽くす──これほど嬉うれしいことはありません。それに忙しいと言っても戦場ほどではありませんし」

「うむむむむ、しまったのじゃ！　実は騎士ローズバドの仕事の方が、シュフよりよっぽどブラックであったとは！」

　お前の国の場合は、特にブラックそうだしな。たぶん『神聖連合王国イースの騎士ローズバドって、鎧よろいは銀色なのに黒騎士だな』とか陰で言われていたと思うぞ。

「ならば汝なんじ、まだ『もうセンギョーシュフはいやだ、騎士ローズバドに戻りたい！　クッ殺せ！』と思ってはおらぬのか？」

「当然です。これほど素晴らしい職があることを教えていただき、姫殿下には感謝の言葉もございません」

「うぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬ！」
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「うむむ、困ったのじゃ……」

　俺たちは集会場の広間で、例のキュウリ料理を食べながら作戦会議をする。ちなみに料理はかなりの不ま味ずさだった。

「ぎシャー……？」

「いいや汝なんじはそう言うが、クラウゼラなしでは絶対に勝てぬ。村人たちは戦わず、守り神だけであの軍勢を相手にするなど無理なのじゃ。このままでは、この地にジャスコを建てられて『現在』にジャスコを作れなくなってしまう……」

「ぎシャー、シュルルル……」







　一方、台所──。

「ギョギョ……ちょっと、〝クッ殺せと言う女クラウゼラ〟さん」

　石の包丁でキュウリを刻むクラウゼラに、一人の半魚人が声をかけた。

　それは年の頃三〇ほどの、菫すみれ色いろのワンピース水着を着た女性半魚人──村の主婦たちのリーダー格である〝魚を獲とるのが上う手まい女〟だ。

「は……。なんでしょう？」

「貴方あなた、ずいぶん楽しそうに仕事をしてるギョ。そんなに主婦の仕事は楽しいギョ？」

「はい、それはもう！　戦いくさしか知らぬ私には、なにもかも楽しくて仕方ありません」

「ギョギョ、それならいいけれど……。でも私には、貴方がなにかから逃げているように見えるギョ」

「逃げる、ですと……？　なにから？」

「そこまでは知らないギョ。でも、少し不愉快ね……。そういう子って、ときどきいるけど──でも、専業主婦ってのは逃げ場じゃないギョ」

「私は、そんな……。逃げてなどおりません！」

「ギョギョ、そう……。それだったらごめんなさい。勘違いしたことは謝るギョ」

「いえ……」

「でもね、これだけは言っておくギョ。──どんな仕事でも、始めて二、三日くらいは楽しいものギョ。主婦だろうと兵隊だろうと、なんだって同じギョ。新しい仕事は新鮮に感じるから、忙しくっても充実した気持ちになれる。でも、一年経たち、二年経ち──これからも同じような日々が残り何十年も続くんだと実感が湧わくようになって、そこから本気でキツくなるんだギョ。ここの主婦たちもみんなそうだった」

「は……」

「世の中、ラクな生き方なんてないギョ。貴方がそれを分かっているといいんだけど」

「………………」

　クラウゼラは、その後しばらく無言のままで作業を続けた。







　さらに一〇分ほど経過する。

　集会場の広間では、先ほどに引き続きポー姫たちが頭を悩ませていた。

「うむむ、困ったのう。この状況、絶望的じゃ」

「ぎシャー」

　姫の考えは、ほんの少しだが間違っていた。──一同はもうすぐそれを知ることになる。

　本当に絶望的になるのは、このすぐあとだ。




「──ギョギョギョーッ！　大変！　大変ですギョ！」




　突然、見張り番の男性半魚人が集会場に飛び込んできた。

「ぎシャー、シュルルル？」

「ギョギョーッ、敵の総攻撃ですギョ！　邪や馬ま台たい国こくのやつら、全軍でこの村に向かってきていますギョ！」

「ぎシャーッ!?」





　　４






　窓から外を覗のぞくと、見張り番の報告通りの光景があった。

　そこには、卑ひ弥み呼こ率いる一〇〇〇名の軍勢！　兵たちの土を蹴ける足音が、じわりじわりと近づいてくる──。

「むむむ、あの陣形……あやつら、この村を包囲殲せん滅めつする気じゃな。古代人のくせに、ちゃんと兵法の理にかなった陣形を取っておる。さすがは祖母殿の若い頃じゃ」

「褒めてる場合か。……そうだ！　村の人たちは水の中に隠れていればどうだ？」

　半魚人なのだから、ずっと水に潜ったままでも平気なはずだ。上う手まくやりすごすことができるかもしれない。

「リンイチローよ、それは素人らしい浅あさ墓はかな考えじゃ」

「なんだと姫？」

「ほれ、あそこに川の上流に向かう一隊がいよう？　あれは、たぶん毒でも流すつもりじゃ。さらには下流のあのあたり。よく見ると、けっこうな数の兵が潜んでおる。逃げてきた者たちを襲う算段になっておるのじゃろう。水中に隠れても無駄ということじゃな」

　姫の見立てによれば、邪馬台国軍はこの圧倒的戦力をもってアトランティスの村を一気に制圧する気でいるらしい。

「──ど、どうするギョ？　このままでは、この地にジャスコが建てられてしまうギョ」

「──ギョギョ……いつものように守り神様に頼んで戦ってもらうしか……」

「──そんな！　あの人数では守り神様でも勝てないギョ！　守り神様に死んでくれって頼むのと同じだギョ！」

「──だが、我らは戦いを捨てた民族なのだギョ。今さら自ら武器を取るなど……」

「──降こう伏ふくするギョ！　ジャスコを受け入れれば命までは奪われないはずだギョ！」

　こうして村中の半魚人たちが狼狽うろたえ、弱腰の議論を重ねる中──、

「ぎシャー……」

　ただ一人、守り神の水ミナ神カミダーゴンが立ち上がった。

「ぎシャー、シュルルルル……ぎシャー」

　今、言ったことは俺にも分かる。

　この守り神は、たった一人で戦いに行こうというのだ。武器を持たぬ村人たちのために。生きては帰れぬと知りながら。

　巫み女こである〝深いところで暮らす女〟が彼の足に必死ですがる。

「ギョギョ！　いけません、守り神様！　殺されてしまいます！」

「ぎシャ、シュルルルルルルルー……」

「ギョギョ、そんな……。邪や馬ま台たい国こくの軍勢と刺し違えようだなんて……」

　守り神は幼い巫女の手を優しく振りほどくと、そのまま集会場から去っていく。死の戦場へと向かうのだ。

「おっと、妾わらわも一緒に行くのじゃ」

　ポー姫!?

「ぎシャーッ！　シュルルル、ぎシャーッ！」

「いいや、安心せよ。ただの物見遊山の野や次じ馬うまじゃ。危なくなったら勝手に逃げるので心配する必要はない」

「ぎシャー……」

　そうは言っても、死地と知りつつ同行しようとは。

　姫のやつ、やはり守り神のことを……。

「姫──俺も行くぞ！」

　俺も、半ば自や棄け気味にそう言っていた。

　自分になんの力もないのは分かっている。だが、それでも姫を放ほうっておけないし、それ以上に──この守り神を一人きりで行かせるわけにはいかなかった。

「くふふっ、リンイチローよ無理をするでない。それに、汝なんじにはもっと大事な『役割』があるじゃろう？　そちらの務めを果たすがよい」

　俺の『役割』だと？
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「女王卑ひ弥み呼こが命ずる。──全軍、前へ！」

「「──はいっタイ！　卑弥呼様、万ばん歳ざいタイ！」」

　女王が発した号令で、邪や馬ま台たい国こくの軍勢は前進する。目の前にあるアトランティスの村へと向かって。

「フフ……。ジョニーとやら、貴様のお友達はもうすぐ最期だ」

　輿こしの上の卑弥呼は、傍かたわらの虜囚へとその目を向けた。オークのダイナマイトジョニーは縄で縛られたまま、輿の横を歩かされている。自由を奪われた巨漢へと向ける女王の視線はサディスティックで、どこか悪戯いたずら娘のような子供っぽさすら湛たたえていた。

　三メートルの身長と鍛え抜かれた筋肉、それに緑の肌と猪いのししのような顔。女王にとってこの巨体のオークは、初めて目にした『珍しい玩具おもちや』であったのだ。

　一方、当のダイナマイトジョニーはといえば、

「ブゴーフゴー……トメ子さんがワタクシにサバを読んでいたなんて……。それに、若い頃はこんな人だったなんて……」

　縛られたまま、ただぶつぶつと同じ言葉を繰り返すのみだった。

　焦点の定まらぬ目で虚空を見つめる彼を見て、卑弥呼はふふっとほくそ笑む。

「フフ、楽しいぞ。今日の私には三つも玩具がある。一つはこの虜囚の大男。もう一つは、あの魚臭い村。いずれも壊して遊ぶ玩具だ。──全軍、攻撃を開始せよ！」

「「──はいっタイ！　卑弥呼様、万歳タイ！」」

　まずは村の方から壊して遊ぶ。女王の命で、兵たちが村へと襲いかかろうとした、そんなとき──。




「──ぎシャーッ！　シュルルルルルルルル！」




　現れた。村の守り神、水ミナ神カミダーゴンが。

　無数の触手を振り乱し、鳴き声を雷のように轟とどろかせながら。

　その気合い。その覚悟。一〇〇〇名を超える兵たちは、ただ一匹の触手モンスターに恐怖し、兜かぶとの下で冷や汗を流す。

　怯おびえぬ者は、ただ一人のみ。

「アハハハハ！　守り神よ、三番目の玩具は貴様だ！」

　女王の紅あかい唇は、サディスティックに笑っていた。






第七章







ポー姫「さあ、おなじみロングパス伏線の回収タイムなのじゃ！　妾わらわがクラウゼラに授ける秘密兵器とは、なんと──!!」

麟りん一いち郎ろう「さてと、そろそろＤＶＤを用意するか……」

ファウ皇こう女じよ「……一方、そのころ『現在』では──」
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　俺が集会場の窓から外を覗のぞくと、守り神の姿があった。

　ただ一人、邪や馬ま台たい国こくの軍勢と戦う彼の勇姿が。

「ぎシャー、シュルルルル！」

　その無数の触手で、迫り来る敵兵たちを千切っては投げ、千切っては投げ。

　投げ飛ばされた兵たちの多くは、背中を強したたかに打って気絶する。瞬く間に二〇名ほどが地べたに倒れて動かぬままだ。──だが兵士たちは鎧よろいを着ており、地面も草に覆われた土。さほど深い傷は負うまい。

「ぎシャーッ！」

　守り神は相手の生命を気遣って、このような戦い方をしているのだろう。

　しかし相手は一〇〇〇名を超える大軍勢。現段階でこそ優勢だが、この調子ではいずれ力尽きて逆転されよう。

「──怯ひるんではならんタイ！　数で押し包むっタイ！」

「──ばってん、あん化け物は手て強ごわいタイ……」

「──いいや、向こうは殺す気がないんタイ！　なにを怖おそれることがあるタイ！」

　守り神に殺意がないことに、邪馬台国側は気づいていた。敵の手加減というのは世界一頑丈な鎧と同じだ。死ぬ危険がないと分かった人間は、どれだけでも勇敢になれる。

「──突撃！　突撃タイ！」

　次々と友軍が投げ飛ばされるのを目の当たりにしながらも、兵士たちは銅の矛を振るい、勇ゆう猛もう果か敢かんに守り神へと突進してくる──。

「ぎシャー、シュルるるるるルル……」

　だが、そこに（比ひ喩ゆ的な意味での）援護射撃。

「くふふっ。汝なんじら命知らずなのじゃな？」

　ポー姫だ。いつの間にやら守り神のすぐ横に立っていた。

「汝なんじら、『毒』は怖くないようじゃのう？　さすがは命知らずのヤマタイコク兵、見上げたものじゃ。この見た目、毒々しい色合い、なにゆえ『触れても平気』と思ったか？」

　もちろん、ただのハッタリだ。とはいえ──、

「──毒？　それは本当タイ？」

「──聞いたことなか……。しかし、あの見た目タイ。毒があっても不思議はなかタイ」

「──じゃあ、触手に触れられた者は死んでしまうっタイ!?」

「──いや、きっと近づいただけで死ぬとタイ！」

　邪や馬ま台たい国こく側に動揺が拡ひろがっていく。

　ポー姫のやつ相変わらず口が上う手まい。適当なことを言わせれば世界一。こいつの適当は軍事利用が可能なレベルというわけだ。

「──ええい、たぶらかされてはならんっタイ！　もし毒が本当なら、その小娘も安全ではなか！　すぐ近くに立っているし、さっきから触手が何度か触っていたタイ！　なのに、平気な顔しているのはおかしいタイ！」

　だが、そう言った兵士にポー姫は曰いわく。

「妾わらわは既に死を覚悟しておるのじゃ。どうせ戦いくさに負ければ殺されよう。ならば、ここで毒で死んでも同じことじゃからな。……ウウッ、お腹なか痛い！」

　話の途中で姫は、いきなり腹を抱えて蹲うずくまる。

　俺から見ればしらじらしい演技に過ぎなかったが、初対面の敵たちには本当に毒が回ったように見えたのだろう。兵たちの中に、さらに動揺が拡がった。このタイミングでこれほど雑な噓うそを言うなんて、普通の神経の者にはできまい。

「ぎシャーッ！」

　さらには守り神の、鬼神のごときこの気迫。

　守り神とポー姫はたった二人で、一〇〇〇人の兵士と互角以上に渡り合っていた。







「ギョギョ！　みんな、外を見るギョ！　今こそ好機ギョ！」

　そう言ったのは、巫み女この〝深いところで暮らす女〟だ。

「あの二人だけに戦わせていてはいけないギョ！　私たちも討って出るギョ！」

　そう。今こそ最大にして最後のチャンス。

　いずれポー姫のハッタリもバレて、再び不利になるに違いない。この混乱に乗じてアトランティス全員で攻撃を仕掛けるしか勝利する道はなかった。

　でありながら──、

「──いや……やはり、戦うわけにはいかないギョ」

「──うむ。今さら頑張ったところで、敗北は目に見えているギョ」

「──我々は降こう伏ふくするギョ。『戦いは守り神様たちが勝手にやったことだ』と言えば、きっと許してもらえるギョ」

「──そうそう。みんなで戦ったら誤ご魔ま化かしが効かなくなるギョ」

　村人たちに戦意はなく、それどころかこのようなことを言う者たちまでいたのだ。

「──まったく守り神様も余よ所そ者ものの娘も、余計なことをしてくれるギョ……」

「──そうだギョ。相手の機嫌を損ねるだけだギョ」

「──守り神とか呼ばれてたくせに、最後は村にひどい迷惑をかけたギョ」

　これを聞き、巫み女こは怒りを露あらわにする。

「ギョギョ……みんな、なんだギョ！　村のために戦わないどころか、命がけで戦っている守り神様たちの悪口を言うなんて！　みんなはジャスコが建てられてもいいのかギョ!?　この村が守れなくても!?　それでも誇り高きアトランティスの末まつ裔えいかギョ！

　ここは私たちの土地だギョ！　私たちの先祖が、荒れ野を切きり拓ひらいて村を造った！　魚を獲とり、畑を耕し、秋には木の実や果物を採る！　そんな、私たちの棲すむ土地なんだギョ！　その大切な場所を守れなくてもいいと言うギョ!?」

　半魚人たちは皆、沈ちん黙もくした。

　ただの一言も発しない。発せない。幼い巫女の言葉に恥はじ入り、さらには民族の誇りを刺激されたのだろう。

　押し黙る一同に〝深いところで暮らす女〟はこう続ける。

「みんな、戦うんだギョ！　あそこにいる〝時を駆ける美少女天使ポーリリフア姫〟の言葉を忘れたかギョ！」

　アトランティスの末裔たちは、黙したまま互いに視線を交わし──そして、ただ頷うなずいた。彼らの目には決意の光が宿っていた。





　　２






「ぎシャー、シュルルル！」

「ほれほれ、もっと離れるのじゃ。汝なんじら毒が怖かろう」

　邪や馬ま台たい国こくの兵士たちは、守り神とポー姫を遠巻きに取り囲む。

　あたり一帯を埋め尽くす兵の群れに、二人の周りにだけ丸く隙すき間まができていた。それはまるで木の葉に開いた虫むし喰くいの穴のよう。邪馬台国は数で圧倒していながらも、攻撃はおろか近づくことすらできないままだ。

　しかし、やがて──、

「兵士ども、なにをしておる！」

　輿こしの上から、女王たる卑ひ弥み呼こが声を荒げた。

「貴様たち、なぜ攻めぬ!?　我が邪や馬ま台たい国こくには毒に怯おびえる臆おく病びよう者ものなど一人もいない！」

　女王の輿こしを囲む近衛このえ兵へいの一団が、鉄製の矛を兵たちに向ける。これは『退ひけば殺す』という卑ひ弥み呼この意思表示だ。

　進むも死。退くも死。女王の本気を感じ取った兵たちは、じりじりと少しずつだが守り神へと歩を進める──。

「ぎシャー、シュルルル……？」

「うむむ、弱ったのじゃ……」

　しかも距離を詰めたことから、兵たちは『近づいても平気』『やはり毒などない』と気づいてしまった。これにて形勢は一気に逆転する。

「フフッ……。どうやら勝敗は決したようだな？」

　輿の上で、卑弥呼は勝ち誇った笑みを浮かべていた。

「愚かな者たちよ、たった二人でこの卑弥呼に刃向かおうとは。貴様らの屍しかばねをジャスコの礎としてくれる。──兵ども、二人を殺せ！」

「ぎシャー……」

「うむむ……」

　だが、そのときだ。




「──二人じゃないギョ！」




　突如、戦場に響く少女の声！

　卑弥呼や兵たちが声の方向へと目をやると、そこにいたのは巫み女この〝深いところで暮らす女〟。

　いや、いたのは彼女だけではない。

　アトランティスの半魚人、総勢七〇余名。

　女も子供も老人も、全員がそこにいた。ある者は埃ほこりを被かぶった科学兵器を手にして。またある者は、そのあたりにあった農具や棒切れを持って。

　いずれの双そう眸ぼうも真まっ直すぐに、敵である邪馬台国軍と自らの未来を見据えていた。

「お前に刃向かうのは二人じゃないギョ！　殺すなら私たち全員を殺すがいいギョ！」

「「──そうだギョ！　そうだギョ！」」

　村人たちの参戦に驚いたのは、邪馬台国軍よりもむしろ守り神の方であったろう。彼の狼ろう狽ばいぶりは、まるで敵の伏兵でも現れたかのようだった。

「ぎシャーッ!?　シュルルルル！　ぎシャーッ！　ぎシャーッ！」

「ギョギョ……ごめんなさい守り神様。ですが、逃げません。私たちも戦わなければいけないのですギョ！　たとえ犠ぎ牲せいを払おうと、大切なものを守って戦わなければ！　そこにいる〝時を駆ける美少女天使ポーリリフア姫〟の言葉で気づいたのですギョ」

「ほほう、妾わらわの言葉じゃと？」

「はいですギョ。『ユメは時間を捨ててはいけない、時間もユメを捨ててはならない』──あの言葉を思い出し、我々は立ち上がったのですギョ！　いえ、正確には『歌手のマ〇ハラノリユキさん』とかいう方の言葉でしたっけ？」

「「──ユメは時間を捨ててはいけないギョ！　時間もユメを捨ててはならないギョ！」」

「あ……いや、ちょっと困るのじゃ。あれは実のところ、ただのボケであって……。汝なんじら、あんまり繰り返すでない！　ややギリギリな芸能ネタを使ったのは謝るから、あまり深追いするでないのじゃ！　いろいろヤバイ！」

「「──歌手のマ〇ハラノリユキさん万ばん歳ざい！　歌手のマ〇ハラノリユキさん万歳！　ユメは時間を捨ててはいけないギョ！　時間もユメを捨ててはならないよ絶対！」」

「だーかーらー、やめるのじゃ！　頼むから！」

　こうして村人たちは立ち上がり、守り神は七〇名もの頼もしい援軍を得た。

「ぎシャー、シュルルルル……」

　はは、そうだな。これじゃ、どっちが守り神だか分からない。

「ぎシャー、シュルルルル！　ぎシャーッ！」

「「──歌手のマ〇ハラノリユキさん万歳！　歌手のマ〇ハラノリユキさん万歳！」」

　守り神の号令と共に、半魚人たちは反撃を開始する──。

　……こっちは、これでいい。守り神たちに任せよう。

　あとは俺が、自分の『役割』を果たすだけだ。
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　俺は、さっきポー姫と交わした会話を思い返す──。

『──くふふっ、リンイチローよ無理をするでない。それに、汝にはもっと大事な〝役割〟があるじゃろう？　そちらの務めを果たすがよい』

『──俺の〝役割〟？　それはなんだ？』

『──決まっておる。我が騎士ローズバドクラウゼラのことじゃ。ほれ、今までも毎回そのパターンだったじゃろ？　クラウゼラが妙なことでウジウジと悩んで〝もう戦えない〟とか言っておると、汝がなにやらちょっとイイことを言って立ち直らせて、復活したクラウゼラのおかげで大逆転というアレじゃ。毎度おなじみのパターンじゃ』

　パターンとか言うな。メタ話か。

　しかし、言われてみれば何度も同じようなことをやっている。

　つまりは、姫は俺に『クラウを説得しろ』と言っていた。クラウの力さえあれば、この戦いを逆転できる。それも敵味方の犠ぎ牲せいを最小限に抑えてだ。姫はそう言っていた。

　ポー姫は、いつもより少しだけ真剣な顔でこう続けた。

『──悔しいが、あやつは妾わらわよりも汝なんじの話の方をよく聞くようじゃ。……リンイチローよ、我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウゼラのこと任せたぞ』

『──……分かった』

　思えばポー姫は、こうなることを見越して俺を過去に連れてきたのかもしれない。買いかぶりすぎかもしれないが、あの抜け目ない姫ならあり得ることだ。







　こうして俺は集会場の台所で、必死にクラウを説得する。

　どうか騎士ローズバドに戻ってくれと。

「頼む、クラウ！　この通りだ！」

「…………」

　クラウは裸エプロン姿（疑似）のまま、ずっと料理を作っていた。

　他に誰もいなくなった台所で。

「お願いだ。騎士ローズバドに戻って戦ってくれ。お前の力が必要なんだ」

　俺は土間に額を擦こすり付けんばかりに頼み込む。だが──、

「断る……。今の私はセンギョーシュフ。二度とは剣を握らぬ覚悟だ」

　俺と目も合わせぬまま、ただひたすらキュウリを刻み続けていた。

「そんな、クラウ……。おかしいだろ!?　だって村の主婦たちもみんな邪や馬ま台たい国こくと戦っているんだぞ？　お前が専業主婦だというなら、むしろ戦うべきじゃないのか」

「…………」

「なあ、頼む……。本当は俺も、お前に戦わせたくないと思っている。戦いが嫌で専業主婦になろうとしているお前に『また騎士ローズバドに戻れ』なんて言うのは、ひどく残酷なことだろう。けど、村の人たちの命がかかっているんだ！　俺たちを助けてくれた守り神も──それにポー姫も！　お前、姫を見捨てられるのか!?」

「…………っ！」

　石包丁を持つ手が一瞬だけピタリと止まる。姫の名を聞き、さすがに気持ちが揺らいだのだろう。……が、すぐにまたクラウはキュウリを刻む。

「いや……姫殿下ならば、自力でなんとかなさるはずだ。前もそうしていた。私などいなくとも問題あるまい……」

「なんだって……？　もしかしてクラウ、スネてるのか？　前回、お前なしで事件を解決したから。けど、そんな理由で見捨てるなんて──」

「違う！　私の心は、もっと複雑で──しかし、理由はより単純なのだ！」

「……？　じゃあ、なんだ？」

「………………」

　クラウはしばし沈ちん黙もくしていたが、数秒の後、覚悟を決めたかのように語り出す。

「リンイチローは、ヤマタイコクの女王ヒミコが誰であるか忘れたのか……？」

　忘れるはずがない。うちの祖ば母あちゃんだ。

「相手が身内だからって遠慮してんのか？　そりゃ、知った顔と戦いたくない気持ちは分かるが──」

「いいや、そうではない……。私がここで刃向かえば、祖母殿に嫌われてしまうかもしれん。そうなれば、リンイチローとの結婚に反対されるかも──。それが困るのだ！」

　どういうことだ？　わけが分からないぞ。

「祖母殿は我らの結婚に乗り気だが、お前リンイチロー自身は乗り気でない……。祖母殿の支持を失えば私はリンイチローと結婚できなくなってしまうではないか……」

「お前、まだそんなことを！　そこまで専業主婦にこだわるか!?」

「だから、そうではない！　お前が思っているのとは少しだけ違う理由なのだ！　とても口にしがたい理由だが！」

　そこまで言いかけて、クラウは再び黙ってしまった。ますます意味が分からない。それほど言いい難にくい理由とは、果たしていかなるものなのか？

（……いったい、なんなんだ？）

　俺は、クラウの顔を覗のぞき込こむ。

　ずっと目も合わせてくれぬ彼女の顔を。

（やはり拗すねているのか……？　それとも、俺に怒っているのか？）

　そう思って覗いたクラウの顔は……どちらでもなかった。

　拗ねてもおらず、怒ってもいない。

　ただ、照れていた。

　いつもの恥はじらうクラウの顔──いや、初めて裸エプロン姿（疑似）になったときよりも、さらにずっとずっと真っ赤な顔で、泣きそうな目をして俯うつむいていた。

「お前、どうしてそんな顔を……？」

　このタイミングでする表情か!?

　この俺に隠しているのは、それほどまでに恥ずかしい真実であるというのか？　いつぞやのエロゲーやブルマーよりも恥ずかしいことか？

　そんな俺に、クラウは恥じらい顔のまま曰いわく──。

「だって……だって、リンイチローは平気なのか!?　私が──お前のセンギョーシュフでなくなっても！　お前の妻ではなくなっても……!!」

　…………お前、急になにを訊きく？

「リンイチローよ、お前に言っておかねばならない……。私は騎士ローズバドを捨ててセンギョーシュフになりたいと思っているし、お前と結婚したのもセンギョーシュフになるためだった。それは真実だ」

「ああ、そうだろうな」

「だが、それでも……『誰のセンギョーシュフでもいい』とは思ってないのだ……」

　なんだって……？

　ちょっと待てクラウ！　お前、なにを言っているんだ？　お前の言おうとしていることは、まるで──。

「私は、お前の──セタ・リンイチローのセンギョーシュフに……」

「クラウ……」

　まるで、プロポーズのよう……。

　──というか、これって本物のプロポーズだ!?
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　待て！　待て待て待て待て！　ちょっと待て！

　なんだ、この急展開!?　今のって本気なのか？　本気の愛の告白なのか？












（クラウのやつ、俺のことが好きだったのか……!!）

　それは、間違いなく嬉うれしい。クラウは美人だ。今までの俺の人生で美人にモテるなんてこと一度もなかった。

　俺もクラウのことは嫌いではない。恋愛的に好きかと言えば、そのあたりは自分でもはっきりしないが、少なくとも一緒に暮らす家族としての愛情はある。

　だが、結婚だと？

　俺はまだ高校生だ。この若さで結婚などという一生の問題を決めるだなんて、さすがにできない。今結婚してしまったら『都会の大学に進学して将来は東京で就職する』という人生設計も崩れてしまう。──とはいえ、この話、断ってもいいのか？　クラウの気持ちを傷つけることになるし、これからの人生で美人と結婚するチャンスが二度と来ないかもしれない。

（いったい俺はどうすれば……。仙人、俺はどうすればいいのです!?）

　そうか──モテモテ仙人の言っていたのはこのことだったのだな……。『鈍感系主人公であれ』というのは、相手と自分を傷つけないための優しさなんだ。今、やっと本質を理解することができた。

（仙人、俺は分かりました……。ついにモテモテの真しん髄ずいに──）

「おいっ、リンイチローよ！　聞いているのか！」

「お……おう、クラウ！　聞いてるぞ！」

　そうだった。真髄に目覚めても、状況はなに一つ変化していない。

「リンイチロー……祖母殿やこの村のシュフたちの仕打ちに耐えていたのは、お前のためだ……。なにがあろうと、お前の妻でいたかったから……」

「クラウ……そこまで俺のことを……」

　お前、そんな健けな気げな想おもいで、ずっと家事をしていたのか……!!　いけない、今のはさすがにグッと来た。

　涙目の恥はじらい顔で、しかも裸エプロン（疑似）でそんなことを言われたら──。

「クラウ……」

「リンイチロー……」

　俺とクラウは、互いに瞳ひとみを見つめ合う。

　真まっ直すぐに。ぎこちない動きで距離を少しずつ縮めながら。気がつけば、互いの息が触れ合うほどの近さだった。

　それは、まさに『キスをする直前の距離』。

　心臓は破裂しそうなほどに高鳴っている。クラウもそれは同様だ。

　彼女の顔は、真っ赤を通り過ぎて赤黒くなっていた。そして、興奮しすぎた《魔法地平シーズベツド》人の生物学的特性として……、

「……ウウッ、鼻血が！」

　ブバッ、と血液が噴き出した！

　一〇リットルくらい！　床が真っ赤に染まっていく！







　……ふと台所の窓から外を見れば、村の半魚人たちが邪や馬ま台たい国こく軍を相手に激しい戦闘を繰り広げていた。

　七〇対一〇〇〇という圧倒的戦力差でありながら、半魚人たちの士気は高く、勇ゆう猛もう果か敢かんな戦いぶりを見せている。それどころか一部の半魚人が持つアトランティスの武器の働きもあって、わずかな差とはいえ戦況は半魚人側優位であった。




「──ぎシャーッ！　ぎシャーッ！」

「──そうじゃ、前進じゃ！　このまま押し切ってしまうのじゃ！」




　守り神と姫の声が戦場から聞こえてくる。二人も頑張っているらしい。

　外ではそんな激戦が繰り広げられていたが──『血みどろ』という点では、台所の方が上だった。

「クラウ!?　お……おい、しっかりしろ！」

　彼女の赤かった顔はみるみるうちに血の気を失い、すっかり青白くなっていく。

「大丈夫か？　意識はあるか？」

「ふぅ……。いいや、心配はいらない。《魔法地平シーズベツド》人ならば普通のことだ。──とはいえ一般人ならば今ので気絶していただろう。私は戦場で気を失わないよう特殊な訓練を受けているので、なんとかギリギリで耐えられた。近くで戦いがある限りは失神しない」

「そ、そうか……。大丈夫というならいいんだ」

　何度見ても、これには慣れない。さすがに血を出しすぎだろう。台所中が血ち塗まみれでフリルエプロンもすっかり赤く染まっている。

「なにも問題ない。むしろ、頭に上のぼった血が出ていって、すっきりと頭が冴さえている。まるで爽さわやかに晴れた青空のよう……。姫殿下はこれを『賢者タイム』とおっしゃっていたが、まさしくそのような気分だ。さすが姫殿下、上う手まい言い回しをお使いになられる」

　あの姫、下品なことを平気で口にするな？

　だが、さすがは賢者タイム。今ので冷静になったらしい。普段はどちらかといえば無口なクラウがやたらと饒じよう舌ぜつになっているが、これも頭がすっきりしている故だろう。

「ふぅ、すっきりだ……。ところでリンイチローよ、今のうちに言っておかねば。多少言いい難にくいことであるのだが、その…………さっきのは、さすがに言い過ぎだった」

「はぁ？　なんの話だ？」

「落ち着いて考えてみたのだ。リンイチローのことは嫌いでないが、さすがに結婚するほどまで好きではない」

　なんだよ、急に!?

「お前もよく考えてみるのだ。我らはまだ一六歳……偽装ならばともかく、本気で結婚するのは早かろう。だから──今はまだ、お前の気持ちに応こたえることができない」

「なんで俺が結婚申し込んだみたいな体ていになってるんだよ！」

　なんなんだ。なんで結婚申し込まれた俺がフラれてるんだ。

「すまんな、リンイチローよ。私は今まで冷静でなかったのだ。センギョーシュフという新たな職業を知り、のぼせあがっていたらしい」

　だろうな。それは知ってた。

　あと、もう一つ分かったことがある。《魔法地平シーズベツド》人が興奮すると鼻血を出すのは、頭にのぼった血を排出して平常心を取り戻すためなのだろう。ある意味、本当の『賢者タイム』だ。地球の人類も持っていた方がいい機能ではなかろうか。

「やれやれ、私はなにをしていたのだろう……。と、とにかくだ……リンイチローよ、今までのことは全すべて忘れろ！　私はなにも言っていない！　さもなくばクッ殺せ！」

　クラウは冷静になって、これまでの発言全てが恥はずかしくなったらしい。また真っ赤な顔になりながら、おなじみの『クッ殺せ』を口にした。

「いいか！　お前の説得により、いつものように私は再び戦う勇気を得た！　毎度のパターンだが感謝する！」

「そうか？　俺の説得、関係なくないか？」

「う……うるさいっ！　記憶を上書きしろと言っているのだ、クッ殺せ！　とにかく姫殿下たちに加勢するぞ！」

　……まあ、いいか。

　こんなときだが、照れ隠しをしているクラウは可愛かわいい。

　血染めの裸エプロン（疑似）は怖かったが。
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　さっき、クラウは言っていた。

『──今はまだ、お前の気持ちに応えることができない』と。

　まるで『将来は結婚してもいい』と言っているようで、その点だけ少々気になっていたのだが──。

（……いや、今はそんなことを考えている場合じゃないな）

　ともあれ、戦場。

　一時は優勢であったアトランティスだが、さすがに多勢に無勢。鉄の武器を持つ近衛このえ兵へいたちが前に出たことを切っ掛けに、戦況は再び逆転する。

「──ギョギョーッ!?　あいつら鉄を持っているギョ！」

「──うわーっ、もう駄目だギョ！」

　鉄の矛は青銅のそれを大きく上回る威力を持つが、それ以上に問題なのは、彼らが『貴重な鉄器を任されるほどの腕前の持ち主』であることだ。それが約五〇名。

　敵の虎とらの子たちを前にして、半魚人たちは次第に追い詰められていく──。

「ぎシャー、シュルルルル……」

「いやいや、守り神よ諦あきらめるでないのじゃ。まだ負けたわけではない」

「ぎシャー？」

「うむっ。ちょうど妾わらわの切り札が来たようじゃぞ。──汝なんじら、遅いのじゃ！」

　ああ、悪いな。いろいろあって手間取ったんだ。

　お前の切り札──騎士ローズバドクラウゼラは連れてきたぞ。

「姫殿下……遅くなりましたこと、お詫わびのしようもございません」

　クラウは姫に、片膝ひざで跪ひざまずきながら謝罪する。

　だが、自らの騎士ローズバドを前にしたポー姫は、いつものように笑っていた。

「クラウゼラよ、よくも待たせてくれたのう？　かくなる上は戦場での働きをもって、妾への償いとするがよい」

「はっ！　ご寛容、ありがたき幸せ！」

　そしてクラウは立ち上がり、高らかに名乗りを上げる。

「聞け、ヤマタイコクの兵どもよ！　我こそはイース神聖連合王国が王都アデルベーンの生まれにして〝金きん鳳ぽう花げの君〟と名高きポーリリファ姫に仕えし騎士ローズバド、クラウゼラ・ルー・コトヴィック一六歳──人呼んで〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟なり！」

　彼女の名乗りが終わると同時に、敵の精鋭五〇が一斉に襲いかかる。

　一方、クラウは徒と手しゆ空くう拳けん。武器を持たぬ素手のまま。鎧よろいもなく、装備といえば赤いフリルエプロンだけだった。

　そんな彼女が、いかにして最強兵器たる鉄の矛に立ち向かうのか!?

「我が騎士ローズバドよ、『秘密兵器』じゃ！　これを武器として使うのじゃ！」

「はっ、姫殿下！」

　クラウは姫の投げたそれを空中で受け止める。長さわずか一五センチ足らずしかない棒状のなにかを。

　だが、クラウがその棒を振るうと──、




　──べきり、ばきっ




　折れた。

　迫り来る敵の刃やいばが。次々と。

　この時代で最も硬い物質である鉄の刃が、まるで枯れ枝ででもあるかのように。

　ほんの数秒のうちにクラウは、精鋭五〇名分の矛を全すべて真二つに叩たたき折る。

「──ど……どうなってるタイ!?　鉄の武器が折られるとは……」

「──しかも、あんな小さか棒に……。鉄より硬いということタイ？」

「──いったい、あの武器はなんなんタイ!?」

　邪や馬ま台たい国こく兵たちの疑問に答えたのは、あの秘密兵器を用意したポー姫だった。

「くふふっ、驚いたじゃろう古代人よ？　あれこそは未来の叡えい智ち！　この地球チーキユで最も硬き物質──その名も〝あずきボー〟である！」

　──って、あずきボーだったのかよ!?

「おやつ用に朝、家の冷凍庫から持ってきたのじゃが、もう昼過ぎなのに全然溶けずにガチガチのまんまなのじゃ。のうリンイチローよ、この食べ物って本当にこういうものであるのか？　一昨日おとといにおやつで出たときも、ちっとも溶けぬままじゃったし……みんな、どうやって食べておるのじゃ？」












　知らねえよ！　たしかにそのアイスはガチガチに硬い上に溶けにくいので有名だが、さすがに鉄より硬くはないし、そこまでずっと溶けなくもねえよ！　異世界人と化学反応でも起こしてるのか!?

　とはいえ、現実として鉄は折られた。それがあずきボーの硬さによるものか、あるいはクラウの達人級の技量によるものか。いずれにせよ敵の顔に浮かんだ絶望の色は筆舌に尽くせない。五〇名とも既に戦意は喪失していた。

「どうした、もう終わりか？　この〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟に挑む勇士は、もうヤマタイコクにはいないのか！」

　クラウの声が、高らかに戦場に響き渡る。しかし、この挑発に乗って彼女に挑もうという敵はいなかった。

　たった一人を除いては。

「ふん……我が国の兵は腑ふ抜ぬけばかりか？　こうなれば仕方あるまい。──誰ぞ、余の武器を！」

　そう言ったのは女王卑ひ弥み呼こ。

　彼女は輿こしから降りると、ゆっくりクラウの前へと歩み出る。

　そして、改めて名乗った。

「我が名は卑弥呼！　邪や馬ま台たい国こくの女王にして親魏倭わ王おう！　異国の戦士よ、我が手にかかって死するを冥めい府ふで誇りに思うがいい」

　尖とがった耳はぴんと立ち、口元には不敵な笑み。

　クラウの力を目の当たりにしていながら、この不ふ遜そんな態度。萎い縮しゆくする様子はまるでない。よほど腕に自信があるということなのか。

　やがて女王のもとに運ばれてきたのは一枚の銅鏡。教科書でも見たことのある三角縁神獣鏡というやつだ。これが卑弥呼の武器だというのか？

「鏡だと……？　ふざけているのか？　そのようなものが武器になるはずがあるまい」

　クラウはもっともな感想を口にする。

「いかん、クラウゼラよ！　漫画などでは、そういう台詞せりふは負けフラグなのじゃ！」

　ポー姫うるさい。漫画と現実をごっちゃにするな。

　たしかにクラウの台詞はいかにもやられ役的だったが、とはいえ俺にも鏡が武器になるとは思えなかった。

「異国の戦士よ、愚かなり。この卑弥呼の力を知らぬのか？　『倭わ国こくの女王は鬼道（魔術）に通ず』──遠き魏の国にまで伝わっておるというのに。見よ！」

　卑弥呼は鏡を頭上高く掲げる。このポーズはおそらく天頂にまばゆき太陽を模したものであるのだろう。

　と同時に、鏡は激しく輝いた。

　それは破壊力を伴ともなう輝き。あえて『現在』の俗語で言い表すとするならば──、

　ビーム。

　いわゆる殺人光線だ。

「これぞ鬼道照身霊波光線！　全すべてを貫く死の光なり！」

　鏡の光線がクラウを襲う！

　だが、さすがは一騎当千で鳴らしたクラウ。とっさに身を伏せビームを躱かわす。とはいえ完全には避けられず、熱の光が肩口に掠かすった。

「……クッ！」

　エプロンのみで素肌丸出しの白い肩に、じゅっ、と焼き傷の線ができる。

　掠っただけでこの傷だ。正面から受ければ命が危ない。──クラウの近くにいた兵士たちは女王の力をよく知っていたのだろう。巻き添えを食ってはかなわぬと、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出していった。

　卑ひ弥み呼この術の威力に、傍はたで戦いを見ていたポー姫は驚きよう愕がくする。

「うむむ、びっくりじゃ！　まさかヒミコが魔法を使うとは！　……と思ったが、よく考えたら漫画などではヒミコ普通に魔法を使っておるのう？　そう考えれば驚くほどのことではないかもしれぬ。そもそもエルフなのじゃし」

　いいや、俺はびっくりしたぞ。うちの祖ば母あちゃんが魔法でビーム撃つなんて。

　──一方クラウは、肩の傷が思った以上に深いのか、手で傷口を押さえて蹲うずくまる。

「クッ……」

「フフ、これこそ我が鬼道の力……。異国の戦士よ、絶望したか？」

「否いな！　この〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟クラウゼラを甘く見るな！　魔法を使う相手なぞ、私にとっては珍しい敵ではない！」

　クラウはゆっくりと立ち上がり、再び武器を──あずきボーをその手に構える。だが、その表情にはわずかに焦りの色が見えた。

（あれは……あずきボーが溶けかけている!?　さっきの光線のせいだ！　ビームの熱で、凍ったあずきボーが溶けたのか！）

　言葉にすると間抜けだが、これは深刻な問題だ。あずきボーを武器として使えなければクラウは丸腰になってしまう。

　敵の焦る顔を見て、卑弥呼は勝ち誇った笑みを浮かべた。

「おやおや、いつまでその強がりが続くかな？　喰くらうがいい！」

　そして、光線の第二射。

　今度は、クラウの手元を狙ねらって放たれた。即すなわち、溶けかけたあずきボーを！

「しまった!?　不覚……姫殿下から授かった武器が！」

　光線はあずきボーに命中し、棒だけ残してドロドロに溶け落ちる。棒に『あたり』の刻印があったのは、なんという皮肉であろう。もし今、この場に駄菓子屋があれば、新たなあずきボーと交換できるというのに──。

「異国の戦士よ、貴様の武器は奪ったぞ？　次は命を奪ってくれよう」

「ク……ッ」

「しかし油断はせぬ。貴様の目からは、まだ戦意が消えていない。気を抜けば手痛い逆襲を喰くらうだろう。……なればこそ、貴様はこの卑ひ弥み呼この最大奥義で葬ってくれる！　山をも吹き飛ばす最大出力の霊波光線で、この村ごと焼き尽くしてくれるわ！」

　卑弥呼が鏡を持つ手に力を籠こめると、鏡面はまばゆく周囲を照らす。

　だが、これは光線ではない。たとえば蛍光灯のスイッチを入れると、一いつ旦たんちかっちかっと点滅するような──そんな、ちょっとした前兆に過ぎなかった。

　前兆だけでこれならば、その最大出力の光線とやらは果たしてどれほどの威力というのか？

「──卑弥呼様、おやめくださいタイ！」

「──最大出力で光線を撃てば、みんな死んでしまいますタイ！　前の都もそれで滅んでしまったというのに！」

「──おいどんたちも巻き添えになりますタイ！」

　必死に止めようとする兵たちに、卑弥呼は冷たく言い放つ。

「構わぬ。貴様たちも死ぬがいい。これも全すべてはジャスコのため……。この地にジャスコを建てるためならば、余はあらゆる犠ぎ牲せいを惜しまない！」

　一〇〇〇人の兵士がパニックを起こす中、死の光線は今にも発射されようとしていた。

　いけない、これは本当に命の危機だ。いったい俺たちはどうすれば……。

「ぎシャー、シュルルル！　ぎシャーッ！」

「やめておくのじゃ、守り神よ。汝なんじが盾になったところでこの光線は防げはせん」

　守り神は相変わらず立派なやつだ。こんなときでも皆を守ろうとしていたとは。しかし、そんな彼を姫は止める。

「ぎシャー!?」

「汝がそんなことをする必要はないと言っておるのじゃ。──これ、リンイチローよ。なにをボケッとしておるか？　今こそ汝の出番じゃぞ」

　俺？　なんで俺？

「べつにボケッとしたくはないが──けど、俺になにができる？」

「おやおや、汝は忘れっぽいのじゃな。もうアレのことを忘れたのか？」

　アレだと？　ポー姫、いったいなにを言って…………ああ、アレか！

　──一方、クラウは卑弥呼へと声を荒げる。

「やめるのだ、卑弥呼よ！　私を殺したいのならば、この私だけを狙ねらうがいい！」

「フフ……黙れ、もう遅い！　異国の戦士よ、貴様が悪いのだ！　余を本気にさせたから！　貴様も！　村も！　我が兵も！　なにもかも全部ジャスコの人柱となってしまえ！　──喰くらうがいい！」

　そして、ついに最大出力の霊波光線は発射される。

　その光と熱が持つエネルギーは『現在』の核兵器にも匹敵するほど。ひとたび放たれれば、周囲一帯にある全すべてのものを焼き尽くす……そのはずだった。

　だが、実際はそうならなかった。

　死の光線は、発射と同時に『打ち消された』のだ。

「こ、これは……？　なぜだ!?　この卑ひ弥み呼この霊波光線が消えただと？　なにゆえに！」

　ポー姫と俺のおかげだ。今度は姫が卑弥呼に勝ち誇る。

「くふふっ、魔法に通じておるのは汝なんじだけではないのじゃ。

　見よ、これはＤＶＤ──即すなわちデジタル・ヴィデオ・ディスク！　光属性魔法を無効化する力を持っておる！　妾わらわの分とリンイチローの分で二枚揃そろえば、最大出力だろうと打ち消せるのは自明の理じゃ」

　ふぅ……。どうやら上う手まくいったらしい。姫は『自明の理』と言っていたが、俺は半信半疑だった。

（まさか、裸を見るためのＤＶＤに命を救われるとはな……）

　それも自分のだけでなく、アトランティスの半魚人たちや邪や馬ま台たい国こくの兵までも。

「ま、これもロングパス伏線というやつじゃな」

　だが、意外な使い方だ。てっきり裸を見せて目つぶしをすると思っていたのに。……というか、やはり目つぶしで使うべきだったのではないだろうか。なあ？　今からでも遅くないから。

「よしっ今じゃ、我が騎士ローズバドよ！　ヒミコにトドメを刺すのじゃ！」

「はっ、姫殿下！」

　だが卑弥呼の口元に浮かぶ不敵な笑みは、未いまだ消えない。

「フフ……異国の戦士よ、愚かなり！　余の鬼道は霊波光線だけではない。この親魏倭わ王おう卑弥呼は一〇〇の術に通じているのだ」

「一〇〇の術、だと……？」

「そうとも、我が鬼道の力を畏おそれるがいい。この力があったからこそ、余は倭わ人じんどもの王になれたのだ。倭人ではなく、それどころかこの世界の出身ですらない──遠き異世界〝魔法地平シーズベツド〟から来たエルフの余がな！」

〝魔法地平シーズベツド〟だと!?

　卑弥呼は──祖ば母あちゃんは、クラウやポー姫と同じ〝魔法地平シーズベツド〟人だったのか！

　言われてみれば日本人なのにエルフだなんて、おかしいとは思っていたが……。しかし、それならば納得がいく。魔法が実在する世界〝魔法地平シーズベツド〟の出だからこそ、このように魔法が使えていたのだ。

「フフフ……アハハハハッ！　一〇〇の術を持つこの卑ひ弥み呼こを、貴様はどうやって討とうというのだ!?　武器も持たず、鎧よろいも着ずに！」

　卑弥呼の言う通り、クラウは不利だ。絶体絶命と言ってもいい。

　だが、クラウは臆おくすることなく卑弥呼に告げる──。

「女王ヒミコ、敗れたり！　私にもまだ武器はある！」

　そして、彼女は地を蹴けって跳躍する。

　正面に立つ女王卑弥呼へ…………ではなく、正反対の方向へと。

　後ろ側にいる、俺へと向かって。

「見るがいい、ヒミコ！　私の武器、それは──これだ！」

　次の瞬間、クラウは俺の襟えり首くびを摑つかみ上あげると、

　脱がした！　服を！

　破って脱がし、全裸にしたのだ。この俺──瀬せ田た麟りん一いち郎ろうを！

「お……おいっ、クラウ！　なにをする!?」

「許せ、リンイチロー。これもまたロングパス伏線なのだ」

　次の瞬間……、




　──ブバッ




　真っ赤な血が噴き出した。

　クラウと卑弥呼の鼻から、二人合わせて四リットル近くが。

「そ、そんな……異国の戦士め、まさかこのような手を使うとは……」

　服を鮮血で染めていく卑弥呼に、クラウは告げる。

「これぞ姫殿下直伝、ロングパス伏線！〝魔法地平シーズベツド〟人である以上、興奮すれば大量の鼻血を出す。──この弱点がある以上、お前は出身地を明かすべきではなかったのだ」

　クラウのように特殊な訓練を受けない限り、〝魔法地平シーズベツド〟人は鼻血と共に気絶する。これも彼女たちの生物学的特徴だった。

「…………この卑弥呼、不覚を取った……」

　女王卑弥呼は意識を失い、足元の血だまりへと倒れ込む……。

　そしてクラウは勝利を宣言。

「聞け！　ヤマタイコクの女王ヒミコは、この私──ポーリリファ姫の騎士ローズバド、クラウゼラ・ルー・コトヴィックが討ち取った！　これにて戦いくさは我らの勝利とする！」

　クラウの言葉を聞き、邪や馬ま台たい国こくの兵士たちは次々と武器を捨てて降こう伏ふくしていく。たった七〇名のアトランティスが、ついに一〇〇〇名以上の大軍勢に勝利したのだ。

　──って、なんで俺が脱いでるんだよ!?　クラウが脱いで目つぶししろよ！





　　６






　その頃の『現在』。

「……全軍、さっさと掘る」

「「キュピー、キュピー」」

　町の広場ではファウ第八皇こう女じよの指揮のもと、銀河帝国ハーストウールによる大規模な遺い跡せき発掘作業が行われていた。

「……宇宙重機を駆使して、さっさと遺跡を掘り出してしまう。……よく考えたら、遺跡を守るならこれが一番手っ取り早い。『現在』を観測して確定してしまえば、過去は簡単に変えられなくなる。『東京から大阪へ』理論により、結局ここに遺跡はできる」

「「キュピー、キュピー」」

　銀河帝国ハーストウールのタコ型歩兵たちは、次々と広場を掘り返していったのだが──。

「キュピーッ！　キュピー、キュピー!!」

「……どうした、多脚型歩兵種マーシアン二六号？　地下をサーチした結果がどうだと？」

「キュピー……。キュピー、キュピーッ！」

「……形がどうしたと？　…………あっ、なんということ！　これは、いけない！」

『現在』の平へい家け町ちようで、状況は新たな局面へと向かっていた。






エピローグ







ポー姫「そういえば、タイラノカゲキヨめはいなかったのじゃな？」

麟りん一いち郎ろう「そういや、いなかったな。どこ行ったんだ？」

？？？「ちなみに、忍び寄る我らの影に、彼女は気づくよしもなかったのだ……」
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　全裸にされた俺は仕方なく、半魚人から海パンを借りて穿はくことにした。

　それはそれとして……。

「なあ！　なんで目つぶししないんだよ!?　今のって俺でなくクラウ脱がしても勝ててただろ！　それでこそロングパス伏線ってもんじゃないか！　せっかくだから目つぶししようぜ！　めーつぶし！　めーつぶし！」

「リンイチロー、うるさいのじゃ。そんな必然性のないことはできぬ。そもそも裸が見たいなどと、汝なんじは女性の権利をどう考えておるのか」

　ポー姫に正論で説教された。悔しくて仕方ない。

「それよりも、捕虜となっておるダイナマイトジョニーを助けるのじゃ。クラウゼラよ、ジョニーの縄を切ってやれ」

「はっ」

　クラウはそのあたりに落ちていた剣を拾うと、ジョニーを縛っていた縄を切る。

　これ、さっきの戦いもこうすればよかったんじゃないか？　あずきボーでなく落ちてる武器を拾ってさ。

「縄は切ったぞ。ジョニー、怪け我がはないか？」

「はい、ブゴーフゴー……。クラウゼラさん、ありがとうございます……」

　ジョニーは、クラウへの礼もそこそこに、そのまま卑ひ弥み呼このもとへと歩いていく。

　卑弥呼は今やアトランティスの虜囚の身。さっきまでとは立場が逆だ。そんな彼女のところに行き、ジョニーはなにをしようというのか？

（まさか復ふく讐しゆうか!?　自分を捕虜にした卑弥呼に──いや、歳としを誤ご魔ま化かしていた祖ば母あちゃんに、この場で仕返しをしようというのか？）

　近づいてくるジョニーに、卑弥呼は言った。

「ふん……。さっさと殺すがいい！　この卑弥呼、生き恥はじを晒さらそうとは思わん。殺さねば、いつか再び現れて、さらなる厄災をもたらそうぞ。近隣の地に巨大なジャスコをいくつも築き、貴様らの生活を壊滅させてくれる！」

　そんな卑ひ弥み呼この捨て台詞ぜりふを聞き、ジョニーは……、




　──ぱんっ




　頰ほおを、叩たたいた。白く小さなエルフの頰を。

　それは暴力と呼ぶには優しすぎる力加減のものだった。

「……ッ！　貴様、なにを……」

「ブゴーフゴー……。卑弥呼さん──いいえ、若いころのトメ子さん！　ワタクシは貴方あなたを二つのことで許せません！　一つはもちろん悪事を働いたこと。大勢の命を奪おうなんて悪いことです。そして、もう一つは……」

　年齢を誤ご魔ま化かしたことか？　とはいえ、それは一八〇〇年後の祖ば母あちゃんがすることだ。今の卑弥呼に言っても仕方あるまい。

　だが、ジョニーが口にした言葉は、俺の予想とは異なるものだった。

「もう一つは、ジャスコの名を貶おとしめたことです！　ブゴーフゴー……ジャスコは厄災ではありません。人々を幸せにするものです。毎日のご飯の材料や生活雑貨を始め、さまざまなファッションや趣味の品、外食のごちそう、さらには映画にカラオケ、ボウリングなど……みんなが喜ぶものを集めて笑顔にする、それがジャスコであるのです。なのに貴方あなたはお客様でもある地元住民の皆さんにひどいことをして！　人々の笑顔を守れず、ジャスコがなにを守るというのですか！　ブゴーフゴーッ！」












「ジョニーとやら……」

　ジョニーの語った熱い言葉は、周りにいた半魚人や邪や馬ま台たい国こく兵の胸を打つ。

「──そうタイ……。おいどんたちは間違っていたタイ……」

「──おいどんらはジャスコを建てることだけに夢中になって、ジャスコがなんのためのものなのか忘れていたのタイ……」

「──分かってくれたのならいいギョ。実は我々もジャスコは嫌いじゃないギョ」

「──そうそう。ただ地元民に対してそれなりに敬意を示してくれて、その上で商売についてちょっとした補償をしてくれれば、そこまで強く反対しないギョ」

「──みんなジャスコを愛する仲間じゃないかギョ」

　アトランティスと邪馬台国、つい先ほどまで争っていた者同士が、互いに微笑ほほえみ合っていた。ジャスコが二つの民族の心を一つにしたのだ。

「ご覧ください、ブゴーフゴー……。まだ造ってもいないジャスコのおかげで、みんなあんなに楽しそうにしている。これがジャスコの力なのです」

「そうか……そうであったな……。ジョニーとやら、余の負けだ。この卑ひ弥み呼こ、ジャスコのなんたるかを見誤っておったらしい。──皆の者！」

　そして、卑弥呼は高らかに宣言する。

「余はこの地にジャスコを建てる！　ただし、計画は大きく見直しをする！　地元住民の生活を豊かにすることを第一とした、新たなスタイルのジャスコにするのだ！　現地の環境や産業に優しく、地元住民の雇用も活性化させ、『ジャスコのできた土地は皆が潤う』と後々まで語り継がれる──この地に建てるのはそのような店舗とする！」

「「──卑弥呼様、万ばん歳ざいタイ！　卑弥呼様、万歳タイ！」」

「「──卑弥呼様、万歳だギョ！　卑弥呼様、万歳だギョ！」」

　半魚人と邪馬台国兵、双方から卑弥呼の名を称たたえる声が木霊こだました。

　この結末は、約一名以外全員が納得できるものだろう。──ちなみに、その一名というのはコイツのことだ。

「な……なんじゃと!?　待て！　ちょっと待つのじゃ！　それはつまり、この地にジャスコが──遺い跡せきができてしまうということか!?　それは困るのじゃ！　妾わらわたちがなんのために苦労したと思っておる！」

　ポー姫、黙ってろ。せっかく話がまとまったんだから。
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「ウウウ、ジャ～スコ～……。このままでは『現在』のジャスコが……」

「いいから姫、大人しくしろ！　さっさと帰るぞ！」

　俺たちは『現在』に帰るべく、邪や馬ま台たい国こくから取り戻したタイム軽トラに乗り込んだ。

「ギョギョ……このご恩は忘れませんギョ」

　スクール水着巫み女この〝深いところで暮らす女〟を始めとする半魚人一同が、深々とお辞儀をしながら礼を言う。傍かたわらには、もちろん守り神の水ミナ神カミダーゴンの姿もあった。

「ぎシャー、シュルルルルル……」

「守り神よ、妾わらわもじゃ……。こうして別れなければならぬこと、心から残念に思う」

　ポー姫……。そうだった、姫は守り神のことを──。

「姫、出発までまだ時間がある。ゆっくり別れを惜しんでいろ」

「む？　なにを言っておる？　妾よりもむしろ汝なんじがそうするべきじゃろう」

　は？　俺？

「ぎシャー、シュルルルルル！　ぎシャーッ！」

「おっ、ついに告白をしたのじゃな？　今のを聞いて分かるように、実はこの守り神はボーイッシュな女子でのう。リンイチローに一ひと目め惚ぼれしたがシャイで言い出せぬということで、妾がいろいろ相談に乗っておったのじゃ。それが切っ掛けで仲良くしておったのである。どうじゃリンイチローよ、一度くらい触手プレイさせてやっては」

「断る！」

　って、そんなオチなのか！

　ちなみに〝深いところで暮らす女〟が怖い顔で俺を睨にらんでいた。

「キーッ！　村の女子たちが皆でお姉さまと慕う守り神様に愛の告白をされるなんて許さないギョ！」

　いけない。俺、恨まれてる。

「おい、急いで帰るぞ！　早く軽トラ出してくれ！」

「まだ時間があると言っておったのに……。ははあ、さてはリンイチローよ、汝は守り神が本当に男子だと思っておったのじゃな？　いくらボーイッシュでイケメンだからといって、それはあんまりじゃろう。やれやれなのじゃ」

「いいや、男子だとすら思ってなかった！　もともと性別とか考えてなかった！　お前が『イケメン』だと繰り返していたからオスだと思っていただけだ！」

「ぎシャー、シュルルル！」

「こやつが言うには、リンイチローとは触手プレイだけの関係でよいらしい。チョイチョイとさせてやってはどうじゃ？　妾も見たい。ボーイッシュ触手と男子のカップルというのは見た目だけならＢＬっぽくてエロスであるからのう。ゲヘヘヘ」

　なにが『ゲヘヘヘ』だ。見た目だけなら捕食活動だろ。モンスターに喰くわれてるように見えるだけだ。比ひ喩ゆでなく。

「やれやれ、リンイチローの好みは難しいのじゃ。子孫のハイドォラはアリのくせに」

「ぎシャー、シュルルル。ぎシャー」

「おお、そうであるか！　聞いたか、リンイチローよ？　守り神め、そのうちタイムマシンを造って未来に遊びに来ると言っておるぞ。楽しみじゃのう」

　来るな！　というか、コイツらそんな技術持ってたのか？　タイムマシン造る技術あるくせに邪や馬ま台たい国こくに滅ぼされそうになってるんじゃない！

「ジョニー!!　早く出発してくれ！」

「はいはい、リンイチローくん、今出しますよ……ブゴーフゴー」

　俺に促され、ジョニーがエンジンをかけようとすると──、

「待つのだ、ジョニーとやら……」

　そう呼び止めたのは、卑ひ弥み呼こ──のちに祖ば母あちゃんになる女だった。

「卑弥呼さん……ブゴーフゴー」

「ジョニーよ……貴様のおかげで、我らは道を誤らずに済んだ。感謝する……。貴様は未来から来たのだったな？」

「はい、ブゴーフゴー。一八〇〇年後の時代から……」

「そうか……」

　卑弥呼はくるりと後ろを向き、ジョニーに顔を見せぬように話を続ける。耳はしょぼんと垂れていた。もしかして泣いていたのだろうか？

「……また、いつか会えるのか？」

「ブゴーフゴー……ええ、もちろんです」

　その言葉を最後に、二人は黙った。なにもせぬまま。目も合わせず。ずっと、ただ沈ちん黙もくし続けていた。

　ときには言葉よりも沈黙の方が雄弁に気持ちを伝えるという。二人にとっては今がそうであったのだろう。そうであったらいいと思う。







　それから一時間近く後──。

「女王卑弥呼の名において、この地に倭わ国こく一のジャスコを建設するのだ！　形は、そう──円形がよい。円は天地の象徴であり同時に和の象徴でもある。邪馬台国とアトランティス、そして未来から来た者たちを表す三つの輪を組み合わせた形とする！」

　卑弥呼の演説を聞きながら、タイム軽トラは未来へと出発した。

　行きと同じように、軽トラは時間流の中を進んでいく。ちなみに座席も行きと同じく、前にジョニーと姫、荷台には俺とクラウだ。

　時間流の風が頰ほおに当たる中、俺は隣に座るクラウに訊たずねた。

「なあ……。もしかして祖ば母あちゃんは、ずっとジョニーを待っていたのかな？　一八〇〇年後にジョニーと再会するために、平へい家け町ちようでずっと暮らしていたのかも……。クラウはどう思う？」

　別に、回答を求めていたわけではない。ラブロマンス的なことを相談する相手としては、この女騎士は適役とは言いい難がたかった。

　だが、クラウはこう答える。

「当然だ。もちろん、それだけではないだろうが……。たった一度しか会ったことのない相手を想おもって一八〇〇年待ち続ける──それは、さほど難しいことではない。想おもい出でを胸に生き続けるのは、想い出なしで生きるよりずっと簡単なことであろうからな」

　意外な答えだ。クラウがこんなことを言うとは思わなかった。

「女って、そういうものなのか？」

「いいや、人間ならばそういうものだ。もちろんジョニーを待つこと以外を一切考えなかったわけではないだろう。その間にも楽しいことや悲しいことがあり、やがてはお前の亡き祖父殿とも出会って──。人の心は虹にじの色や夕焼けの境目のように、多くの色が曖あい昧まいなまま混ざり合っているものなのだ」

「ふうん……」

　やはりクラウらしくない。彼女の言ったことは難しく、それこそ曖昧であったため、ほとんど理解できなかったが──それでも重要なことに思えた。

　クラウは、なぜかクスッと笑った。







　時間流の中、クラウゼラは思った。

（いつか自分は、リンイチローたちと別れるときが来るかもしれない……）

　たとえば、もし神聖連合王国イースが復興すれば、この世界を去って《魔法地平シーズベツド》へと戻らなければいけなくなる。再び戦場で生きる騎士ローズバドとしてだ。

　だが、そのときは──。

（そのときは、リンイチローとの想い出を胸に生きていこう……。リンイチローに祖母殿、クラスメイトたちや町の皆──この想い出があれば、きっと楽しく生きていける……）

　想い出を胸に生き続けるのは、想い出なしで生きるよりずっと簡単に違いない。それに一八〇〇年よりは短い時間だ。

　そう思い、クラウゼラはクスッと笑った。

　時間流は女騎士を感傷的な気分にさせる。それは未来や過去といった『自分に動かせぬ時間』を意識させるからであろう。

　──三〇分後、タイム軽トラは『現在』に到着する。
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　──ぽこんっ




　タイム軽トラが目的地に到着した音が鳴る。

　荷台の上から見渡せば、おなじみ『現在』の平へい家け町ちようの広場だ。

　ただし、少しだけおかしなことが起きていたが……。

「ウウウ……結局、遺い跡せきができるのを阻止できなかったのじゃ！　ジャスコ建設賛成派の者たちよ、不ふ甲が斐いなき妾わらわを罵ののしるがよい！　おおジャスコよ、汝なんじはなぜ妾の手から離れていってしまうのか……」

「姫、妙な寸すん劇げきをやってるんじゃない。それより周りを見てみろ。様子が変だぞ」

「なんじゃ？　バック・トゥ・ザ・フューチャーＰＡＲＴ２的に、過去を変えたせいで現在が変化してしまったオチであるのか？」

「いいや、そこまで劇的な変化じゃない」

　さすがは銀河帝国ハーストウールの歴史修正安全度チェック装置。その手の事故は、どうやら起こっていないらしい。

「そうでなく、そこら中でなにやら作業をしてるだろ？」

　ブルドーザーやショベルカー、それに銀河帝国ハーストウールの作業機械までが一緒になって、なにやら土木作業を行っていた。

「ふむ、そういえばそうじゃのう……。おや、ちょうどファウっちがおった。おーい、ファウっちよ。これはなんの作業をしておるのじゃ？」

　姫の問いにファウ皇こう女じよは答える。その答えはあまりに意外なものだった。

「……遺跡を埋めている。……掘り出した遺跡を埋め戻し、なかったことにしている」

　埋めている？　掘り出すんじゃなくて？

「……ポーちゃんたちが過去に行っている間に発掘調査をしたところ、とんでもない事実が発覚した。……この遺跡は町に災いをもたらす。すぐに封印するべき」

「伝奇もののアニメみたいじゃな？」

　そんな馬鹿な。卑ひ弥み呼この造ったジャスコが、そんな不吉なものであるとは思えない。

　いったい、なにがあったというのか？

「……これを見る。これは超空間センサーで地下の遺跡をスキャンした図。……この形状が大問題」

「形状？　そういえば卑ひ弥み呼こも言っておったのじゃ。『この地のジャスコは、邪や馬ま台たい国こくと半魚人の村、そして未来から来た者たちを表す三つの輪を組み合わせた形にする』とかなんとか……。それがどうしたのじゃ？」

「……図を、よく見る」

「むむむ……？　ややっ、これは！」

　姫に遅れること数秒、図を逆さまに見て俺もやっと気がついた。

「こ……これはマズいのじゃ！　この形は──ネズミマーク！　遊園地や映画、グッズなどで世界的、いや多元世界的に有名なあのアニメ会社のマークなのじゃ！」

　本当だ。三つの丸を組み合わせてネズミのシルエットにした、あの会社のマークそのままの形だった。

「……そう。とてもマズい。……宇宙的にもネズミマーク社の恐怖は有名。空爆で町が焼け野原にされる前に、こうして念入りに埋め直している」

　だから、さすがにそこまでは怖くないと思うぞ？

「なるほどのう……。すると、遺い跡せきは最初からなかったということになったのじゃな？　だとすれば──つまり、この地にジャスコが造れるということか!?」

「……結果的に、そうなる」

「キャッホーじゃ！　ジャスコができる！　ジャスコができる！　ジャスコ、ジャスコ、ジャスコーっ！」

　これは、まさかの逆転勝利！

　ポー姫は、大はしゃぎでそこいら中を駆けまわった。

　町の人たちの中には『遺跡ビジネスができなくなったのは、お前たちが余計なことをしたせいでは？』と微妙な目線を向ける者もいたが、どうせ姫がなにか適当に上う手まいことを言ってウヤムヤにするだろう。水ミナ神カミさんや半魚人たちの先祖のためであったのだし、そこまで恨まれたりしないはずだ。

　それに遺跡はなくなったが、代わりにいわゆるジャスコができる！　俺たちも都会人と同じような、便利でおしゃれな暮らしを手に入れることができるのだ！

「さあ皆の者、慶よろこぶのじゃ。この町にジャスコができることを。そして、ジャスコのある文化的な生活を。妾わらわに続いて歌うがよい。──フンフンフンフン～♪　いわゆるジャスコ、ジャスコ、ジャスコ～♪　ジャスコに行こうランララン～♪　鮭さけは美う味まいしネーチャンはキレイ～、ジャスコ、ジャスコ～♪」

　そうだな。その歌はどうかと思うが、素直に喜んでおくとしよう。

　気がつけば、広場の隅っこではジョニーが祖ば母あちゃんと仲良さそうに喋しやべっていた。祖母ちゃんは俺たちの様子でも見に来たのだろうか。

　ジョニーの表情を見る限り、もう年齢のことでわだかまりは無いようだ。俺も二人の仲睦むつまじいところを見ても、前ほど嫌な気分にならない。自然に受け入れることができた。これだけでも過去に行った甲か斐いがある。

　今回の一件は、概おおむねハッピーエンドと言ってよかった。

「どうした、リンイチローよ？　汝なんじも一緒に歌うのじゃ」

　はいはい、ジャスコ、ジャスコ～♪

　もうすぐ、この町にジャスコができる。これほど嬉うれしいことはない。

　──だが、そんなとき。

「あのぉ……ポーリリファ姫殿下、お取込み中失礼いたします」

　見知らぬ男が、姫の背後に立っていた。

　西洋鎧よろいに全身を包み、顔も兜かぶとのマスクで隠した大男が。

「む？　なんじゃ、汝は？」

「我が名はイリアム・ロー・ドレイパア一五歳。ドリステル王子に仕えし騎士ローズバドでございます。本日は王子殿下の使者として参りました」

「バカ兄上の騎士ローズバドじゃと？」

　神聖連合王国イースの騎士ローズバド!?　しかも、ポー姫に兄がいたなんて！　そういえば姫は『継承権第二位』だった。兄がいてもおかしくはない。──とはいえ、いきなりバカ呼ばわりとは。お前、兄貴と仲悪いのか？

「あのダメ兄は戦死したと聞いておったが、どうやら誤報であったようじゃな……。して、兄上の騎士ローズバドがなんの用じゃ？」

　初めて見る男の騎士ローズバドは、姫に衝撃的なニュースを伝えた。

「はっ、実は……イース神聖連合王国が再興いたしました！　王子殿下の軍がオークと再戦して勝ちまして。王都を含む領土全域を取り戻したのです」

「なんと!?」

　姫たちの祖国が再興しただと!?

　めでたいことではあるのだろうが、しかし、それでは──。

「そ……そうであるか！　では、妾わらわたちは国に帰らねばならぬのじゃな……？」

　当然、そういうことになる。

　姫と──それにクラウは、祖国を失っていたから我が家に居い候そうろうしていたのだ。

（二人が、俺の家から去っていくだと……？）

　まさか、こんな急な別れが待っていたなんて……。

「あ、いえ、違います。帰ってこない方がいいですよ。姫殿下と仲の悪かったドリステル王子殿下が国王になりましたので」

「なんじゃと!?」

「帰ってきても絶対揉もめごとになるだけです。新生イース神聖連合王国のことを考えますと、できれば姫殿下にはこの田舎地平に残っていただきたい」

「うむむ、釈しやく然ぜんとせぬのう……。まあ、この町は居心地がよいし、ジャスコもできるから残っていても構わぬが……」

　なんだ、この茶番？　なにやら、ひどい肩透かしだ。

「いえ、そのジャスコのことなのですが──反乱に対する懲ちよう罰ばつとして、今後はオークの商業活動は禁止となりました。ダイナマイトジョニーの会社は没収。本人は強制送還となります。したがって、ジャスコも建設中止となるでしょう」

「さらになんじゃとおっ!?」

　一度にいろいろなことを言われすぎて、わけが分からなくなってきた。

　つまり、どういうことだ？　姫たちの国は復活したが、姫たちは平へい家け町ちようから帰れず、そのかわりにジョニーは連れ戻される。そしてジャスコは結局できない。──そういうことであるわけか？

「うぬぬぬぬぬぬっ、なんということじゃ！　つまりは妾わらわに、この地球チーキユのニホンで一生を送れと!?　これでは事実上の追放じゃ！　せめてジャスコさえあればむしろご褒美であるのじゃが、それすらないどん底のクソ田舎で生きていけとは！

　兄上め……さては、ジョニーの強制送還も妾への嫌がらせじゃな？　妾がジャスコというステキゾーンのある土地で幸せに暮らせぬよう、わざわざ手を回しおったか！」

　お前、『どん底のクソ田舎』は言い過ぎだろ。

　だが姫の話が本当なら、王子のしていることはひどすぎる。妹を異世界に追放し、さらには嫌がらせのためだけに平家町やジョニーを巻き込むなんて。

　ポー姫は、怒りに燃える瞳ひとみで叫んだ。

「かくなる上は戦争じゃ！　リンイチローよ、ヘイケ町の皆を集めよ！　我が祖国イース神聖連合王国と戦争し、この町にジャスコを取り戻すのじゃ！」

　……なにやら、大変なことになってきた。
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「──貴方あなたがクラウゼラ・ルー・コトヴィックさんで？」

　ポーリリファ姫のもとに兄王子からの使者が訪れたのと同じ頃。

　女騎士クラウゼラの前にも、また別の使者が姿を見せた。

　その数、二名。いずれもただ者でないというのは、その容よう貌ぼうから一目で分かる。

「お前たち、何者だ……？　この〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟に如い何かなる用か！」

　この二人の使者が名乗った名は、あまりにも意外なものだった。

「コウノトリですトリ」

「キャベツだベツ」

「…………なんだと？」

　使者二人は、クラウゼラに告げる──。

「おめでとうございますトリ。貴方あなたは『破は廉れん恥ちな行為』をたくさんしたので、子供ができることになりましたトリ」

「なんだと!?　え……っ？　えっ!?　いや、ホントになんだと？」

「『破廉恥な行為』をしたら子供ができるに決まっているベツ。クラウゼラさんは、リンイチローくんの寝顔を覗のぞいたり、洗せん濯たく物盗んだり、お箸はし舐なめたり、お風呂で裸を見たり見せたり、しまいには衆人環視の前で彼を全裸にしたでベツ？」

「というわけで、これが貴方のタマゴですトリ。《魔法地平シーズベツド》人はタマゴだから運ぶのがラクで助かりますトリ」

「そんな、まさか……」

　一騎当千と称たたえられた〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟クラウゼラは、もうじき人生最大の危機を迎える……。





あとがき

平たいらの　景かげ清きよ「ここが二ヶ月前の《魔法地平シーズベツド》ですか……」










　こんにちは。ちょっと前の大河やＸ６８０００のゲームでおなじみの平景清です。今、私はタイムマシンで二ヶ月前のイース神聖連合王国に来ています。

　この時期はまだオークが反乱を起こす前……。私が事前に反乱の情報を教えることで歴史が変わって反乱は失敗。神聖連合王国イースは亡びず、ポー姫さんたちは私たち《球面地平スフイア》に来なくなるというわけです。私の計画は邪魔されません。──えっ？　歴史改変チェッカーですか？　よその世界の歴史なんか、滅茶苦茶になっても私の知ったことではありませんよ。

　そういうわけで、私は今、この国の偉い人と会うところです。

「待たせたな……。余はイース神聖連合王国王位継承権第二位、ドリステル・ローク・アデルベーン・ジャッセン、一七歳である。なんでも汝なんじは、この国に有益な情報を持っているとか」

「はい、実は──」

　この国の王子──ということは、どうやらポー姫さんのお兄さんのようですね。

　さて、私が王子と話をしている間に、関係者の皆さんにご挨あい拶さつを。霜しも月つき先生、イラストお疲れ様でした。担当編集者さんもありがとうございます。それとジャスコ関係者の皆様、今回もお目こぼしありがとうございました。もちろん読者の皆様にも感謝です。

　あ、そうそう。今回、結局クラウゼラさんはジャスコに行っていませんし、専業主婦を軽く見たことでしっぺ返しも受けていませんが、読者の皆様におかれましてはどうぞご容赦いただければと。ご存じの通り、ポー姫さんは適当なことばかり言う子なのです。

　……と、そんな話をしている間に、王子への説明も終わりました。

「──というわけなのです」

「なんと！　オークどもがか……？　うむむむ……」

　これで私の計画は完了です。反乱のことを事前に知っていれば、この国が亡びることはないでしょう。この王子がよほどの大バカでもない限りはね。

　それでは、またお会いしましょう。

「ふむ……。これは余にとって千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスかもしれぬな」

　……？　王子？
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